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1. はじめに 
 

大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）は、「国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構」（Ｊ

ＡＥＡ）と「大学共同利用機関法人 高エネルギー加速器研究機構」（ＫＥＫ）が共同で管理・運

営する国際的共同利用研究施設である。Ｊ－ＰＡＲＣは、リニアック施設、３ＧｅＶシンクロト

ロン施設、５０ＧｅＶシンクロトロン施設からなる加速器施設群と、物質・生命科学実験施設、

ハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設からなる実験施設群から構成されており、世界最高ク

ラスの大強度陽子ビームにより生成した中性子、ミュオン、K中間子、ニュートリノなどの多彩な

2次粒子を用いて、物質科学、生命科学、素粒子物理、原子核物理、原子力など幅広い分野の最先

端研究が実施されている。また現在及び将来にわたり、実験施設の拡張や陽子ビーム強度のさら

なる増強が推進及び計画されている。 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的な感染拡大により、Ｊ－ＰＡＲ

Ｃにおいても利用運転や保守作業に大きな影響を受けた。特に、緊急事態宣言が全国に適用され

た 4 月には新たな利用者受入の一時停止や運転停止の措置がとられることとなった。その後順次

再開され、この影響により実施できなかった利用運転についても調整枠で補填するなどの対応が

とられた。 

2020 年度における各実験施設の稼働率は、物質・生命科学実験施設：95％、ハドロン実験施設：

66％、ニュートリノ実験施設：70％であった。物質・生命科学実験施設においては、5月下旬から

600kW 程度の出力で年度を通して安定的な運転を継続しつつ、95％という非常に高い稼働率を達

成できた。ハドロン実験施設では、加速した陽子を周回させながら約 2 秒間かけてゆっくり取出

す「遅いビーム取出し」が用いられており、遅いビーム取出しとしては極めて高いビーム出力で
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本報告書では、Ｊ－ＰＡＲＣの放射線安全管理、一般安全管理、安全文化醸成活動及び技術開

発・研究等について、2020 年度における活動状況を取りまとめ、記述した。 

  （中根 佳弘） 
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2. 放射線安全に関わる活動 
 

放射線安全関係の業務としては、Ｊ－ＰＡＲＣ施設及び周辺環境の放射線管理、個人線量の管

理、放射線安全管理設備の保守管理及び関連業務（放射線発生装置等の使用許可に係る申請業務、

関連規程類の改正、放射線安全関係委員会の運営、放射線安全教育等）を実施している。 

2020 年度においては、加速器トンネル等の高線量エリアにおける被ばく管理、物質・生命科学

実験施設における中性子ターゲットシステムの保守・交換、ハドロン実験施設における新たな一

次ビームライン（Ｂライン）の利用開始、ニュートリノ実験施設の廃水処理などへの対応を重視

して放射線管理業務を実施した。管理対象とした管理区域内作業の総数は 1,213 件であり、各施

設からの排気・排水に伴う放射性物質の放出は放出管理値を十分に下回っていた。放射線業務従

事者数については、ここ数年間は 3200～3400 名で推移していたが、新型コロナウイルス感染症に

よる影響を受け、来所できない実験ユーザーが多かったことが影響し（2019 年度比で約 40％減

少）、2,705 名であった。なお、これらの従事者に、線量限度及び被ばく管理目標値を超える被ば

くはなかった。 

また、放射線安全管理設備の保守管理においては、経年劣化対策として計画的な機器更新を進

めている。 

  （中根 佳弘） 
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2.1 管理体制及び業務内容 
(1) 管理体制 
Ｊ－ＰＡＲＣの放射線管理の体制を図 2.1-1 に、2020 年度における放射線取扱主任者及び放射

線管理セクション等の人員体制を表 2.1-1 に示す。放射線管理セクションは施設の放射線管理に

関する業務を中心に担当する。許認可申請に関連する業務や放射線安全に関する委員会の運営に

ついては安全推進セクションが主体となって実施し、放射線管理セクションが協力する体制であ

る。 

施設の放射線管理業務においては、昨年度までと同様に、各施設または建家ごとに「管理区域

責任者」をおき、「総括管理区域責任者」が統括する体制をとっている。また、セクション内にサ

ブグループ（ＳＧ）を置き、Ｊ－ＰＡＲＣ全施設の放射線管理に関する共通業務を実施する体制

である。 

(2) 業務内容 
放射線取扱主任者及び放射線管理セクションの主要な業務内容は、以下のとおりである。 

（放射線取扱主任者） 

①放射線障害予防規程及びこれに基づく規則等の制定及び改廃への参画 

②放射線障害防止上重要な計画作成への参画 

③法令に基づく申請、届出、報告の審査 

④立入検査等の立会い 

⑤異常及び事故の原因調査への参画 

⑥センター長に対する意見の具申 

⑦使用状況等及び施設、帳簿、書類等の監査 

⑧関係者への助言、勧告及び指示 

⑨放射線安全評価委員会の開催の要求 

⑩その他放射線障害防止に関する必要事項 

（放射線管理セクション） 

①管理区域及びその周辺における放射線及び放射能の監視 

②管理区域における放射線の量及び汚染の状況の測定 

③管理区域境界及び事業所境界における放射線の量の測定 

④管理区域に係る排気、排水中の放射能の監視 

⑤管理区域へ立ち入る者の被ばく線量の監視 

⑥管理区域への出入管理 

⑦放射線作業の安全に係る技術的事項に関する業務 

⑧放射線安全管理に関する技術指導・助言 

（関 一成）
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表 2.1-1 2020 年度における放射線取扱主任者及び放射線管理セクション等の人員体制※1 

【放射線取扱主任者】 

放射線取扱主任者 沼尻 正晴（ＫＥＫ） 

同代理 関 一成（ＪＡＥＡ）、山崎 寛仁※2（ＫＥＫ） 

【安全ディビジョン】 

安全ディビジョン長 宮本 幸博（ＪＡＥＡ） 

安全副ディビジョン長 別所 光太郎（ＫＥＫ）、中根 佳弘（ＪＡＥＡ） 

【安全ディビジョン 放射線管理セクション】 

放射線安全セクションリーダー （兼務）中根 佳弘（ＪＡＥＡ） 

同サブリーダー 沼尻 正晴（ＫＥＫ）、関 一成（ＪＡＥＡ） 

施設 

放射線 

管理業務 

総括管理区域責任者： 

 佐藤 浩一（ＪＡＥＡ） 

リニアック施設 

(ＬＩ)  

管理区域責任者： 

齋藤 究※2（ＫＥＫ） 

３ＧｅＶシンクロ 

トロン施設(ＲＣＳ) 

管理区域責任者： 

佐藤 浩一（ＪＡＥＡ） 

５０ＧｅＶシンクロ 

トロン施設(ＭＲ) 

管理区域責任者： 

中村 一（ＫＥＫ） 

放射線測定棟 
管理区域責任者： 

穂積 憲一（ＫＥＫ） 

総括管理区域責任者： 

 関 一成（ＪＡＥＡ） 

物質・生命科学 

実験施設(ＭＬＦ) ※3 

管理区域責任者： 

西藤 文博※2（ＪＡＥＡ）

ＲＡＭ棟 
管理区域責任者： 

小杉山 匡史（ＪＡＥＡ）

ハドロン実験施設 

(ＨＤ) 

管理区域責任者： 

山崎 寛仁※2（ＫＥＫ） 

ニュートリノ実験施設

(ＮＵ) 

管理区域責任者： 

高橋 一智（ＫＥＫ） 

共通 

管理業務 

環境・ＲＩ管理ＳＧ  責任者： 荒川 侑人（ＪＡＥＡ） 

放射線業務従事者管理ＳＧ  責任者： 加藤 小織※2（ＪＡＥＡ） 

放射線安全管理設備ＳＧ  責任者： 小杉山 匡史（ＪＡＥＡ） 

      齋藤 究※2（ＫＥＫ） 

使用許可・委員会ＳＧ※4  責任者： 山崎 寛仁※2（ＫＥＫ） 

※1 2021 年 3 月時点における体制 

※2 安全推進セクション兼務者 

※3 「Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟」を含む 

※4 安全推進セクションが中心となって実施するＳＧ 
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図 2.1-1 Ｊ－ＰＡＲＣの放射線安全管理体制 

  

KEK機構長

J-PARCセンター長

J-PARC放射線
安全委員会

放射線取扱主任者放射線安全評価委員会

安全統括
副センター長

（放射線管理）
安全ディビジョン長

施設管理責任者（健康管理）
業務ディビジョン長

放射線発生装置
責任者

建築物管理
責任者

設備管理
責任者

原子力機構理事長

安全推進
セクションリーダー

放射線管理
セクションリーダー

緊急時支援
チームリーダー

JAEA-Review 2021-057 

- 4 - 

表 2.1-1 2020 年度における放射線取扱主任者及び放射線管理セクション等の人員体制※1 

【放射線取扱主任者】 

放射線取扱主任者 沼尻 正晴（ＫＥＫ） 

同代理 関 一成（ＪＡＥＡ）、山崎 寛仁※2（ＫＥＫ） 

【安全ディビジョン】 

安全ディビジョン長 宮本 幸博（ＪＡＥＡ） 

安全副ディビジョン長 別所 光太郎（ＫＥＫ）、中根 佳弘（ＪＡＥＡ） 

【安全ディビジョン 放射線管理セクション】 

放射線安全セクションリーダー （兼務）中根 佳弘（ＪＡＥＡ） 

同サブリーダー 沼尻 正晴（ＫＥＫ）、関 一成（ＪＡＥＡ） 

施設 

放射線 

管理業務 

総括管理区域責任者： 

 佐藤 浩一（ＪＡＥＡ） 

リニアック施設 

(ＬＩ)  

管理区域責任者： 

齋藤 究※2（ＫＥＫ） 

３ＧｅＶシンクロ 

トロン施設(ＲＣＳ) 

管理区域責任者： 

佐藤 浩一（ＪＡＥＡ） 

５０ＧｅＶシンクロ 

トロン施設(ＭＲ) 

管理区域責任者： 

中村 一（ＫＥＫ） 

放射線測定棟 
管理区域責任者： 

穂積 憲一（ＫＥＫ） 

総括管理区域責任者： 

 関 一成（ＪＡＥＡ） 

物質・生命科学 

実験施設(ＭＬＦ) ※3 

管理区域責任者： 

西藤 文博※2（ＪＡＥＡ）

ＲＡＭ棟 
管理区域責任者： 

小杉山 匡史（ＪＡＥＡ）

ハドロン実験施設 

(ＨＤ) 

管理区域責任者： 

山崎 寛仁※2（ＫＥＫ） 

ニュートリノ実験施設

(ＮＵ) 

管理区域責任者： 

高橋 一智（ＫＥＫ） 

共通 

管理業務 

環境・ＲＩ管理ＳＧ  責任者： 荒川 侑人（ＪＡＥＡ） 

放射線業務従事者管理ＳＧ  責任者： 加藤 小織※2（ＪＡＥＡ） 

放射線安全管理設備ＳＧ  責任者： 小杉山 匡史（ＪＡＥＡ） 

      齋藤 究※2（ＫＥＫ） 

使用許可・委員会ＳＧ※4  責任者： 山崎 寛仁※2（ＫＥＫ） 

※1 2021 年 3 月時点における体制 

※2 安全推進セクション兼務者 

※3 「Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟」を含む 

※4 安全推進セクションが中心となって実施するＳＧ 

JAEA-Review 2021-057

- 5 -



JAEA-Review 2021-057 

- 6 - 

2.2 施設の放射線管理 
本節では、各施設の概要、2020 年度における作業環境測定データの概要、空間線量率（運転中、

運転直後など）、変更申請、施設検査、管理区域の変更について記載する。 

リニアック施設（ＬＩ）と３ＧｅＶシンクロトン施設（ＲＣＳ）においては、物質・生命科学実

験施設（ＭＬＦ）に向けて約 500～600kW のビーム供給が行われた。５０ＧｅＶシンクロトロン施

設（ＭＲ）においては、ハドロン実験施設（ＨＤ）に向けて約 50～60kW、ニュートリノ実験施設

（ＮＵ）に向けて、460～510kW のビーム供給を行った。 

ＭＲの入射コリメータ周辺、スイッチヤード終端壁付近、ニュートリノ一次ビームライン終端

部付近の空間線量率は、ＨＤ施設運転後とＮＵ施設運転後で差が大きく、保守作業時に注意を要

する。また、出力増強に伴い、運転時の空間線量率が上昇するＭＬＦやＨＤの一部の機械室や設

備室を立入制限区域に指定した。 

放射線作業については管理区域内作業計画書の提出、確認が行われている。2020 年度における

施設ごとの作業件数を表 2.2 にまとめた。ＭＬＦの作業件数は、他の施設に比べ多く、非定常作

業の割合が大きかった。 

2020 年度の変更許可申請は、ＭＬＦ（ミュオンビームラインの新設と改造)、ＮＵ(排水設備増

設)について 10 月 5 日に申請書を提出し、2021 年 6 月 9 日に許可を得た。 

また、各施設の排気及び排水の年間放出量は、放出管理値を十分に下回っていた。 

（沼尻 正晴） 

 

表 2.2  2020 年度における施設ごとの管理区域内作業件数 
施設 リ ニ ア ッ

ク施設 
３ Ｇ ｅ Ｖ

シ ン ク ロ

ト ロ ン 施

設 

５ ０ Ｇ ｅ

Ｖ シ ン ク

ロ ト ロ ン

施設 

物質・生命

科 学 実 験

施設※ 

ハ ド ロ ン

実験施設 
ニ ュ ー ト

リ ノ 実 験

施設 

定 常 作 業

件数 
58(7) 88(22) 152(19) 213(36) 275(11) 99(3) 

非 定 常 作

業件数 
46(5) 46(16) 29(4) 195(32) 2(2) 10(2) 

件数合計 104(12) 134(38) 181(23) 408(68) 277(13) 109(5) 
※物質・生命科学実験施設にはＲＡＭ棟を含む。 （ ）内は立会作業の件数 
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2.2.1 リニアック施設 
リニアック施設は、負水素イオン（H－）を 400MeV まで加速し、３ＧｅＶシンクロトロン施設に

供給する。また下流側施設にビームを供給する本体とは別に、初段加速に用いられる高周波四重

極リニアック（ＲＦＱ）試験のための初段加速器試験装置を有する。 

(1) 運転状況等の概要 
2020 年度におけるリニアック施設の運転期間、ビームの行き先は、表 2.2.1-1 に示すとおりで

ある。 

(2) 放射線監視結果の概要 
2020 年度におけるリニアック施設の加速器運転中の線量当量率は、加速器トンネルからの漏え

い放射線についてバックグラウンドレベルであった。冷却水ホット機械室、空調ホット機械室等

でも同様である。クライストロンギャラリでは、クライストロン装置からの漏えいエックス線に

よる線量が確認されており、クライストロン装置の作業位置で 1.0μSv/h であった。 

運転停止後の加速器トンネル内における線量当量率は、機器表面で数十 mSv 程度（30°ビーム

ダンプ窓）、空間で最大 2.5mSv/h（30°ビームダンプ窓付近）であった。また、表面汚染密度の

測定注1)では全ての測定点において 0.4Bq/cm2未満であった。 
液体廃棄物の測定では、3H 等有意な放射能は検出されなかった。 

気体廃棄物の測定では、リニアック棟排気筒における放射性ガスの放出量は最大 3.7×1010 Bq/3

月（41Ar 換算）であり、放出管理値（2.2×1012 Bq /3 月）に対して 1/60 程度であった。Ｌ３ＢＴ

棟排気筒における放射性ガスの放出量は最大 6.2×109 Bq/3 月（41Ar 換算）であり、放出管理値

（1.9×1012 Bq/3 月）に対して 1/300 程度であった。また、放射性塵埃の測定では 197Hg 等有意な

放射能（バックグラウンド核種を除く）は検出されなかった。 

(3) 管理区域内作業の状況 
2020 年度における管理区域内作業の件数については表 2.2.1-2 に示すとおりである。 

(4) 管理区域の設定等 
2020 年度において、管理区域の範囲・区分の変更、立入制限区域の設定はなかった。 

(5) 変更申請・施設検査 
2020 年度は変更申請・施設検査はなかった。 

（齋藤 究） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
注 1) 表面汚染検査計を使った β(γ)測定による。以下同様。 
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2.2 施設の放射線管理 
本節では、各施設の概要、2020 年度における作業環境測定データの概要、空間線量率（運転中、

運転直後など）、変更申請、施設検査、管理区域の変更について記載する。 

リニアック施設（ＬＩ）と３ＧｅＶシンクロトン施設（ＲＣＳ）においては、物質・生命科学実

験施設（ＭＬＦ）に向けて約 500～600kW のビーム供給が行われた。５０ＧｅＶシンクロトロン施

設（ＭＲ）においては、ハドロン実験施設（ＨＤ）に向けて約 50～60kW、ニュートリノ実験施設

（ＮＵ）に向けて、460～510kW のビーム供給を行った。 

ＭＲの入射コリメータ周辺、スイッチヤード終端壁付近、ニュートリノ一次ビームライン終端

部付近の空間線量率は、ＨＤ施設運転後とＮＵ施設運転後で差が大きく、保守作業時に注意を要

する。また、出力増強に伴い、運転時の空間線量率が上昇するＭＬＦやＨＤの一部の機械室や設

備室を立入制限区域に指定した。 

放射線作業については管理区域内作業計画書の提出、確認が行われている。2020 年度における

施設ごとの作業件数を表 2.2 にまとめた。ＭＬＦの作業件数は、他の施設に比べ多く、非定常作

業の割合が大きかった。 

2020 年度の変更許可申請は、ＭＬＦ（ミュオンビームラインの新設と改造)、ＮＵ(排水設備増

設)について 10 月 5 日に申請書を提出し、2021 年 6 月 9 日に許可を得た。 

また、各施設の排気及び排水の年間放出量は、放出管理値を十分に下回っていた。 

（沼尻 正晴） 

 

表 2.2  2020 年度における施設ごとの管理区域内作業件数 
施設 リ ニ ア ッ

ク施設 
３ Ｇ ｅ Ｖ

シ ン ク ロ

ト ロ ン 施

設 

５ ０ Ｇ ｅ

Ｖ シ ン ク

ロ ト ロ ン

施設 

物質・生命

科 学 実 験

施設※ 

ハ ド ロ ン

実験施設 
ニ ュ ー ト

リ ノ 実 験

施設 

定 常 作 業

件数 
58(7) 88(22) 152(19) 213(36) 275(11) 99(3) 

非 定 常 作

業件数 
46(5) 46(16) 29(4) 195(32) 2(2) 10(2) 

件数合計 104(12) 134(38) 181(23) 408(68) 277(13) 109(5) 
※物質・生命科学実験施設にはＲＡＭ棟を含む。 （ ）内は立会作業の件数 

  

JAEA-Review 2021-057

- 7 -



JAEA-Review 2021-057 

- 8 - 

 

表 2.2.1-1 リニアック施設の運転状況（2020 年度） 

ビーム供給先 期間 運転等の状況 

３ＧｅＶシンク

ロトロン施設 

2020/04/01 

  ～ 

2021/03/31※1※2 

利用施設 

（物質・生命科学実験施設、 

ハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設） 

※1：メンテナンス期間・年末年始を除く 

 ※2：リニアック施設単独運転を含む 

 

表 2.2.1-2 リニアック施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 58（7） 

非定常作業 46（5） 

合計 104（12） 

※（ ）内は立会作業の件数 
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2.2.2 ３ＧｅＶシンクロトロン施設 
３ＧｅＶシンクロトロン施設（ＲＣＳ）は、リニアック施設において 400MeV まで加速された負

水素イオン（H－）を、荷電変換薄膜により陽子（H＋）に変換した後、最大 3GeV まで加速させて、

物質・生命科学実験施設（ＭＬＦ）及び５０ＧｅＶシンクロトロン施設（ＭＲ）にビームを供給

している。 

(1) 運転状況等の概要 
2020 年度におけるＲＣＳの運転状況を表 2.2.2-1 に示す。機器トラブルによる長期のビーム停

止はなかった。 

(2) 放射線監視結果の概要 
作業環境の管理について、３ＧｅＶシンクロトロン棟における運転中の線量当量率は、機器表

面で最大 1.0µSv/h（冷却水ホット機械室イオン交換樹脂塔）、空間で最大 0.3μSv/h（冷却水ホッ

ト機械室イオン交換樹脂塔付近）であった。３-ＮＢＴ棟における運転中の線量当量率は、機器表

面（ホット機械室イオン交換樹脂塔）、空間で全て B.G.（0.2μSv/h 以下）であった。停止中の加

速器トンネル内における線量当量率は、機器表面で最大 13.0mSv/h（第 3コリメータ内部）、３Ｇ

ｅＶ主トンネル内の空間で最大 350μSv/h（第 3コリメータ前通路）、３－５０ＢＴトンネル内の

空間で最大 300μSv/h（QDS-2 付近）であった。なお、表面密度の測定結果は全て 0.4Bq/cm2未満

であり、特に異常は認められなかった。 

(3) 管理区域内作業の状況 
2020 年度におけるＲＣＳの管理区域内作業件数を表 2.2.2-2 に示す。放射線防護上重要な作業

としては、残留放射能による線量率の高い入射部における夏期メンテナンス期間中の被ばく低減

のために、ビーム入射部の局所遮へい設置用架台の設置工事が行われた。 

(4) 管理区域の設定等 
2020 年度のＲＣＳにおける管理区域の範囲・区分等変更（一時的なものを含む）、立入制限区域

の設定等はなかった。 

(5) 変更申請・施設検査 
2020 年度は変更申請・施設検査はなかった。 

(6) その他 
メンテナンス期間中の 7月 10 日から 10 月 30 日までの期間において、ＲＣＳにおける管理区域

の一部（３ＧｅＶシンクロトロン棟地下 1 階の第２種管理区域など）が、保守作業のため放射性

同位元素等の規制に関する法律施行規則第 22 条の 3に基づく特例区域に指定された。上記の特例

区域の指定期間における「特例立入者管理区域立入許可願」の提出件数は 10 件であり、特例立入

者の人数は 133 人であった。特例区域のみに立ち入る特例立入者に対しては、作業責任者が放射

線障害防止のための必要事項について教育訓練を実施した後、放射線監視室にて ID カードを発行

し、出入管理を行った。 

                  （増川 史洋）
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表 2.2.1-1 リニアック施設の運転状況（2020 年度） 

ビーム供給先 期間 運転等の状況 

３ＧｅＶシンク

ロトロン施設 

2020/04/01 

  ～ 

2021/03/31※1※2 

利用施設 

（物質・生命科学実験施設、 

ハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設） 

※1：メンテナンス期間・年末年始を除く 

 ※2：リニアック施設単独運転を含む 

 

表 2.2.1-2 リニアック施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 58（7） 

非定常作業 46（5） 

合計 104（12） 

※（ ）内は立会作業の件数 
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表 2.2.2-1 ３ＧｅＶシンクロトロン施設の運転状況（2020 年度） 

ビーム供給先 期間 運転等の状況 

物質・生命科学実験施設 
2020/04/01～2020/05/17 

2020/05/18～2021/03/31※1※2 

500kW 

600kW 

５０ＧｅＶシンクロトロン施設 

2020/06/25～2020/06/26 

2020/12/14～2020/12/22 

2021/02/08～2021/02/28 

2021/03/08～2021/03/19 

2021/03/27～2021/03/31 

   50kW（ＨＤ※3）

 55kW（ＨＤ） 

 60kW（ＨＤ） 

～510kW（ＮＵ※4）

 15kW（ＨＤ） 

※1：メンテナンス期間・年末年始を除く 

※2：1MW 利用運転（6/25～6/27） 

※3：ハドロン実験施設 

※4：ニュートリノ実験施設 

 

 

表 2.2.2-2 ３ＧｅＶシンクロトロン施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」又は「非定常」作業 件数 

定常作業 88（22） 

非定常作業 46（16） 

合計 134（38） 

※（ ）内は立会作業の件数 
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2.2.3 ５０ＧｅＶシンクロトロン施設 
５０ＧｅＶシンクロトロンは、３ＧｅＶシンクロトロンから入射された陽子を加速し、ハドロ

ン実験施設及びニュートリノ実験施設に陽子ビームを供給している。 

(1) 運転状況等の概要  
2020 年度における５０ＧｅＶシンクロトロン施設の運転状況を表 2.2.3-1 に示す。 

(2) 放射線監視結果の概要  
加速器運転中に常時人が立ち入ることができる管理区域内の空間線量率は、ハドロン第 1 機械

棟を除き、バックグラウンドレベルであった。ハドロン第１機械棟の 1 階にはイオン交換樹脂が

あり、ハドロン実験施設へのビーム供給中は 7 μSv/h 程度まで上昇することがあった。加速器停

止中のトンネル内で空間線量率が高い場所は従来から入射コリメータ、ハドロン実験運転後のス

イッチヤード終端壁、ニュートリノ一次ビームラインの終端壁の 3か所である。2020 年度はこれ

に加えて遅い取り出しのための静電セプタム（ESS）周辺の空間線量率が高くなった。これらの場

所の空間線量率の推移を図 2.2.3-1 に示す。入射コリメータの線量率は他の場所と比べてかなり

高いため、測定時の被ばくを避けるためコリメータ本体から約１ｍ離れた周辺の通路で測定を行

っているが、他の測定点は機器表面での測定値である。これらの空間線量率は加速器の出力に強

い影響を受けるため、ビーム出力の推移も図中に示す。今年度はニュートリノ実験施設へのビー

ム供給が年度末に短期間だけ行ったため入射コリメータの周辺の空間線量率は例年より低く、ニ

ュートリノ実験が始まる前までは 0.4 mSv/h 以下であった。ニュートリノ実験期間は 2.2 mSv/h ま
で上昇したが、ハドロン運転に変わるとすぐに下がった。ニュートリノ一次ビームラインの終端

部の空間線量率も変化の傾向は入射コリメータと同様で年度当初は 0.8 mSv/h であったのがニュ

ートリノ実験の直前に 0.4 mSv/h まで下がり、ニュートリノ実験期間には 4 mSv/h まで上昇した。

ESS とスイッチヤード終端壁の空間線量率はハドロン実験期間に高くなり、最大でそれぞれ 9.5

と 8.5 mSv/h まで上昇した。表面密度の測定ではトンネル内も含めて全ての場所で 0.4Bq/cm2未

満であった。気体廃棄物の放射性塵埃については 197Hg と 82Br が検出され、それぞれの 3か月放出

量の最大値は 1.0×105 Bq(第３機械棟の第４四半期)と 5.5×104 Bq(ハドロン機械棟の第１四半

期)であった。気体廃棄物の放射性ガスについては 41Ar が最大で 3.2×109 Bq（ハドロン第 1 機械

棟の第４四半期）検出されたが、放出管理値 2.4×1011 Bq に対して十分小さかった。液体廃棄物

としてはトリチウムを年間 4.0×108Bq 放出したが、放出管理値 8×1011Bq に対して十分小さかっ

た。 

(3) 管理区域内作業の状況  
管理区域内作業の件数を表 2.2.3-2 に示す。放射線防護の観点から特筆すべき作業はなかった。 

(4) 管理区域の設定等 
区分変更は行わなかった。 

(5) 変更申請・施設検査 
ハドロン実験施設への 1 時間当たりの最大粒子数を 4.3×1016 個から 7.1×1016 個に変更し（A

ライン）、さらに最大粒子数 1.8×1013個の Bラインを新設した（2020 年 4 月許可）。 

（中村 一） 
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表 2.2.2-1 ３ＧｅＶシンクロトロン施設の運転状況（2020 年度） 

ビーム供給先 期間 運転等の状況 

物質・生命科学実験施設 
2020/04/01～2020/05/17 

2020/05/18～2021/03/31※1※2 

500kW 

600kW 

５０ＧｅＶシンクロトロン施設 

2020/06/25～2020/06/26 

2020/12/14～2020/12/22 

2021/02/08～2021/02/28 

2021/03/08～2021/03/19 

2021/03/27～2021/03/31 

   50kW（ＨＤ※3）

 55kW（ＨＤ） 

 60kW（ＨＤ） 

～510kW（ＮＵ※4）

 15kW（ＨＤ） 

※1：メンテナンス期間・年末年始を除く 

※2：1MW 利用運転（6/25～6/27） 

※3：ハドロン実験施設 

※4：ニュートリノ実験施設 

 

 

表 2.2.2-2 ３ＧｅＶシンクロトロン施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」又は「非定常」作業 件数 

定常作業 88（22） 

非定常作業 46（16） 

合計 134（38） 

※（ ）内は立会作業の件数 
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表 2.2.3-1 ５０ＧｅＶシンクロトロン施設の運転状況（2020 年度） 

ビーム供給先 期間 運転等の状況 

ハドロン実験施設 

2020/06/25～2020/06/26 

2020/12/14～2020/12/22 

2021/02/08～2021/02/28 

2021/03/27～2021/03/31 

50kW 

55kW 

60kW 

15kW 

ニュートリノ実験施設 2021/03/08～2021/03/19 ～510kW 

 

 

表 2.2.3-2 ５０ＧｅＶシンクロトロン施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 152（19） 

非定常作業 29（4） 

合計 181（23） 

※（ ）内は立会作業の件数 

 

 

図 2.2.3-1 ５０ＧｅＶシンクロトロントンネル内の空間線量率の推移（2020 年度） 
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2.2.4 物質・生命科学実験施設 
物質・生命科学実験施設（ＭＬＦ）は、３ＧｅＶシンクロトロン施設で加速した高エネルギー

陽子をミュオンターゲット、水銀ターゲットに入射し、発生したミュオンや中性子を利用して物

質科学、生命科学などの研究を行う施設であり、物質・生命科学実験棟と放射化物を保管する建

家のＲＡＭ棟を有している 

ＭＬＦの施設運転に必要な設備・装置類は、物質・生命科学実験棟の設備エリアに設置され、

ユーザーが利用実験を行う実験装置は、物質・生命科学実験棟の実験ホールに設置されている。

これら全域を第１種管理区域として管理している。ただし、利用運転期間中の実験ホール等につ

いては、表面密度を管理基準以下に維持する必要のある表面汚染低減区域に指定し管理を行って

いる。なお、ＲＡＭ棟については、放射化物保管設備として管理され、使用済み水銀ターゲット

容器が地下ピットに保管されている。 

(1) 運転状況等の概要 
2020 年度のＭＬＦの運転状況等を表 2.2.4-1 に示す。当該年度では、夏期メンテナンス後の利

用運転再開を当初、11 月 10 日と計画して作業を進めてきたが、水銀ターゲット容器の交換作業

において不具合が確認され、再度、容器交換を行うことが必要となったため、計画を変更し、利

用運転開始が 12 月 1 日まで延期された。 

 (2) 放射線監視結果の概要 
管理区域内の人が常時立入る場所及び立入制限区域の概況を以下に示す。600kW ビーム運転時

の実験ホールでは、中性子実験装置の遮蔽体表面でガンマ線 2.5μSv/h、中性子線 2.3μSv/h が、

設備エリアでは、ホットセル周辺でガンマ線 0.4μSv/h、中性子線 1.2μSv/h が計測された。ま

た、ビーム運転に伴い立入制限区域に指定した３-ＮＢＴホット冷却水機械室及びＨｅベッセルガ

ス循環設備室では、空間線量当量率でそれぞれ 1.3ｍSv/h（サージタンクＴＫ２１表面から 1m）、

45μSv/h（Ｈｅベッセルガス循環配管表面から 1m）が計測された。ビーム運転停止後のＭ２トン

ネルでは、空間線量当量率で 600μSv/h（ミュオンターゲット直上の床表面から 1m）が計測され

た。 

(3) 管理区域内作業の状況 
2020 年度にＭＬＦにおいて提出された管理区域内作業計画書の件数を表 2.2.4-2 に示す。夏期

メンテナンスにおいて、中性子源冷却設備ポンプ点検、低温水素設備点検、2次ビームライン機器

点検等の定期メンテナンスの他、気体廃棄物の放出作業及び気体廃棄物処理設備のポンプ交換作

業、水銀ターゲットＰＩＥ試験片切出作業、水銀ターゲット容器交換作業等が行われた。主な管

理区域内作業を表 2.2.4-3 に示す。その他、管理区域内の人が常時立入る場所における線量当量

率、表面密度及び空気中放射能濃度の測定の結果は、管理基準値未満であり、異常は認められな

かった。 

(4) 管理区域の設定等 
ビーム運転に伴い空間線量当量率が管理基準値を超えるおそれのある場所については、ビーム

運転期間中において立入制限区域の指定を行った。具体的には、放射化した冷却水が循環する３

-ＮＢＴホット冷却水機械室と、放射化したガスが循環するＨｅベッセルガス循環設備室がそれに

該当する。 

JAEA-Review 2021-057 

- 12 - 

 

表 2.2.3-1 ５０ＧｅＶシンクロトロン施設の運転状況（2020 年度） 

ビーム供給先 期間 運転等の状況 

ハドロン実験施設 

2020/06/25～2020/06/26 

2020/12/14～2020/12/22 

2021/02/08～2021/02/28 

2021/03/27～2021/03/31 

50kW 

55kW 

60kW 

15kW 

ニュートリノ実験施設 2021/03/08～2021/03/19 ～510kW 

 

 

表 2.2.3-2 ５０ＧｅＶシンクロトロン施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 152（19） 

非定常作業 29（4） 

合計 181（23） 

※（ ）内は立会作業の件数 

 

 

図 2.2.3-1 ５０ＧｅＶシンクロトロントンネル内の空間線量率の推移（2020 年度） 
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夏期メンテナンスの期間中の実験ホール等については、施設・設備の保守、改造工事等を行う

ため、2020 年 7 月 1 日から 11 月 27 日まで管理区域の一時的な区分変更により第２種管理区域に

指定した。 

(5) 変更申請・施設検査 
2020 年度の変更許可申請では、放射線発生装置使用室の変更（高速ミュオン実験装置の新設）、

低速ミュオン実験装置の延長について 2020 年 10 月 5 日付で申請し、2021 年 6 月 9 日に許可を得

た。なお、施設検査はなかった。 

（佐藤 浩一） 

 

表 2.2.4-1 ＭＬＦの運転状況等（2020 年度） 

期間 運転等の状況 

2020/04/01～2020/05/17 500kW 

2020/05/18～2021/03/31 ※1 ※2 600kW 

※1：メンテナンス期間を除く  ※2：6/25～6/27 1MW 利用運転 

 

表 2.2.4-2 ＭＬＦの管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 物質・生命科学実験棟 ＲＡＭ棟 

定常作業 212（36） 1（0） 

非定常作業 192（31） 3（1） 

合計 404（67） 4（1） 

※（ ）内は立会作業の件数 

 

表 2.2.4-3 ＭＬＦで実施された主な管理区域内作業（2020 年度） 

期間 内容 

2020/06/02 気体廃棄物処理設備の排気ポンプの交換作業 

2020/06/18 気体廃棄物処理設備の流量計の交換作業 

2020/06/23 気体廃棄物処理設備のモレキュラーシーブベッドの交換作業 

2020/06/29～2020/07/10 使用済水銀ターゲット容器運搬作業 

2020/07/22～2020/08/7 陽子ビーム窓交換作業 

2020/7/29～2020/09/04 中性子源附帯冷却水設備のポンプ、ブロアの点検 

2020/08/26 気体廃棄物処理設備の真空ポンプの交換作業 

2020/09/07～2020/09/11 6551 浄化系交換作業 

2020/09/07～2020/10/30 水銀ポンプメンテナンス作業 

2020/10/06～2020/11/30 水銀ターゲット容器交換作業 

2020/10/28～2020/11/13 20 系脱気システム 排気タンク据付作業 

2020/11/30 Ｍ１トンネル P7 ポンプ交換作業 

2020/12/02～2021/01/06 ステライルニュートリノ検出器設置作業 

2021/03/10～2021/03/17 CAM ガスモニタケーシング設置及び配管等繋ぎ込み作業 
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2.2.5 ハドロン実験施設 
ハドロン実験施設は、５０ＧｅＶシンクロトロンから取り出した陽子ビームをスイッチヤード

一次ビームライン経由でハドロン実験ホールに導き、二次粒子生成標的に照射することにより生

成した中間子を二次ビームとして使用、または一次ビームである陽子を直接使用し物理等の実験

を行う施設である。 

(1) 運転状況等の概要 
2020 年度のハドロン実験施設の運転状況等を表 2.2.5-1 に示す。2020 年 12 月 25 日に、Ａライ

ン電磁石等冷却水である純水３系統で不具合が発生し、１月の運転を休止した。また、2021 年 2

月 28 日にはＭＲビーム取出機器であるＥＳＳ１の断線が発生したため、ＥＳＳ１の交換と再発防

止対策のために 3月下旬まで利用運転を休止することとなった。 

(2) 放射線監視結果の概要 
運転中常時人が立入る場所において定常的に空間線量率が高くなるハドロンホール内スイッ

チヤード退避通路扉前における線量率は、ガンマ線 1.5 μSv/h、中性子線 1.1 μS/h 程度であ

り、特別な措置は必要なかった。ハドロン第２機械棟 1 階については後述する。空気中放射能濃

度、表面密度については、運転、停止中を問わずすべての場所で管理基準値以下であった。 

(3) 管理区域内作業の状況 
ハドロン実験施設の作業件数を表 2.2.5-2 にまとめる。 

(4) 管理区域の設定等 
ビーム運転中、通路の空間線量率が管理基準値を超過するハドロン第２機械棟１階ホット機械

室では、2020 年 5 月 26 日～6月 30 日、2020 年 12 月 18 日～2021 年 1 月 8 日の 2度、建家全域を

立入制限区域に設定し、警報付個人線量計（ＡＰＤ）による被ばく管理を実施した。 

(5) 変更申請・施設検査 
前年度 2019 年 12 月 6 日付で申請した、一次ビームライン（Ａライン）の最大加速粒子数の増

加（4.3×1016 → 7.1×1016 個/h）、一次ビームライン（Ｂライン）の新設（最大加速粒子数 1.8

×1013 個/h）及び第三放射化物保管庫の追加は、2020 年 4 月 28 日付で許可となった。2020 年 5

月 13 日に施設管理責任者検査を受検、5 月 23 日より調整運転を開始し、6 月 22 日に施設検査を

受検、6月 24 日付で合格となった。 

(6) その他 
2020 年 7 月 14 日(152Eu, 1.025 kBq)、規制免除密封微量線源を購入し受け入れた。また、実験

に使用する規制免除密封微量線源を理研（55Fe 2 個）、東北大学（22Na 3 個）より受け入れた。 

また、米国 Energy Solutions 社が製造販売する、原子力関係施設等で使用されていた鉄材を用

いたリサイクル鉄ブロック（一個約 9トン）を 30 個購入し、2月 18 日、2月 19 日、3月 5日と 3

回に分けてハドロン実験施設に受け入れた。更にＫＥＫつくばより、10 月 15, 16 日に 39 個、11

月 9, 10, 11 日に 79 個の放射化遮へい体を譲り受けた。 

（山崎 寛仁） 
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夏期メンテナンスの期間中の実験ホール等については、施設・設備の保守、改造工事等を行う

ため、2020 年 7 月 1 日から 11 月 27 日まで管理区域の一時的な区分変更により第２種管理区域に

指定した。 

(5) 変更申請・施設検査 
2020 年度の変更許可申請では、放射線発生装置使用室の変更（高速ミュオン実験装置の新設）、

低速ミュオン実験装置の延長について 2020 年 10 月 5 日付で申請し、2021 年 6 月 9 日に許可を得

た。なお、施設検査はなかった。 

（佐藤 浩一） 

 

表 2.2.4-1 ＭＬＦの運転状況等（2020 年度） 

期間 運転等の状況 

2020/04/01～2020/05/17 500kW 

2020/05/18～2021/03/31 ※1 ※2 600kW 

※1：メンテナンス期間を除く  ※2：6/25～6/27 1MW 利用運転 

 

表 2.2.4-2 ＭＬＦの管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 物質・生命科学実験棟 ＲＡＭ棟 

定常作業 212（36） 1（0） 

非定常作業 192（31） 3（1） 

合計 404（67） 4（1） 

※（ ）内は立会作業の件数 

 

表 2.2.4-3 ＭＬＦで実施された主な管理区域内作業（2020 年度） 

期間 内容 

2020/06/02 気体廃棄物処理設備の排気ポンプの交換作業 

2020/06/18 気体廃棄物処理設備の流量計の交換作業 

2020/06/23 気体廃棄物処理設備のモレキュラーシーブベッドの交換作業 

2020/06/29～2020/07/10 使用済水銀ターゲット容器運搬作業 

2020/07/22～2020/08/7 陽子ビーム窓交換作業 

2020/7/29～2020/09/04 中性子源附帯冷却水設備のポンプ、ブロアの点検 

2020/08/26 気体廃棄物処理設備の真空ポンプの交換作業 

2020/09/07～2020/09/11 6551 浄化系交換作業 

2020/09/07～2020/10/30 水銀ポンプメンテナンス作業 

2020/10/06～2020/11/30 水銀ターゲット容器交換作業 

2020/10/28～2020/11/13 20 系脱気システム 排気タンク据付作業 

2020/11/30 Ｍ１トンネル P7 ポンプ交換作業 

2020/12/02～2021/01/06 ステライルニュートリノ検出器設置作業 

2021/03/10～2021/03/17 CAM ガスモニタケーシング設置及び配管等繋ぎ込み作業 
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表 2.2.5-1 2020 年度のハドロン実験施設運転状況等 

期間 運転状況等 

2020/05/23～2020/6/24 調整運転 

2020/06/22 施設検査受検 

2020/06/25～2020/6/26 50 kW 

2020/12/14～2020/12/22 55 kW 

2021/02/08～2021/02/28 60 kW 

2021/03/27～2021/03/31 15 kW 

 

表 2.2.5-2 ハドロン実験施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 275（11） 

非定常作業 2（2） 

合計 277（13） 

※（ ）内は立会作業の件数 
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2.2.6 ニュートリノ実験施設 
(1) 運転状況等の概要 
2020 年度のニュートリノ実験施設運転状況を表 2.2.6-1 に示す。2021 年 3 月 8 日から 2021 年

3 月 19 日までニュートリノモードでの運転が行われ、出力は 460～510kW であった。５０ＧｅＶ

シンクロトロン施設の不調などにより運転期間は短かった。 

(2) 放射線監視結果の概要 
 加速器運転中の管理区域内の空間線量率は 2019 年度までとほぼ同様で、ターゲットステー

ション棟（ＴＳ棟）、ターゲット直上付近の空間線量率が最も高く、ガンマ線 1.3 μSv/h、

中性子線 1.4 μSv/h となっている。ニュートリノ第３設備棟（ＮＵ３棟）は、常時人の立

ち入る区域は全域で B.G.である。排気中の放出核種としては、197Hg をはじめとする水銀の

同位体が多くみられたが、排気筒から放出された時点で排気中濃度限度よりも十分低かっ

た。 

 加速器運転後の地下機械室などの空間線量としては、ＴＳ棟サービスピット下流部床面付

近でターゲット周辺の放射化の影響から最大 470 μSv/h、空間線量率 55 μSv/h となって

おり付近で作業を行う場合には注意が必要である。昨年度まで表面線量が高かった地下２

階の脱酸素装置は交換作業が行われたため線量は低下している。フィルタ類については表

面線量 1 mSv/h 程度のものもあるが、遮へい設置や周辺に近づかない措置のため、作業者の

被ばくには大きな影響を与えない。 

 2020年度のニュートリノ実験施設からの一般排水への廃液放出量は、3Hで総量9.6×1010Bq、

3H・14C 以外の核種は 3.9×107Bq であった。また、ＮＵ３棟からはＪＡＥＡ原子力科学研究

所バックエンド技術部による廃棄も行っており、計 16 m3の廃液を引き渡した。 

(3) 管理区域内作業の状況 
2020 年度、ニュートリノ実験施設において作業計画書が提出された作業の件数を表 2.2.6-2 に

示す。多くは定常的な作業であり、大きな問題はなかった。経験のない作業としては、ＮＵ３棟

地下２階での検出器調整作業があったが、特に問題なく作業を終了した。 

(4) 管理区域の設定等 
ニュートリノ実験施設では、ニュートリノ第１設備棟（ＮＵ１棟）を第１種管理区域に一時的

に指定し、排気設備の保守作業などが行われる。2020 年度に行った設定を表 2.2.6-3 に示す。 

(5) 変更申請・施設検査 
ニュートリノ実験施設では、ニュートリノ第 2 設備棟を拡張し、貯留槽（２基）を追加する変

更許可申請を 2020 年 10 月 5 日に行い、2021 年 6 月 9 日に許可が下りた。 

（高橋 一智） 
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表 2.2.5-1 2020 年度のハドロン実験施設運転状況等 

期間 運転状況等 

2020/05/23～2020/6/24 調整運転 

2020/06/22 施設検査受検 

2020/06/25～2020/6/26 50 kW 

2020/12/14～2020/12/22 55 kW 

2021/02/08～2021/02/28 60 kW 

2021/03/27～2021/03/31 15 kW 

 

表 2.2.5-2 ハドロン実験施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 275（11） 

非定常作業 2（2） 

合計 277（13） 

※（ ）内は立会作業の件数 
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表 2.2.6-1 ニュートリノ実験施設の運転状況（2020 年度） 

期間 運転等の状況 

2021/03/08 ～ 2021/03/19 ビーム出力: ～510 kW, ニュートリノモード 

 

表 2.2.6-2 ニュートリノ実験施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 99（3） 

非定常作業 10（2） 

合計 109（5） 

※（ ）内は立会作業の件数 

 

表 2.2.6-3 ニュートリノ実験施設の一時的な管理区域変更（2020 年度） 

期間 場所 変更前 変更後 

2020/09/28～2020/10/05 ＮＵ１冷凍機室 非管理区域 第１種管理区域

2020/10/05～2020/10/09 ＮＵ１中圧タンク周辺 非管理区域 第１種管理区域

2020/10/16 ＮＵ１冷凍機室 非管理区域 第１種管理区域
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2.2.7 排気及び排水の管理データ 
(1)気体廃棄物（放射性ガス及び放射性塵埃）について 
2020 年度に各施設から大気中に放出された放射性ガス及び放射性塵埃の核種別の 3月間放出量

及び平均濃度を表 2.2.7-1 及び表 2.2.7-2 に、気体廃棄物の放出管理値を表 2.2.7-3 及び表 

2.2.7-4 に示す。各施設から放出された気体廃棄物は、図 2.2.7-1 に示すとおりであり、放出管

理値を十分下回り、かつ事業所境界における空気中濃度限度を十分に下回っていることを確認し

た。 

(2)液体廃棄物について 
各施設の廃液貯留槽に貯留されている液体廃棄物は、廃液中の放射能濃度を測定し、排水中濃

度限度を超えないことを確認した後、ＪＡＥＡ原子力科学研究所の第２排水溝から太平洋に放出

している。また排水中濃度限度を超えた液体廃棄物は、貯留槽を希釈槽として使用し廃液を希釈

するか、ＪＡＥＡ原子力科学研究所バックエンド技術部（原科研処理場）に引き渡している。 

2020 年度の各施設における 3月間の液体廃棄物放出量及び平均濃度を表 2.2.7-5 に、原科研

処理場に引き渡した液体廃棄物の放射能量を表 2.2.7-6 に、液体廃棄物の放出管理値を表  

2.2.7-7 に示す。各施設における液体廃棄物の年間放出量は、図 2.2.7-2 に示すとおりであり、

放出管理値を十分に下回っていた。 

（渡辺 雄一） 
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表 2.2.6-1 ニュートリノ実験施設の運転状況（2020 年度） 

期間 運転等の状況 

2021/03/08 ～ 2021/03/19 ビーム出力: ～510 kW, ニュートリノモード 

 

表 2.2.6-2 ニュートリノ実験施設の管理区域内作業件数（2020 年度） 

「定常」または「非定常」作業 件数 

定常作業 99（3） 

非定常作業 10（2） 

合計 109（5） 

※（ ）内は立会作業の件数 

 

表 2.2.6-3 ニュートリノ実験施設の一時的な管理区域変更（2020 年度） 

期間 場所 変更前 変更後 

2020/09/28～2020/10/05 ＮＵ１冷凍機室 非管理区域 第１種管理区域

2020/10/05～2020/10/09 ＮＵ１中圧タンク周辺 非管理区域 第１種管理区域

2020/10/16 ＮＵ１冷凍機室 非管理区域 第１種管理区域

  

JAEA-Review 2021-057

- 19 -



JAEA-Review 2021-057 

- 20 - 

表 2.2.7-1 各施設における放射性ガスの放出（1/2） 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*1 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*1

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*1 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

ﾘﾆｱｯｸ 

施設 

ﾘﾆｱｯｸ棟 

41Ar*2 2.4E+10 <1.1E-03 7.1E+09 <1.1E-03 1.6E+10 <1.1E-03 3.7E+10 <1.1E-03

3H(HTO) 0.0E+00 <5.3E-05 0.0E+00 <9.8E-05 0.0E+00 <6.0E-05 0.0E+00 <5.2E-05

L3BT 棟 

41Ar*2 5.9E+09 <1.2E-03 1.2E+09 <1.2E-03 2.2E+09 <1.4E-03 6.2E+09 <1.4E-03

3H(HTO) 0.0E+00 <5.4E-05 0.0E+00 <9.7E-05 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <5.8E-05

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ

棟 

41Ar*2 7.2E+09 <9.0E-04 5.0E+08 <9.0E-04 6.2E+09 <1.1E-03 1.1E+10 <1.1E-03

3H(HTO) 0.0E+00 <5.5E-05 0.0E+00 <6.4E-05 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <5.9E-05

3-NBT 棟 

41Ar*2 4.7E+09 <9.6E-04 3.9E+08 <9.6E-04 2.8E+09 <9.3E-04 6.5E+09 <9.3E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <5.6E-05 0.0E+00 <6.4E-05 0.0E+00 <6.0E-05 0.0E+00 <5.9E-05

50GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

第 1 

機械棟 

41Ar 2.3E+07 <5.8E-04 0.0E+00 <5.8E-04 4.1E+07 <5.6E-04 5.6E+08 <5.1E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

第 2 

機械棟 

41Ar 0.0E+00 <6.3E-04 0.0E+00 <6.3E-04 3.7E+07 <6.3E-04 1.3E+08 <6.3E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.3E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

第 3 

機械棟 

41Ar 1.3E+08 <5.8E-04 0.0E+00 <5.8E-04 3.5E+07 <5.8E-04 3.5E+08 <5.8E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.3E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

HD 第 1 

機械棟 

41Ar 5.7E+09 <6.4E-04 0.0E+00 <6.4E-04 1.2E+09 <6.4E-04 3.2E+09 <6.4E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

放射線 

測定棟 

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

物質・生命

科学実験 

施設 

MLF 棟 

41Ar 3.4E+11 9.4E-04 1.9E+10 <1.5E-04 1.6E+11 4.3E-04 5.9E+11 1.7E-03

3H(HTO) 3.8E+09 <6.3E-05 1.2E+11 3.4E-04 1.5E+11 4.3E-04 0.0E+00 <6.3E-05

3H(HT) *3 - - 2.4E+09 <6.3E-05 - - - - 

RAM 棟 3H(HTO) 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <6.0E-05 0.0E+00 <5.6E-05

*1 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。 

*2 ラドン・トロン等の自然放射能の寄与を含む。 

*3 検出下限以上の場合のみ評価した。 
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表 2.2.7-1 各施設における放射性ガスの放出（2/2） 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*1 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*1

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*1 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

ﾊﾄﾞﾛﾝ 

実験施設 

HD 第 2 

機械棟 

41Ar 9.8E+09 1.1E-03 2.0E+07 <5.8E-04 1.8E+09 <5.8E-04 3.1E+09 <5.7E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <5.5E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

HD 第 3 

機械棟 

41Ar 2.9E+08 <6.0E-04 4.6E+07 <6.0E-04 7.5E+07 <6.2E-04 1.1E+07 <6.2E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.3E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

HD 実験 

ホール 

41Ar 1.1E+07 <5.5E-04 2.5E+07 <5.9E-04 3.9E+07 <5.9E-04 1.2E+08 <5.8E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

ﾆｭｰﾄﾘﾉ 

実験施設 

第 2 

設備棟 

41Ar 0.0E+00 <6.2E-04 1.8E+07 <6.6E-04 1.3E+08 <6.6E-04 9.1E+07 <6.6E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

TS 棟 

41Ar 1.1E+07 <6.5E-04 0.0E+00 <6.8E-04 1.2E+07 <6.8E-04 1.4E+09 <6.8E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.3E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

第 3 

設備棟 

41Ar 1.4E+07 <6.8E-04 5.1E+07 <6.8E-04 1.9E+08 <6.5E-04 2.9E+08 <6.5E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

*1 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。 
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表 2.2.7-1 各施設における放射性ガスの放出（1/2） 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*1 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*1

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*1 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

ﾘﾆｱｯｸ 

施設 

ﾘﾆｱｯｸ棟 

41Ar*2 2.4E+10 <1.1E-03 7.1E+09 <1.1E-03 1.6E+10 <1.1E-03 3.7E+10 <1.1E-03

3H(HTO) 0.0E+00 <5.3E-05 0.0E+00 <9.8E-05 0.0E+00 <6.0E-05 0.0E+00 <5.2E-05

L3BT 棟 

41Ar*2 5.9E+09 <1.2E-03 1.2E+09 <1.2E-03 2.2E+09 <1.4E-03 6.2E+09 <1.4E-03

3H(HTO) 0.0E+00 <5.4E-05 0.0E+00 <9.7E-05 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <5.8E-05

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ

棟 

41Ar*2 7.2E+09 <9.0E-04 5.0E+08 <9.0E-04 6.2E+09 <1.1E-03 1.1E+10 <1.1E-03

3H(HTO) 0.0E+00 <5.5E-05 0.0E+00 <6.4E-05 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <5.9E-05

3-NBT 棟 

41Ar*2 4.7E+09 <9.6E-04 3.9E+08 <9.6E-04 2.8E+09 <9.3E-04 6.5E+09 <9.3E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <5.6E-05 0.0E+00 <6.4E-05 0.0E+00 <6.0E-05 0.0E+00 <5.9E-05

50GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

第 1 

機械棟 

41Ar 2.3E+07 <5.8E-04 0.0E+00 <5.8E-04 4.1E+07 <5.6E-04 5.6E+08 <5.1E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

第 2 

機械棟 

41Ar 0.0E+00 <6.3E-04 0.0E+00 <6.3E-04 3.7E+07 <6.3E-04 1.3E+08 <6.3E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.3E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

第 3 

機械棟 

41Ar 1.3E+08 <5.8E-04 0.0E+00 <5.8E-04 3.5E+07 <5.8E-04 3.5E+08 <5.8E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.3E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

HD 第 1 

機械棟 

41Ar 5.7E+09 <6.4E-04 0.0E+00 <6.4E-04 1.2E+09 <6.4E-04 3.2E+09 <6.4E-04

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

放射線 

測定棟 

3H(HTO) 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.4E-04 0.0E+00 <1.5E-04 0.0E+00 <1.5E-04

物質・生命

科学実験 

施設 

MLF 棟 

41Ar 3.4E+11 9.4E-04 1.9E+10 <1.5E-04 1.6E+11 4.3E-04 5.9E+11 1.7E-03

3H(HTO) 3.8E+09 <6.3E-05 1.2E+11 3.4E-04 1.5E+11 4.3E-04 0.0E+00 <6.3E-05

3H(HT) *3 - - 2.4E+09 <6.3E-05 - - - - 

RAM 棟 3H(HTO) 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <5.9E-05 0.0E+00 <6.0E-05 0.0E+00 <5.6E-05

*1 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。 

*2 ラドン・トロン等の自然放射能の寄与を含む。 

*3 検出下限以上の場合のみ評価した。 
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表 2.2.7-2 各施設における放射性塵埃*1の放出(1/3) 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

ﾘﾆｱｯｸ 

施設 

ﾘﾆｱｯｸ棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.3E-09 0.0E+00 <2.9E-09 0.0E+00 <1.6E-09 0.0E+00 <1.6E-09

197Hg 0.0E+00 <2.3E-09 0.0E+00 <2.3E-09 0.0E+00 <2.4E-09 0.0E+00 <2.5E-09

L3BT 棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.8E-09 0.0E+00 <2.5E-09 0.0E+00 <1.7E-09 0.0E+00 <1.6E-09

197Hg 0.0E+00 <2.7E-09 0.0E+00 <2.9E-09 0.0E+00 <2.9E-09 0.0E+00 <2.9E-09

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.5E-09 0.0E+00 <2.8E-09 0.0E+00 <1.6E-09 0.0E+00 <1.7E-09

197Hg 2.4E+05 2.8E-09 0.0E+00 <2.4E-09 0.0E+00 <2.5E-09 1.5E+04 <2.3E-09

3NBT 棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.4E-09 0.0E+00 <3.2E-09 0.0E+00 <1.8E-09 0.0E+00 <1.7E-09

197Hg 1.4E+05 <3.3E-09 0.0E+00 <2.3E-09 0.0E+00 <2.5E-09 0.0E+00 <2.8E-09

125I*3 5.4+02 <1.3E-10 - - - - - - 

50GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

 

第 1 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.4E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 0.0E+00 <2.4E-08 0.0E+00 <2.6E-08 0.0E+00 <2.5E-08 7.1E+04 <2.7E-08

第 2 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.2E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.8E-08

197Hg 0.0E+00 <2.4E-08 0.0E+00 <2.3E-08 0.0E+00 <2.7E-08 0.0E+00 <2.3E-08

第 3 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.0E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.8E-08

197Hg 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <2.5E-08 0.0E+00 <2.7E-08 1.0E+05 <2.8E-08

HD 第 1 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.2E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.8E-08 0.0E+00 <1.5E-08

197Hg 9.6E+04 <2.6E-08 0.0E+00 <3.3E-08 0.0E+00 <2.7E-08 0.0E+00 <2.7E-08

82Br*3 5.5E+04 <3.2E-08 - - - - - - 

放射線 

測定棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.6E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <1.7E-08 0.0E+00 <1.7E-08

*1 揮発性核種を含む。 

*2 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。全βは放出量の評価を行っていない。 

*3 検出下限以上の場合のみ評価した。 
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 表 2.2.7-2 各施設における放射性塵埃*1の放出(2/3) 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

物質・生命

科学実験 

施設 

MLF 棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.5E-09 0.0E+00 <3.0E-09 0.0E+00 <1.5E-09 0.0E+00 <1.7E-09

125I 2.1E+05 <7.3E-10 0.0E+00 <2.2E-10 3.3E+05 9.4E-10 8.0E+05 2.2E-09

197Hg 8.3E+06 2.3E-08 0.0E+00 <2.2E-09 2.9E+06 8.1E-09 6.9E+06 1.9E-08

82Br*3 1.4E+06 3.9E-09 - - 3.4E+05 <2.0E-09 1.6E+06 4.3E-09

120I*3 - - - - - - 2.3E+06 <8.4E-08

121I*3 4.9E+06 <3.6E-08 - - 1.3E+06 <2.3E-08 6.0E+06 <2.1E-08

123I*3 3.5E+06 9.9E-09 - - 7.2E+05 <3.1E-09 3.5E+06 9.5E-09

192Au*3 6.9E+05 <1.1E-08 - - 7.7E+05 <1.4E-08 9.0E+05 <1.4E-08

193mHg*3 8.7E+05 <8.4E-09 - - 5.3E+05 <4.9E-09 1.0E+06 <4.5E-09

195mHg*3 8.3E+05 <4.1E-09 - - 2.1E+05 <2.3E-09 6.2E+05 <2.4E-09

197mHg*3 2.2E+06 6.0E-09 - - 3.6E+05 <2.7E-09 1.3E+06 3.6E-09

203Hg*3 - - 1.1E+05 <5.4E-10 9.5E+03 <2.6E-10 7.1E+03 <1.6E-10

RAM 棟 
全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.4E-09 0.0E+00 <2.4E-09 0.0E+00 <1.8E-09 0.0E+00 <1.7E-09

ﾊﾄﾞﾛﾝ 

実験施設 

 

HD 第 2 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.4E-08 0.0E+00 <2.7E-08 0.0E+00 <1.8E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 1.6E+04 <2.2E-08 0.0E+00 <2.0E-08 0.0E+00 <2.6E-08 0.0E+00 <2.9E-08

82Br*3 2.2E+04 <2.3E-08 - - - - - - 

HD 第 3 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.0E-08 0.0E+00 <2.5E-08 0.0E+00 <1.5E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 0.0E+00 <2.2E-08 0.0E+00 <2.5E-08 0.0E+00 <2.4E-08 0.0E+00 <2.5E-08

HD 実験 

ホール 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.0E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08

197Hg 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <2.3E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <2.9E-08

*1 揮発性核種を含む。 

*2 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。全βは放出量の評価を行っていない。 

*3 検出下限以上の場合のみ評価した。 
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表 2.2.7-2 各施設における放射性塵埃*1の放出(1/3) 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

ﾘﾆｱｯｸ 

施設 

ﾘﾆｱｯｸ棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.3E-09 0.0E+00 <2.9E-09 0.0E+00 <1.6E-09 0.0E+00 <1.6E-09

197Hg 0.0E+00 <2.3E-09 0.0E+00 <2.3E-09 0.0E+00 <2.4E-09 0.0E+00 <2.5E-09

L3BT 棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.8E-09 0.0E+00 <2.5E-09 0.0E+00 <1.7E-09 0.0E+00 <1.6E-09

197Hg 0.0E+00 <2.7E-09 0.0E+00 <2.9E-09 0.0E+00 <2.9E-09 0.0E+00 <2.9E-09

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

3GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.5E-09 0.0E+00 <2.8E-09 0.0E+00 <1.6E-09 0.0E+00 <1.7E-09

197Hg 2.4E+05 2.8E-09 0.0E+00 <2.4E-09 0.0E+00 <2.5E-09 1.5E+04 <2.3E-09

3NBT 棟 

全β - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10 - <4.1E-10

7Be 0.0E+00 <9.4E-09 0.0E+00 <3.2E-09 0.0E+00 <1.8E-09 0.0E+00 <1.7E-09

197Hg 1.4E+05 <3.3E-09 0.0E+00 <2.3E-09 0.0E+00 <2.5E-09 0.0E+00 <2.8E-09

125I*3 5.4+02 <1.3E-10 - - - - - - 

50GeV 

ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ 

施設 

 

第 1 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.4E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 0.0E+00 <2.4E-08 0.0E+00 <2.6E-08 0.0E+00 <2.5E-08 7.1E+04 <2.7E-08

第 2 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.2E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.8E-08

197Hg 0.0E+00 <2.4E-08 0.0E+00 <2.3E-08 0.0E+00 <2.7E-08 0.0E+00 <2.3E-08

第 3 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.0E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.8E-08

197Hg 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <2.5E-08 0.0E+00 <2.7E-08 1.0E+05 <2.8E-08

HD 第 1 

機械棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.2E-08 0.0E+00 <2.9E-08 0.0E+00 <1.8E-08 0.0E+00 <1.5E-08

197Hg 9.6E+04 <2.6E-08 0.0E+00 <3.3E-08 0.0E+00 <2.7E-08 0.0E+00 <2.7E-08

82Br*3 5.5E+04 <3.2E-08 - - - - - - 

放射線 

測定棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.6E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <1.7E-08 0.0E+00 <1.7E-08

*1 揮発性核種を含む。 

*2 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。全βは放出量の評価を行っていない。 

*3 検出下限以上の場合のみ評価した。 
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表 2.2.7-2 各施設における放射性塵埃*1の放出(3/3) 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

ﾆｭｰﾄﾘﾉ 

実験施設 

第 2 

設備棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.5E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <1.7E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 7.4E+04 <2.3E-08 0.0E+00 <2.3E-08 0.0E+00 <2.5E-08 4.0E+05 <3.0E-08

197mHg*3 - - - - - - 4.2E+04 <2.1E-08

TS 棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.7E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 0.0E+00 <2.7E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <2.5E-08 1.6E+07 4.5E-07

82Br*3 - - - - - - 2.0E+05 <4.6E-08

192Au*3 - - - - - - 5.1E+06 <2.2E-07

192Hg*3 - - - - - - 2.3E+06 <3.1E-07

193mHg*3 - - - - - - 2.5E+06 <7.7E-08

195Hg*3 - - - - - - 2.1E+07 <3.1E-06

195mHg*3 - - - - - - 1.1E+06 <4.5E-08

197mHg*3 - - - - - - 2.1E+06 5.8E-08

203Hg*3 2.5E+05 6.9E-09 3.8E+04 <4.0E-09 - - 5.8E+04 <3.1E-09

第 3 

設備棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <5.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.4E-08 0.0E+00 <3.1E-08 0.0E+00 <1.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08

197Hg 0.0E+00 <2.6E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <2.5E-08 3.1E+06 8.4E-08

192Au*3 - - - - - - 1.1E+06 <2.1E-07

192Hg*3 - - - - - - 6.7E+05 <2.3E-07

193mHg*3 - - - - - - 4.7E+05 <6.6E-08

195Hg*3 - - - - - - 4.8E+06 <1.0E-06

195mHg*3 - - - - - - 2.3E+05 <3.4E-08

197mHg*3 - - - - - - 4.3E+05 <4.1E-08

203Hg*3 - - - - - - 5.2E+03 <2.2E-09

*1 揮発性核種を含む。 

*2 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。全βは放出量の評価を行っていない。 

*3 検出下限以上の場合のみ評価した。 
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表 2.2.7-3 気体廃棄物の放出管理値(放出量管理) 

施設名 排気筒名 核種 放出管理値* 

ﾘﾆｱｯｸ施設 
ﾘﾆｱｯｸ棟 

41Ar 換算 

2200GBq/3 月 

L3BT 棟 1900GBq/3 月 

3GeV ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ施設 
3GeV ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ棟 310GBq/3 月 

3-NBT 棟 330GBq/3 月 

50GeV ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ施設 

第 1機械棟 300GBq/3 月 

第 2機械棟 310GBq/3 月 

第 3機械棟 310GBq/3 月 

HD 第 1 機械棟 240GBq/3 月 

物質・生命科学 

実験施設 

物質・生命科学

実験棟 
2500GBq/3 月 

ﾊﾄﾞﾛﾝ実験施設 

HD 第 2 機械棟 2000GBq/3 月 

HD 第 3 機械棟 2000GBq/3 月 

HD 実験ﾎｰﾙ 1900GBq/3 月 

ﾆｭｰﾄﾘﾉ実験施設 

第 2設備棟 330GBq/3 月 

TS 棟 330GBq/3 月 

第 3設備棟 39GBq/3 月 

* 全有検出核種について、排気中濃度限度比から 41Ar 換算放出量を算出し合算 

した値とする。(2018 年 3 月 20 日センター長通達)  

放出管理値は、排気風量、気象パラメータなどから、裕度をもって算出した。 

放出管理値を超えない限り事業所境界における 3月間平均濃度は空気中の濃度限度を 

超えるおそれはない。 

 

 

表 2.2.7-4 気体廃棄物の放出管理値(濃度管理) 

施設名 排気筒名 核種 放出管理値* 

50GeV ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ施設 放射線測定棟 3H(水)換算
5×10-3 Bq/cm3 

(1 月間平均)  

物質・生命科学実験施設 RAM 棟 3H(水)換算
5×10-3 Bq/cm3 

(1 月間平均) 

* 全有検出核種について、排気中濃度限度比から 3H(水)換算濃度を算出し合算 

した値とする。(2018 年 3 月 20 日センター長通達)  
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表 2.2.7-2 各施設における放射性塵埃*1の放出(3/3) 

施設名 排気筒名 核種 

2020 年度 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm3）

放出量*2

（Bq）

平均濃度 

（Bq/cm3）

放出量*2 

（Bq） 

平均濃度

（Bq/cm3）

ﾆｭｰﾄﾘﾉ 

実験施設 

第 2 

設備棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.5E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <1.7E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 7.4E+04 <2.3E-08 0.0E+00 <2.3E-08 0.0E+00 <2.5E-08 4.0E+05 <3.0E-08

197mHg*3 - - - - - - 4.2E+04 <2.1E-08

TS 棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.7E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <1.6E-08 0.0E+00 <1.7E-08

197Hg 0.0E+00 <2.7E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <2.5E-08 1.6E+07 4.5E-07

82Br*3 - - - - - - 2.0E+05 <4.6E-08

192Au*3 - - - - - - 5.1E+06 <2.2E-07

192Hg*3 - - - - - - 2.3E+06 <3.1E-07

193mHg*3 - - - - - - 2.5E+06 <7.7E-08

195Hg*3 - - - - - - 2.1E+07 <3.1E-06

195mHg*3 - - - - - - 1.1E+06 <4.5E-08

197mHg*3 - - - - - - 2.1E+06 5.8E-08

203Hg*3 2.5E+05 6.9E-09 3.8E+04 <4.0E-09 - - 5.8E+04 <3.1E-09

第 3 

設備棟 

全β - <4.1E-09 - <4.1E-09 - <5.1E-09 - <4.1E-09

7Be 0.0E+00 <9.4E-08 0.0E+00 <3.1E-08 0.0E+00 <1.9E-08 0.0E+00 <1.6E-08

197Hg 0.0E+00 <2.6E-08 0.0E+00 <2.8E-08 0.0E+00 <2.5E-08 3.1E+06 8.4E-08

192Au*3 - - - - - - 1.1E+06 <2.1E-07

192Hg*3 - - - - - - 6.7E+05 <2.3E-07

193mHg*3 - - - - - - 4.7E+05 <6.6E-08

195Hg*3 - - - - - - 4.8E+06 <1.0E-06

195mHg*3 - - - - - - 2.3E+05 <3.4E-08

197mHg*3 - - - - - - 4.3E+05 <4.1E-08

203Hg*3 - - - - - - 5.2E+03 <2.2E-09

*1 揮発性核種を含む。 

*2 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。全βは放出量の評価を行っていない。 

*3 検出下限以上の場合のみ評価した。 
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表 2.2.7-5 各施設における液体廃棄物の放出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。 

*2 排水のなかった期間は斜線で示した。 

  

3
H (水) 0.0E+00 < 1.6E-01 0.0E+00 < 1.9E-01 0.0E+00 < 1.5E-01 0.0E+00 < 1.7E-01 0.0E+00

7
Be 0.0E+00 < 3.1E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00 < 2.3E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00

3
H (水) 2.1E+07 9.1E-01 4.8E+07 7.9E-01 1.4E+06 < 1.5E-01 7.0E+07

7
Be 0.0E+00 < 3.3E-02 0.0E+00 < 3.6E-02 0.0E+00 < 2.3E-02 0.0E+00

3
H (水) 1.3E+08 2.6E+00 2.2E+08 9.2E-01 3.9E+07 8.2E-01 7.5E+06 5.8E-01 4.0E+08

7
Be 0.0E+00 < 3.2E-02 0.0E+00 < 3.3E-02 0.0E+00 < 2.0E-02 0.0E+00 < 2.3E-02 0.0E+00

3
H (水) 1.7E+09 1.2E+01 1.1E+09 4.8E+00 4.5E+08 7.7E+00 2.1E+09 2.2E+01 5.3E+09

7
Be 0.0E+00 < 3.5E-02 0.0E+00 < 3.9E-02 0.0E+00 < 2.6E-02 0.0E+00 < 2.5E-02 0.0E+00

3
H (水) 7.5E+08 1.7E+01 1.7E+09 8.9E+00 2.1E+08 8.9E+00 3.0E+08 3.0E+01 3.0E+09

7
Be 0.0E+00 < 2.9E-02 2.7E+06 < 2.8E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00 < 1.4E-02 2.7E+06

3
H (水) 4.2E+10 3.9E+01 4.5E+10 3.6E+01 9.2E+09 1.9E+01 2.5E+07 5.9E-01 9.6E+10

7
Be 0.0E+00 < 3.7E-02 0.0E+00 < 3.6E-02 0.0E+00 < 3.8E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00

22
Na 1.7E+05 < 6.8E-03 6.8E+05 < 7.1E-03 2.0E+05 < 5.8E-03 0.0E+00 < 4.4E-03 1.0E+06

54
Mn 9.8E+05 < 4.7E-03 2.0E+07 1.6E-02 1.7E+07 3.5E-02 4.1E+05 9.7E-03 3.8E+07

ニュートリノ

実験施設

放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）

放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）

リニアック施設

3GeVシンクロ

トロン施設
*2

50GeVシンクロ

トロン施設

物質・生命科学

実験施設

ハドロン

実験施設

放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）

施設名 核種

2020年度

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
年間

放出量
*1

（Bq）放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）
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 表 2.2.7-6 原科研処理場に引き渡した液体廃棄物 

施設名 建家名 引渡日 
廃液量

（m3） 
核種 

放射能量 

（Bq） 

ﾆｭｰﾄﾘﾉ 

実験施設 
第 3設備棟 

2020 年 

5 月 18 日 
16.0 

3H(水) 1.0E+10 
7Be 3.7E+06 
14C 1.8E+07 
22Na 2.1E+06 

54Mn 5.6E+05 

物質・生命科学 

実験施設 

物質・生命科学 

実験棟 

2020 年 

8 月 31 日 
5.3 

3H(水) 6.9E+09 

14C 1.5E+07 

22Na 3.6E+04 

 

 

表 2.2.7-7 液体廃棄物の放出管理値*1 

施設名 
核種 

3H、14C 以外の核種*2 3H 14C 

ﾘﾆｱｯｸ施設 0.2GBq/年 0.8TBq/年 3.6GBq/年 

3GeV ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ施設 0.2GBq/年 0.8TBq/年 3.6GBq/年 

50GeV ｼﾝｸﾛﾄﾛﾝ施設 0.2GBq/年 0.8TBq/年 3.6GBq/年 

物質・生命科学実験施設 1.2GBq/年 0.8TBq/年 3.6GBq/年 

ﾊﾄﾞﾛﾝ実験施設 0.6GBq/年 0.8TBq/年 3.6GBq/年 

ﾆｭｰﾄﾘﾉ実験施設 1.2GBq/年 0.8TBq/年 3.6GBq/年 

*1 2018 年 3 月 20 日センター長通達 

各施設の放出管理値の和は、Ｊ－ＰＡＲＣ放射線障害予防規程で定めている放出管理基準値の 

1/5 を超えない値である。 

*2 60Co 及び 137Cs については、それぞれ 0.12GBq/年とする。 
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表 2.2.7-5 各施設における液体廃棄物の放出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 検出下限以上の放出量の合計。検出下限未満の場合は 0とした。 

*2 排水のなかった期間は斜線で示した。 

  

3
H (水) 0.0E+00 < 1.6E-01 0.0E+00 < 1.9E-01 0.0E+00 < 1.5E-01 0.0E+00 < 1.7E-01 0.0E+00

7
Be 0.0E+00 < 3.1E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00 < 2.3E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00

3
H (水) 2.1E+07 9.1E-01 4.8E+07 7.9E-01 1.4E+06 < 1.5E-01 7.0E+07

7
Be 0.0E+00 < 3.3E-02 0.0E+00 < 3.6E-02 0.0E+00 < 2.3E-02 0.0E+00

3
H (水) 1.3E+08 2.6E+00 2.2E+08 9.2E-01 3.9E+07 8.2E-01 7.5E+06 5.8E-01 4.0E+08

7
Be 0.0E+00 < 3.2E-02 0.0E+00 < 3.3E-02 0.0E+00 < 2.0E-02 0.0E+00 < 2.3E-02 0.0E+00

3
H (水) 1.7E+09 1.2E+01 1.1E+09 4.8E+00 4.5E+08 7.7E+00 2.1E+09 2.2E+01 5.3E+09

7
Be 0.0E+00 < 3.5E-02 0.0E+00 < 3.9E-02 0.0E+00 < 2.6E-02 0.0E+00 < 2.5E-02 0.0E+00

3
H (水) 7.5E+08 1.7E+01 1.7E+09 8.9E+00 2.1E+08 8.9E+00 3.0E+08 3.0E+01 3.0E+09

7
Be 0.0E+00 < 2.9E-02 2.7E+06 < 2.8E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00 < 1.4E-02 2.7E+06

3
H (水) 4.2E+10 3.9E+01 4.5E+10 3.6E+01 9.2E+09 1.9E+01 2.5E+07 5.9E-01 9.6E+10

7
Be 0.0E+00 < 3.7E-02 0.0E+00 < 3.6E-02 0.0E+00 < 3.8E-02 0.0E+00 < 2.4E-02 0.0E+00

22
Na 1.7E+05 < 6.8E-03 6.8E+05 < 7.1E-03 2.0E+05 < 5.8E-03 0.0E+00 < 4.4E-03 1.0E+06

54
Mn 9.8E+05 < 4.7E-03 2.0E+07 1.6E-02 1.7E+07 3.5E-02 4.1E+05 9.7E-03 3.8E+07

ニュートリノ

実験施設

放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）

放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）

リニアック施設

3GeVシンクロ

トロン施設
*2

50GeVシンクロ

トロン施設

物質・生命科学

実験施設

ハドロン

実験施設

放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）

施設名 核種

2020年度

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
年間

放出量
*1

（Bq）放出量
*1

（Bq）

平均濃度

（Bq/cm
3
）
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図 2.2.7-1 各排気筒から放出された気体廃棄物の放出管理値との比 

  

JAEA-Review 2021-057

- 28 -



JAEA-Review 2021-057 

- 29 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2.2.7-2 各施設から放出された液体廃棄物の放出管理値との比 
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図 2.2.7-1 各排気筒から放出された気体廃棄物の放出管理値との比 
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2.2.8 放射性同位元素等の管理データ 
2020 年度末までに使用許可を取得した放射性同位元素は、物質・生命科学実験施設における「密

封された放射性同位元素」（密封放射性同位元素）のみである。 

Ｊ－ＰＡＲＣでは、大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程等に基づき、

密封放射性同位元素の定期自主点検（数量及び保管状況の確認）を年 2回以上実施している。2020

年度においても、定期自主点検を実施し、異常のないことを確認している。 

2021 年 3 月 31 日現在での密封放射性同位元素の保有数は、14 個であった。保有する密封放射

性同位元素の内訳(種類及び数量)を表 2.2.8-1 に示す。 

表示付認証機器及び規制免除密封微量線源については、「放射線安全ガイドブック」に基づき、

表示付認証機器及び規制免除密封微量線源の保管状況等の確認を年 1 回実施している。表示付認

証機器及び規制免除密封微量線源の保有数量は 2020 年 12 月 31 日現在で 13 台及び 130 個であっ

た。この内、表示付認証機器の種類及び台数を表 2.2.8-2 に示す。 

 

（飛田 暢） 

  

JAEA-Review 2021-057

- 30 -



JAEA-Review 2021-057 

- 31 - 

表 2.2.8-1 Ｊ－ＰＡＲＣが保有する密封放射性同位元素の種類及び数量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.2.8-2 Ｊ－ＰＡＲＣが保有する表示付認証機器の種類及び台数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

種類
核種 個数
93Zr 47 MBq 1 0 0 - -
129I 3 MBq 1 1 1 2009. 6. 5 -
99Tc 37 MBq 1 1 1 2009. 6. 5 -
99Tc 50 MBq 1 1 1 2009. 6. 5 -
237Np 26 MBq 1 0 0 - -
237Np 5.2 MBq 1 1 1 2017. 1.13 -
237Np 1 MBq 1 0 0 - -
241Am 950 MBq 2 1 1 2016. 2.26 -
243Am 950 MBq 1 0 0 - -
244Cm 1.8 GBq 6 1 1 2009. 6. 5 -

244Cm+246Cm 4 1 1 2009.11.13 -
252Cf 3.7 MBq 1 1 1 2008. 5.15 -
241Am 480 MBq 1 1 1 2016. 4.28 -
243Am 60 MBq 1 1 1 2016. 4.28 -
243Am 120 MBq 1 1 1 2016. 4.28 -
243Am 240 MBq 1 1 1 2016. 4.28 -
137Cs 100 MBq 2 0 0 - -
137Cs 200 MBq 2 1 1 2017. 3.30 -
137Cs 950 MBq 2 1 1 2018. 3.20 -
237Np 3 MBq 1 0 0 - -

14 14

1.8 GBq+15 MBq

合計個数

備　考数量
1個あたりの数量

期末在庫
(2021.3.31)

受入日 払出日
期首在庫

(2020.4.1)

使用許可

No.
表示付認証機器の

認証番号
表示付認証機器の名称 最終届出日

60Co （3台）
137Cs （2台）

13台 - -合計台数

3 ㋝　　041
照射線量率ガンマ線源

456CE
1台 137Cs （1台） 2010.11.24

2 ㋝　　077
ベータ線源

303CE
7台 90Sr （7台） 2018.11.9

2010.11.24

台数（核種別台数）

1 ㋝　　017
放射線標準ガンマ線源

401CE
5台
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2.2.8 放射性同位元素等の管理データ 
2020 年度末までに使用許可を取得した放射性同位元素は、物質・生命科学実験施設における「密

封された放射性同位元素」（密封放射性同位元素）のみである。 

Ｊ－ＰＡＲＣでは、大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程等に基づき、

密封放射性同位元素の定期自主点検（数量及び保管状況の確認）を年 2回以上実施している。2020

年度においても、定期自主点検を実施し、異常のないことを確認している。 

2021 年 3 月 31 日現在での密封放射性同位元素の保有数は、14 個であった。保有する密封放射

性同位元素の内訳(種類及び数量)を表 2.2.8-1 に示す。 

表示付認証機器及び規制免除密封微量線源については、「放射線安全ガイドブック」に基づき、

表示付認証機器及び規制免除密封微量線源の保管状況等の確認を年 1 回実施している。表示付認

証機器及び規制免除密封微量線源の保有数量は 2020 年 12 月 31 日現在で 13 台及び 130 個であっ

た。この内、表示付認証機器の種類及び台数を表 2.2.8-2 に示す。 

 

（飛田 暢） 
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2.2.9 放射化物の管理データ 
Ｊ－ＰＡＲＣでは、放射化物であって「放射線発生装置を構成する機器又は遮蔽体として用い

るもの」を、耐火性の放射化物保管容器に入れて放射化物保管設備で保管している。ただし、放

射化物が大型機械等であってこれを放射化物保管容器に入れることが著しく困難な場合は、汚染

の広がりを防止するための措置(ビニールシート養生等)を講じている。なお、保管していた放射

化物を放射線発生装置に戻した場合は、放射化物の管理対象から外している。2020 年度末におい

て保管している放射化物のカテゴリー別の個数、放射化物保管設備における種類（核種）及び総

量を表 2.2.9-1 に示す。 

（加藤 小織） 

表 2.2.9-1 Ｊ－ＰＡＲＣで保管されている放射化物の種類及び総量 

 

カテゴリー 

Ａ：線量当量率が表面から 10cm の位置で 0.6μSv/h 以下、表面密度が表面密度限度の 1/10 以下のもの 

Ｂ：線量当量率が表面から 10cm の位置で 0.6μSv/h を超え、表面密度が表面密度限度の 1/10 以下のもの 

Ｃ：表面密度が表面密度限度の 1/10 を超えるもの 

カテゴリー A B C
個数 57 54 0

カテゴリー A B C
個数 11 5 3

カテゴリー A B C
個数 0 1 9

カテゴリー A B C
個数 0 25 2

カテゴリー A B C
個数 7 1 3

カテゴリー A B C
個数 0 9 0

カテゴリー A B C
個数 0 6 0

種類(核種)及び総量(Bq)
カテゴリー A B C

個数 27 8 0

カテゴリー A B C
個数 5 10 0

施設名 放射化物保管設備 保管している放射化物のカテゴリー別個数、核種及び総量

3GeVシンクロトロン施設

3GeVシンクロトロン棟
高放射化物保管室 種類(核種)及び総量(Bq)

  54Mn  3.5×1011

 22Na  3.0×106

3-NBT棟
放射化物保管室 種類(核種)及び総量(Bq)

 54Mn  2.0×109

 46Sc  8.4×105

物質・生命科学実験施設

放射化機器保管室
種類(核種)及び総量(Bq)

   54Mn  6.1×1014
203Hg  1.6×109

大型機器取扱室
種類(核種)及び総量(Bq)

 54Mn  1.7×1011

152Eu  1.1×107

 60Co  7.0×1012

  58Co  3.2×1011

 22Na  5.4×109

ＲＡＭ棟
種類(核種)及び総量(Bq)

  54Mn  7.2×1013
   60Co  1.0×1010

203Hg  9.6×104

   60Co   3.2×107

ニュートリノ実験施設 放射化物保管庫
種類(核種)及び総量(Bq)

54Mn  4.1×108
  60Co   2.0×1012

22Na   9.0×107

ハドロン実験施設

放射化物保管庫
種類(核種)及び総量(Bq)

  185Os  6.6×1010
  60Co  2.0×107

第二放射化物保管庫
60Co  7.0×1010

ＨＤ放射化物保管棟
種類(核種)及び総量(Bq)
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2.2.10 放射性廃棄物の管理データ 
Ｊ－ＰＡＲＣにおいて放射性廃棄物（固体及び有機廃液）を廃棄する方法は、保管廃棄設備に

保管廃棄するか許可廃棄業者に引き渡すかのいずれかである。リニアック施設、３ＧｅＶシンク

ロトロン施設、物質・生命科学実験施設はＪＡＥＡ原子力科学研究所バックエンド技術部に、５

０ＧｅＶシンクロトロン施設、ハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設は、日本アイソトープ

協会に放射性廃棄物を引き渡している。2020 年度に各施設から許可廃棄業者に引き渡した放射性

廃棄物の種類及び数量を表 2.2.10-1 に、2020 年度末において各施設で保管廃棄している放射性

廃棄物の種類及び数量を表 2.2.10-2 に示す。 

(中村 一) 

 

表 2.2.10-1 許可廃棄業者に引き渡した放射性廃棄物の種類及び数量（2020 年度） 

施設名 
可燃物 難燃物 不燃物

非圧縮性

不燃物 

プレ 

フィルタ

へパ 

フィルタ

チャコール

フィルタ

有機廃液 

備考 

本（50 リットル換算） リットル 

リニアック施設 0 0 0  0 0 0 0  

3GeV 

シンクロトロン施設 

0 0 0  0 2930 0 0 
3GeV シンクロト

ロン棟 

27 2 1  0 0 0 0 3-NBT 棟 

物質・生命科学実験施設 237 0 3  2270 0 0 RAM 棟を含む 

50GeV シンクロトロン施設 8 36 7 5 112 0 0 75 放射線測定棟を含む

ハドロン実験施設 4 19 4 10 74 241 0 0  

ニュートリノ実験施設 6 23 4 0 0 0 0 0  

 

 

表 2.2.10-2 各施設で保管廃棄している放射性廃棄物の種類及び数量（2020 年度末） 

施設名 
可燃物 難燃物 不燃物 

非圧縮性

不燃物 
フィルタ 有機廃液 

備考 

リットル 

リニアック施設 0 0 2000 0 0 0  

3GeV 

シンクロトロン施設 

0 0 0 0 0 0 3GeV シンクロトロン棟

0 0 0 0 0 0 3-NBT 棟 

物質・生命科学実験施設 760 0 0 0 0 0 RAM 棟を含む 

50GeV シンクロトロン施設   

ハドロン実験施設 50 550 100 0 0 0  

ニュートリノ実験施設 0 2550 450 200 0 0  
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2.2.9 放射化物の管理データ 
Ｊ－ＰＡＲＣでは、放射化物であって「放射線発生装置を構成する機器又は遮蔽体として用い

るもの」を、耐火性の放射化物保管容器に入れて放射化物保管設備で保管している。ただし、放

射化物が大型機械等であってこれを放射化物保管容器に入れることが著しく困難な場合は、汚染

の広がりを防止するための措置(ビニールシート養生等)を講じている。なお、保管していた放射

化物を放射線発生装置に戻した場合は、放射化物の管理対象から外している。2020 年度末におい

て保管している放射化物のカテゴリー別の個数、放射化物保管設備における種類（核種）及び総

量を表 2.2.9-1 に示す。 

（加藤 小織） 

表 2.2.9-1 Ｊ－ＰＡＲＣで保管されている放射化物の種類及び総量 

 

カテゴリー 

Ａ：線量当量率が表面から 10cm の位置で 0.6μSv/h 以下、表面密度が表面密度限度の 1/10 以下のもの 

Ｂ：線量当量率が表面から 10cm の位置で 0.6μSv/h を超え、表面密度が表面密度限度の 1/10 以下のもの 

Ｃ：表面密度が表面密度限度の 1/10 を超えるもの 

カテゴリー A B C
個数 57 54 0

カテゴリー A B C
個数 11 5 3

カテゴリー A B C
個数 0 1 9

カテゴリー A B C
個数 0 25 2

カテゴリー A B C
個数 7 1 3

カテゴリー A B C
個数 0 9 0

カテゴリー A B C
個数 0 6 0

種類(核種)及び総量(Bq)
カテゴリー A B C

個数 27 8 0

カテゴリー A B C
個数 5 10 0

施設名 放射化物保管設備 保管している放射化物のカテゴリー別個数、核種及び総量

3GeVシンクロトロン施設

3GeVシンクロトロン棟
高放射化物保管室 種類(核種)及び総量(Bq)

  54Mn  3.5×1011

 22Na  3.0×106

3-NBT棟
放射化物保管室 種類(核種)及び総量(Bq)

 54Mn  2.0×109

 46Sc  8.4×105

物質・生命科学実験施設

放射化機器保管室
種類(核種)及び総量(Bq)

   54Mn  6.1×1014
203Hg  1.6×109

大型機器取扱室
種類(核種)及び総量(Bq)

 54Mn  1.7×1011

152Eu  1.1×107

 60Co  7.0×1012

  58Co  3.2×1011

 22Na  5.4×109

ＲＡＭ棟
種類(核種)及び総量(Bq)

  54Mn  7.2×1013
   60Co  1.0×1010

203Hg  9.6×104

   60Co   3.2×107

ニュートリノ実験施設 放射化物保管庫
種類(核種)及び総量(Bq)

54Mn  4.1×108
  60Co   2.0×1012

22Na   9.0×107

ハドロン実験施設

放射化物保管庫
種類(核種)及び総量(Bq)

  185Os  6.6×1010
  60Co  2.0×107

第二放射化物保管庫
60Co  7.0×1010

ＨＤ放射化物保管棟
種類(核種)及び総量(Bq)
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2.3 周辺環境の放射線管理 
Ｊ－ＰＡＲＣ周辺の環境放射線及び環境試料のモニタリングとして、事業所境界における中性

子線及びガンマ線測定、事業所内における地下水及び雨水の測定を継続して実施している。なお、

事業所境界における中性子線及びガンマ線測定の一部については、ＪＡＥＡ原子力科学研究所放

射線管理部環境放射線管理課（原科研環境放管課）に依頼して実施している。 

事業所境界における中性子線及びガンマ線測定では、2011 年に福島第一原子力発電所事故が発

生してすでに 9 年の歳月が経ったが、いまだに事故由来の放射性セシウムによるガンマ線の影響

が一部で見られる。原科研環境放管課による測定は 2007 年より、放射線管理セクションによる測

定はそれ以前の 2005 年（Ｊ－ＰＡＲＣ稼働前）より行っているが、福島第一原子力発電所事故に

起因する変動以外の有意な変動は観測されていない。 

環境試料のモニタリングにおいては、測定対象外の核種も含め、ガンマ線放出核種（バックグ

ランド核種を除く）は未検出であった。 

（沼尻 正晴） 
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2.3.1 環境放射線のモニタリング 
ＪＡＥＡ原子力科学研究所と事業所境界を同一とするＪ－ＰＡＲＣでは、合理的に環境モニタ

リングを行うため、Ｊ－ＰＡＲＣ及びＪＡＥＡ原子力科学研究所双方の放射線障害予防規程等に

基づき、原科研環境放管課に環境に係る線量測定の一部を依頼している。測定は、積算線量計、

モニタリングポスト等によって実施されており、積算線量計としては、エッチピット線量計（型

式 TH-1199）及びガラス線量計（型式 SC-1）が使用されている。原科研環境放管課に依頼してい

る積算線量計の測定点を図 2.3.1-1 に、2020 年度の測定結果を表 2.3.1-1 に示す。 

放射線管理セクションは、エリアモニタや管理区域周辺サーベイなどで異常な放射線レベル上

昇を検出したときに、近傍の事業所境界で速やかな線量評価ができるよう積算線量計によるモニ

タリングを行っている。中性子線測定はエッチピット線量計（型式 TH-1199）、ガンマ線測定は TLD

（型式 UD-804PQ）により測定 1)を行っている。その測定点を図 2.3.1-1 に示す。エッチピット線

量計での測定結果は、全ての測定点で検出下限（100μSv）未満であった。2012 年度から 2020 年

度までのガンマ線の測定結果を図 2.3.1-2 に示す。 

中性子の積算線量測定については、TLD による測定も行っている。TLD による中性子線の測定は、

中性子線+ガンマ線に感度がある素子とガンマ線のみに感度がある素子を用い、その差分を中性子

線として評価している。図 2.3.1-3 に測定結果の推移を示す。2005 年から 2010 年（第 3四半期）

までは、おおむね 20～60μSv/3 月程度の値で推移していた 2)。2011 年 3 月の福島第一原子力発電

所事故発生後、松葉等に付着した放射性物質に起因する影響により、TLD の応答に対するガンマ線

の寄与が大きくなった注2）。そのため、「中性子＋ガンマ線」と「ガンマ線」の差分である中性子の

寄与が相対的に低下した結果、中性子線量の測定結果が大きくばらつくようになった注3）。 

また、放射線発生装置の稼働状況を勘案して、電離箱サーベイメータ、レムカウンタを用いた

事業所境界での測定を行っている。その測定点を図 2.3.1-1 に、ガンマ線の測定結果を表 2.3.1-

2 に示す。放射線発生装置の停止時のガンマ線の測定においては、LaBr3検出器を用いガンマ線ス

ペクトルの測定を併用している注4）。福島第一原子力発電所事故の影響で測定点付近の松葉等に放

射性物質が付着したことにより環境中のガンマ線レベルが大きく上昇した。事故後、9 年を経過

した 2020 年度においてもガンマ線の影響が見られる。一方、レムカウンタによる中性子線の測定

結果は、全ての測定点で 0.1μSv/h 未満であった。 

原科研環境放管課による測定は 2007 年より、放射線管理セクションによる測定はそれ以前の

2005 年（Ｊ－ＰＡＲＣ稼働前）より行っているが、上記に述べたとおり福島第一原子力発電所事

故に起因する変動以外の有意な変動は観測されていない。今後も、最適な積算線量計（特に中性

子用）の開発を行いつつ、継続してモニタリングを実施していく計画である。 

（沼里 一也） 

  

                                                  
注 2） ガンマ線の積算線量（3 月）は、福島第一原子力発電所事故前は 150μSv 前後でほぼ一定だったが、事故直後

の測定では 1100～2100μSv となった。 
注 3） 2011 年以降の測定値については、中性子に対する検出下限が大幅に上昇したものと考えられる。このように、

ガンマ線の影響が大きい環境での本測定法の検出下限値を評価することは、課題として残っている。 
注 4） 測定したガンマ線スペクトル中には、福島第一原子力発電所事故に起因する 137Cs 及び 134Cs のガンマ線ピー

クが見られる。 
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2.3 周辺環境の放射線管理 
Ｊ－ＰＡＲＣ周辺の環境放射線及び環境試料のモニタリングとして、事業所境界における中性

子線及びガンマ線測定、事業所内における地下水及び雨水の測定を継続して実施している。なお、

事業所境界における中性子線及びガンマ線測定の一部については、ＪＡＥＡ原子力科学研究所放

射線管理部環境放射線管理課（原科研環境放管課）に依頼して実施している。 

事業所境界における中性子線及びガンマ線測定では、2011 年に福島第一原子力発電所事故が発

生してすでに 9 年の歳月が経ったが、いまだに事故由来の放射性セシウムによるガンマ線の影響

が一部で見られる。原科研環境放管課による測定は 2007 年より、放射線管理セクションによる測

定はそれ以前の 2005 年（Ｊ－ＰＡＲＣ稼働前）より行っているが、福島第一原子力発電所事故に

起因する変動以外の有意な変動は観測されていない。 

環境試料のモニタリングにおいては、測定対象外の核種も含め、ガンマ線放出核種（バックグ

ランド核種を除く）は未検出であった。 

（沼尻 正晴） 
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表 2.3.1-1 2020 年度 原科研環境放管課に依頼した事業所境界の線量測定結果 

 

設置期間 
日数 

新川東 新川北 八間道路 MP-18-J 

γ線 中性子線※1 γ線 中性子線※1 γ線 中性子線※1 γ線 中性子線※1

(μSv) 

4/2 ～ 5/1 29 125 × 84 × 148 × 172 × 

5/1 ～ 6/2 32 144 × 99 × 171 × 191 × 

6/2 ～ 7/1 29 129 × 89 × 153 × 172 × 

7/1 ～ 8/4 34 141 × 97 × 171 × 193 × 

8/4 ～ 9/1 28 134 × 92 × 155 × 179 × 

9/1 ～ 10/1 30 139 × 97 × 160 × 190 × 

10/1 ～ 11/5 35 157 × 108 × 181 × 214 × 

11/5 ～ 12/1 26 118 × 84 × 136 × 162 × 

12/1 ～ 1/5 35 155 × 106 × 181 × 216 × 

1/5 ～ 2/2 28 122 × 85 × 139 × 171 × 

2/2 ～ 3/3 29 124 × 87 × 144 × 174 × 

3/3 ～ 4/1 29 125 × 87 × 144 × 171 × 

※1 測定結果は、5cm 厚鉛箱内に設置したガラス線量計（SC-1）の値を差し引いた値 

  ×は、検出下限（100μSv）未満を示す。 
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表 2.3.1-2 放射線管理セクションによる事業所境界のγ線の測定結果 

測定日 PS-1 PS-2 PS-3 PS-4 PS-5 PS-6 PS-7 

2020/04/07 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/05/25 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/06/18 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/07/10 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/08/07 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/09/25 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/10/23 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/11/10 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2020/12/03 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2021/01/15 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2021/02/19 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

2021/03/15 0.4 B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. B.G. 

単位：μSv/h  B.G.は、電離箱サーベイメータを使用しているため 0.2μSv/h とした。 

 

 

図 2.3.1-1 事業所境界における測定点※ 

※原科研環境放管課による積算線量の測定点は、MP-18-J、八間道路、新川北、新川東の 4 か所。

放射線管理セクションによる測定点のうち電離箱等による線量率の測定点は PS-1～PS-7 の 7 か

所、積算線量の測定点は D-11、D-12、D-13、D-14(a)、D-15 の 5 か所である。 
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1) 日本分析センター,放射能測定法シリーズ 18 熱ルミネッセンス線量計を用いた環境γ線量

測定法, 1999,49p. 

2) Ｊ－ＰＡＲＣセンター 放射線安全セクション, Ｊ－ＰＡＲＣ放射線管理年報（2011年）, 

JAEA-Review 2012-050, 2013, pp.28-33. 

 

表 2.3.1-1 2020 年度 原科研環境放管課に依頼した事業所境界の線量測定結果 

 

設置期間 
日数 

新川東 新川北 八間道路 MP-18-J 

γ線 中性子線※1 γ線 中性子線※1 γ線 中性子線※1 γ線 中性子線※1

(μSv) 

4/2 ～ 5/1 29 125 × 84 × 148 × 172 × 

5/1 ～ 6/2 32 144 × 99 × 171 × 191 × 

6/2 ～ 7/1 29 129 × 89 × 153 × 172 × 

7/1 ～ 8/4 34 141 × 97 × 171 × 193 × 

8/4 ～ 9/1 28 134 × 92 × 155 × 179 × 

9/1 ～ 10/1 30 139 × 97 × 160 × 190 × 

10/1 ～ 11/5 35 157 × 108 × 181 × 214 × 

11/5 ～ 12/1 26 118 × 84 × 136 × 162 × 

12/1 ～ 1/5 35 155 × 106 × 181 × 216 × 

1/5 ～ 2/2 28 122 × 85 × 139 × 171 × 

2/2 ～ 3/3 29 124 × 87 × 144 × 174 × 

3/3 ～ 4/1 29 125 × 87 × 144 × 171 × 

※1 測定結果は、5cm 厚鉛箱内に設置したガラス線量計（SC-1）の値を差し引いた値 

  ×は、検出下限（100μSv）未満を示す。 
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図 2.3.1-2 放射線管理セクションによる事業所境界のγ線の積算線量測定結果 

（3月間積算） 

 

 

図 2.3.1-3 放射線管理セクションによる事業所境界の中性子線の TLD による積算線量測定結果 

（3月間積算） 
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2.3.2 環境放射能のモニタリング 
Ｊ－ＰＡＲＣにおける環境放射能のモニタリングとして、四半期毎に地下水試料を採取し、3H

濃度の測定、ガンマ線波高分析等を実施している。採取している地下水の採取点（観測用井戸）

を図 2.3.2-1 に示す。また、地下水中の 3H 濃度変動の要因として、雨水の地下浸透に伴う移行が

あるため、地下水の一部の採取地点においては 3月間の雨水中の 3H 濃度の測定も併行して実施し

ている。なお、地下水の採取点 W-7 については、井戸の埋没により試料採取が不可能な状態であ

ったが、2020 年 9 月に井戸を新設し、第 3四半期より測定を再開している。 

3H 濃度測定用の試料は、採取した地下水及び雨水をトリチウム分析法 1)に準拠して試料処理（蒸

留）を行い、バイアルに蒸留後の試料 40cm3と液体シンチレータ(ウルチマゴールド LLT)60cm3を

加え作製した。測定は、日立製作所製の低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ(LSC-

LB7)を用い、1 試料あたり 30 分測定を 12 サイクル実施した。測定の検出下限濃度は、6×10-4 

Bq/cm3程度であった。2020 年度における地下水中の 3H 濃度測定結果を表 2.3.2-1 に示す。また、

雨水中の 3H 濃度測定結果を表 2.3.2-2 に示す。 

ガンマ線波高分析では、採取した地下水を 2リットルのマリネリ容器に移し、Ge 半導体検出器

により 80,000 秒測定を実施した。測定対象核種は、Ｊ－ＰＡＲＣの立地を考慮し、Ｊ－ＰＡＲＣ

で生成されると思われる核種に核分裂生成物を加えた 7Be、22Na、46Sc、48V、51Cr、54Mn、59Fe、56Co、

57Co、58Co、60Co、126I、131I、134Cs、137Cs、144Ce、203Hg とした。 

2020 年度の測定では、ガンマ線放出核種は未検出であった。 

（荒川 侑人） 

参考文献 

1) 日本分析センター,放射能測定法シリーズ 9 トリチウム分析法,2002,127p. 
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図 2.3.1-2 放射線管理セクションによる事業所境界のγ線の積算線量測定結果 

（3月間積算） 

 

 

図 2.3.1-3 放射線管理セクションによる事業所境界の中性子線の TLD による積算線量測定結果 

（3月間積算） 
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表 2.3.2-1 2020 年度地下水中 3H 濃度 

採取四半期 W-1 W-2 W-3 W-4 W-5 W-6(a) W-7 W-8 W-9 W-10 W-11 

第 1 四半期 8.8E-04  7.1E-04 1.5E-03 －※ 1.2E-03  7.2E-04 －※ 7.0E-04  6.9E-04 < 6.1E-04 8.0E-04

第 2 四半期 9.2E-04 < 5.8E-04 1.5E-03 －※ 8.9E-04 < 5.9E-04 －※ 8.9E-04  6.7E-04  6.8E-04 8.9E-04

第 3 四半期 7.1E-04  9.3E-04 1.7E-03 －※ 1.2E-03  8.7E-04 1.5E-03 7.9E-04 < 5.5E-04  6.4E-04 1.0E-03

第 4 四半期 5.7E-04  6.1E-04 1.6E-03 －※ 1.6E-03  8.0E-04 1.2E-03 7.3E-04 < 5.2E-04  7.4E-04 7.4E-04

単位：Bq/cm3 

※ 観測用井戸の埋没により、採取不可 

 

 

表 2.3.2-2 2020 年度雨水中 3H 濃度 

採取四半期 W-2 W-3 W-5 W-8 W-11 

第 1 四半期  7.9E-04  1.1E-03  1.3E-03  7.7E-04  1.0E-03 

第 2 四半期 < 6.5E-04 < 5.9E-04 < 6.6E-04  9.0E-04  6.7E-04 

第 3 四半期 < 5.5E-04  9.5E-04  2.3E-03  6.5E-04  9.0E-04 

第 4 四半期 < 5.5E-04 < 5.9E-04 < 5.4E-04 < 5.3E-04 < 5.3E-04 

単位：Bq/cm3 

 

 

 

図 2.3.2-1 地下水の採取  
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2.4 個人線量の管理 
個人線量の管理として、外部被ばく線量の測定、内部被ばく線量の測定、放射線業務従事者の

登録管理を行っている。 

2020 年度における外部被ばくの年間測定対象者は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴

う影響により、ユーザーの従事者数が減り 2,705 人であった。 

予防規程に定められた線量限度及び予防規程細則で定められた年間被ばく管理目標値を超える

被ばくはなかった。実効線量について、年間の総線量は 27.1 人・mSv、最大実効線量は 0.9 mSv

であった。 

なお、OSL バッジによる外部被ばく線量の測定、バイオアッセイ法及び体外測定法による内部被

ばく線量測定は、ＪＡＥＡ原子力科学研究所放射線管理部線量管理課に依頼している。 

（関 一成） 
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表 2.3.2-1 2020 年度地下水中 3H 濃度 

採取四半期 W-1 W-2 W-3 W-4 W-5 W-6(a) W-7 W-8 W-9 W-10 W-11 

第 1 四半期 8.8E-04  7.1E-04 1.5E-03 －※ 1.2E-03  7.2E-04 －※ 7.0E-04  6.9E-04 < 6.1E-04 8.0E-04

第 2 四半期 9.2E-04 < 5.8E-04 1.5E-03 －※ 8.9E-04 < 5.9E-04 －※ 8.9E-04  6.7E-04  6.8E-04 8.9E-04

第 3 四半期 7.1E-04  9.3E-04 1.7E-03 －※ 1.2E-03  8.7E-04 1.5E-03 7.9E-04 < 5.5E-04  6.4E-04 1.0E-03

第 4 四半期 5.7E-04  6.1E-04 1.6E-03 －※ 1.6E-03  8.0E-04 1.2E-03 7.3E-04 < 5.2E-04  7.4E-04 7.4E-04

単位：Bq/cm3 

※ 観測用井戸の埋没により、採取不可 

 

 

表 2.3.2-2 2020 年度雨水中 3H 濃度 

採取四半期 W-2 W-3 W-5 W-8 W-11 

第 1 四半期  7.9E-04  1.1E-03  1.3E-03  7.7E-04  1.0E-03 

第 2 四半期 < 6.5E-04 < 5.9E-04 < 6.6E-04  9.0E-04  6.7E-04 

第 3 四半期 < 5.5E-04  9.5E-04  2.3E-03  6.5E-04  9.0E-04 

第 4 四半期 < 5.5E-04 < 5.9E-04 < 5.4E-04 < 5.3E-04 < 5.3E-04 

単位：Bq/cm3 

 

 

 

図 2.3.2-1 地下水の採取  
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2.4.1 外部被ばく線量の測定 
放射線業務従事者に対する外部被ばく線量の測定は、OSL バッジ（OSL 線量計＋エッチピット線

量計）により、4月 1日を始期とする 3月毎（女子は 1月毎）に、1cm 線量当量（実効線量及び妊

娠中の女子の腹部表面の等価線量）及び 70μm 線量当量（皮膚の等価線量）について、ＪＡＥＡ

原子力科学研究所放射線管理部線量管理課に依頼して実施している。眼の水晶体の等価線量につ

いては、1cm 線量当量又は 70μm 線量当量のうち大きい方の測定値を記録している。 

2020 年度における外部被ばく測定件数を表 2.4.1-1 に示す。2020 年度における外部被ばくの年

間測定対象実人員は、2,705 人であった。不均等被ばく測定用 OSL 線量計による頭頸部の測定及

びリングバッジによる身体末端部位の測定はなかった。OSL バッジによる測定が困難な場合に行

う線量の推定評価はなかった。OSL バッジの紛失等のトラブルを減らすための取り組みとして、

OSL バッジ用ストラップ配布のほか、OSL バッジ定期交換や放射線教育訓練の際に OSL バッジの取

り扱いに係る注意事項の周知を行っている。 

また、Ｊ－ＰＡＲＣ外で放射線作業を行う職員等に対し、必要に応じて所外用 OSL バッジの貸

与を行っている。2020 年度の所外用 OSL バッジの貸与者は 40 人、測定件数は 112 件であり、有

意な外部被ばくはなかった。 

                                    （加藤 小織） 

 

表 2.4.1-1 外部被ばく測定件数 

測定評価対象 件 数 

測定器 測定区分 第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

OSL バッジ 

定 期 1,593 2,207 2,370 2,606 

推 定    0     0     0     0 

小 計 1,593 2,207 2,370 2,606 

不均等被ばく 

測定用 

OSL 線量計 

定 期     0     0     0     0 

推 定     0     0     0     0 

小 計     0     0     0     0 

リングバッジ 

定 期     0     0     0     0 

推 定     0     0     0     0 

小 計     0     0     0     0 

合 計 

定 期 1,593 2,207 2,370 2,606 

推 定    0     0     0     0 

合 計 1,593 2,207 2,370 2,606 
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2.4.2 内部被ばく線量の測定 

放射線業務従事者に対する内部被ばく線量の測定は、放射線作業状況及び作業環境中の空気中

放射能濃度等から計算評価を行い、有意な内部被ばく線量を受けるおそれのある者に対して実施

している。また、内部被ばく線量測定の対象とならなかった者のうち、有意な内部被ばくがなか

ったことを確認するため、各施設から代表者を選定して確認検査を実施している。さらに、外来

業者等に対しては、必要に応じて、第１種管理区域の入域前後に内部被ばくの有無を確認するた

めに行う入退域検査を実施している。これらの内部被ばく線量測定及び確認検査は、ＪＡＥＡ原

子力科学研究所放射線管理部線量管理課に依頼して実施している。 

2020 年度における内部被ばくに係る線量測定及び検査の件数を表 2.4.2-1 に示す。2020 年度の

線量測定において、内部被ばくに係る放射線作業状況調査を四半期毎に（女子は毎月）実施した

結果、有意な内部被ばく線量を超えるおそれのある者はいなかったため、内部被ばく線量の測定

を必要とする事例はなかった。 

また、内部被ばく線量測定の対象とならなかった者のうち、有意な内部被ばくがなかったこと

を確認するための確認検査では、体外計測法（ホールボディカウンタによるガンマ線測定）、バイ

オアッセイ法（尿サンプルのトリチウム、全β線測定）により 26 人について実施した。確認検査

の結果、有意な内部被ばくはなかった。 

さらに、第１種管理区域の入域前後に内部被ばくの有無を確認するために行う入退域検査につ

いては、検査を必要とする事例はなかった。 

                                    （吉野 公二） 

 

表 2.4.2-1 内部被ばくに係る線量測定及び検査の件数 

検査対象 
件 数 

第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

線量測定  0  0  0  0 

確認検査 
体外計測 13 13 14 14 

バイオアッセイ 20 21 22 22 

入退域検査 体外計測  0  0  0  0 

合 計 33 34 36 36 
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2.4.3 個人被ばく状況 
Ｊ－ＰＡＲＣにおける放射線業務従事者に対する被ばく線量の管理目標値は、実効線量で、男

性；7 mSv/年、女性；5 mSv/年とし、法律で定められた値よりも厳しく設定されている。 

2020 年度における、実効線量に係る個人被ばく状況を表 2.4.3-1 に示す。被ばくは、全て計画

管理された作業によるもので、総線量は 27.1 人・mSv、平均線量は 0.01mSv であった。最大線量

は 0.9 mSv であり、これは物質・生命科学実験施設における保守作業による被ばくであった。 

四半期別の実効線量に係る被ばく状況を表 2.4.3-2 に示す。総線量は第 2 四半期が最大であり

15.8 人・mSv、平均線量は 0.01mSv であった。最大線量は、第 2四半期及び第 3四半期が最大であ

り、0.8mSv であった。前年度の四半期別の実効線量と比較して、2020 年度では総線量、最大線量

ともに減少しており、Ｊ－ＰＡＲＣにおける放射線業務従事者に対する被ばく線量の管理目標値

と比較して低い値に抑えられている。なお、皮膚及び眼の水晶体の等価線量に係る被ばく状況は、

実効線量に係る被ばく状況と全て同一の値であった。 

作業施設別の実効線量に係る被ばく状況を表 2.4.3-3 に示す。総線量は、３ＧｅＶシンクロト

ロン施設が最大であり 10.6 人・mSv であった。被ばくの主な要因は、夏期の保守作業期間におけ

る、加速器トンネル内の機器保守作業によるものであった。 

Ｊ－ＰＡＲＣ放射線業務従事者数の推移を表 2.4.3-4 及び図 2.4.3-1 に示す。全体の従事者数

は、Ｊ－ＰＡＲＣの施設拡充が初期に比べて落ち着いてきたこともあり、直近の 5 年間(2015～

2019 年度)では 3,000～3,500 人の間で推移していたが、2020 年度は、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大に伴う影響により、ユーザーの従事者数が前年度比で約 40％減少した。 

放射線業務従事者の被ばく線量の推移を表 2.4.3-5 及び図 2.4.3-1 に示す。職員等及び外来業

者の被ばく線量について、従事者数と同様に各年度で多少の増減が見られるが、これは加速器ト

ンネル内等の線量当量率が高い作業環境における、大規模な作業実施の有無によるものと考えら

れる。ユーザーについては、これまでと同様に、2020 年度も有意な被ばくはなかった。 

放射線管理セクションでは、作業者の個人被ばく管理を徹底し、更なる被ばく低減に努めてい

く。 

(坂下 耕一)       
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表 2.4.3-1 作業者別の実効線量に係る被ばく状況（2020 年度） 

作業者区分※ 

放射線業

務従事者

実人員

(人) 

線量分布（人） 

総線量 

(人･mSv) 

平均線量 

(mSv) 

最大線量

(mSv) 
0.1mSv 

未満 

0.1mSv

以上 

1mSv 

以下

1mSv 

を超え

5mSv 

以下

5mSv

を超え

15mSv

以下

15mSv

を超え

るもの

JAEA 職員等   349 333 16 0 0 0 3.9 0.01 0.7 

KEK職員等   331 315 16 0 0 0 5.1 0.02 0.7 

ユーザー   717 717 0 0 0 0 0.0 0.00 0.0 

外来業者 1,315 1,250 65 0 0 0 18.5 0.01 0.9 

全作業者 2,705 2,608 97 0 0 0 27.1 0.01 0.9 

※ 同一作業者が年度中に作業者区分を変更した場合、作業者区分ごとに 1名として集計した。 

 

表 2.4.3-2 四半期別の実効線量に係る被ばく状況（2020 年度）   

管理期間 

放射線業

務従事者

実人員

(人) 

線量分布（人） 

総線量 

(人･mSv) 

平均線量 

(mSv) 

最大線量

(mSv) 
0.1mSv 

未満 

0.1mSv

以上 

1mSv 

以下 

1mSv 

を超え

5mSv 

以下 

5mSv

を超え

15mSv

以下 

15mSv

を超え

るもの

第 1四半期 1,469 1,459 10 0 0 0 1.5 0.00 0.3 

第 2 四半期 1,998 1,931 67 0 0 0 15.8 0.01 0.8 

第 3 四半期 2,161 2,123 38 0 0 0 7.7 0.00 0.8 

第 4 四半期 2,361 2,348 13 0 0 0 2.1 0.00 0.3 

年 間※ 
2,705 

（3,254）

2,608 

(3,152) 

97 

(101)

0 

(1) 

0 

(0) 

0 

(0) 

27.1 

(33.9) 

0.01 

(0.01) 

0.9 

（1.1）

※ （ ）内の数値は、2019 年度の値 

 

表 2.4.3-3 作業施設別の実効線量に係る被ばく状況（2020 年度） 

施設名 有検出者数（人）
総線量 

（人･mSv） 

最大線量 

（mSv） 

リニアック施設 0 0.0 0.0 

３ＧｅＶシンクロトロン施設 34 10.6 0.8 

５０ＧｅＶシンクロトロン施設 29 7.2 0.7 

物質・生命科学実験施設 24 7.8 0.9 

ハドロン実験施設 1 0.3 0.3 

ニュートリノ実験施設 9 1.2 0.2 
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(坂下 耕一)       
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表 2.4.3-4 作業者区分別の放射線業務従事者数の推移 

作業者区分※ 
放射線業務従事者数（人） 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 

職員等   696   695   680 

ユーザー 1,296 1,197   717 

外来業者 1,365 1,367 1,315 

合  計 3,342 3,254 2,705 

※ 同一作業者が年度中に作業者区分を変更した場合、作業者区分ごとに 1名として集計した。 

 

表 2.4.3-5 作業者区分別の被ばく線量の推移 

作業者区分 
総線量（人･mSv） 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 

職員等 11.5 12.4 9.0 

ユーザー 0.0 0.0 0.0 

外来業者 16.2 21.5 18.1 

合  計 27.7 33.9 27.1 

 

 

 

図 2.4.3-1 Ｊ－ＰＡＲＣ放射線業務従事者数と総線量の推移 
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2.4.4 放射線業務従事者の登録管理 
(1) 認定登録時の管理 
Ｊ－ＰＡＲＣの管理区域内で放射線作業に従事する職員等、ユーザー及び外来業者について、

Ｊ－ＰＡＲＣの放射線業務従事者としての認定登録手続きを行っている。登録にあたっては、「認

定登録依頼書兼管理区域立入許可願」により、放射線業務従事者としての要件を満たしているこ

とを放射線管理セクションで確認した後、安全ディビジョン長が放射線業務従事者として認定し

ている。なお、職員等及び外来業者には、認定登録時に OSL バッジを発行しているが、ユーザー

には、利便性等を考慮し、予め認定登録のみを行うことを可能としており、認定後、ユーザーが

実験を行う際に OSL バッジを発行している。また、OSL バッジの発行にあたっては、入退出管理シ

ステムへデータを入力し、OSL バッジ内の個人識別用素子に入域場所、入域許可コード等のデータ

を書き込むことで、管理区域への入退出管理に対応している。 

(2) 認定解除時及び年度更新時の管理 
従事者認定の解除にあたっては、「認定解除依頼書」により解除手続きを行った。なお、放射線
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う指導している。 
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業を行う場合は、「認定登録更新依頼書」の提出を受け、健康診断及び教育訓練歴を確認し、年度
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(3) 放射線業務従事者登録数の推移等 
2020 年度の放射線業務従事者認定件数を表 2.4.4-1、解除件数を表 2.4.4-2 に示す。ユーザー

として、海外を含め多くの機関（国内：63 の大学、18 の研究機関、28 の企業、海外：11 の大学・

研究機関）からの実験者を受け入れている。新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、2020

年度は国内企業、海外からのユーザー数の減少がみられた。 

外来業者は、短期間の作業に伴い、登録・解除を繰り返すことが多い。特に、夏のメンテナン

ス期間にあたる第 2四半期に登録・解除件数が非常に多くなっている。 

（沼里 一也） 
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表 2.4.3-4 作業者区分別の放射線業務従事者数の推移 

作業者区分※ 
放射線業務従事者数（人） 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 

職員等   696   695   680 

ユーザー 1,296 1,197   717 

外来業者 1,365 1,367 1,315 

合  計 3,342 3,254 2,705 

※ 同一作業者が年度中に作業者区分を変更した場合、作業者区分ごとに 1名として集計した。 

 

表 2.4.3-5 作業者区分別の被ばく線量の推移 

作業者区分 
総線量（人･mSv） 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 

職員等 11.5 12.4 9.0 

ユーザー 0.0 0.0 0.0 

外来業者 16.2 21.5 18.1 

合  計 27.7 33.9 27.1 

 

 

 

図 2.4.3-1 Ｊ－ＰＡＲＣ放射線業務従事者数と総線量の推移 
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 表 2.4.4-1 放射線業務従事者認定件数（2020 年度）  

   四半期毎 

登録者区分 

第 1四半期 
第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 合 計 

新規者 更新者

職員等 32  9 10 7 58 

ユーザー 292 94 62 227 206 787 

外来業者 83 503 581 203 135 1,002 

合 計 407 597 652 440 348 1,847 

 

 

表 2.4.4-2 放射線業務従事者解除件数（2020 年度） 

   四半期毎 

登録者区分 
第 1四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 合 計 

職員等 7 8 8 39 62 

ユーザー 11 1 2 707 721 

外来業者 26 268 209 444 947 

合 計 44 277 219 1,190 1,730 
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2.5 放射線安全管理設備の管理 
放射線安全管理設備の製作、点検・保守、整備については、建設時の予算の関係からＪＡＥＡ

とＫＥＫとで所掌を分担し行っているが、一体的運用を行うためにその設計思想、運用方針は統

一されている。 

放射線安全管理設備に関わる故障・トラブルの発生件数の推移については、経年劣化を考慮す

る段階となっていることが示唆されている。そのため、2020 年度は入退出管理設備のうち一部の

ターミナルコントローラ、入退出管理用計算機及び ID リーダ等の更新を行った。 

（関 一成） 
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2.5.1 放射線安全管理設備の概要 

放射線安全管理設備は、放射線監視設備、入退出管理設備、放射線集中監視システムにより構

成されている。 

放射線監視設備は、加速器の運転にともなって発生する放射線により変動する線量当量率を測

定するエリアモニタ、排気中のガス状及びダ放射性塵埃状の放射性物質の量を測定する排気モニ

タ、加速器トンネル内または作業環境中のガス状放射性物質の量を測定する室内ガスモニタから

構成される。エリアモニタには、管理区域境界における積算線量を測定し、所定のしきい値を超

えた場合にビーム運転を自動的に停止するインターロック機能も含まれている。 

入退出管理設備は、管理区域への入域制限、立入り記録の作成・保存を行う。放射線業務従事

者や見学者が管理区域へ入域する際には、入域者の立入り許可条件を判断し、立入りできない区

域への入域制限を行う必要がある。入退出管理設備は、個人線量計と一体となった ID 素子及び見

学者等に貸与される ID カードにより入域制限を行う。放射線発生装置室への入室に際しては、発

生装置使用中に立入りを禁止するインターロックが設置されている。法令に規定されたインター

ロック機器としては、非常停止スイッチ、発生装置室通常口ドア、パーソナルキー（PK）等が設

置され、自主的に設置されたインターロック機器である放射線エリアモニタ、電流モニタ等とと

もにパーソネル・プロテクション・システム（Personnel Protection System,PPS）を構成してい

る。また、発生装置室への立入りに際しては入域者全員に警報付ポケット線量計（APD）の携帯を

義務付けている（ハドロンＢラインを除く）。入退出管理設備は、PK、APD と連動した発生装置室

への入域管理、及び退域時の PK 返却の確認、APD 指示値の読み取りを行う（ハドロンＢラインを

除く）。さらに、発生装置使用室など汚染が予想される区域を退出する際には、作業者や搬出物品

の汚染を検査する必要がある。この様な区域の出口には、体表面モニタ、搬出物品モニタ、ハン

ドフットクロスモニタが設置され、自動で汚染を検査することが可能である。 

放射線集中監視システムは、放射線監視設備が測定したデータ及び入退出管理設備が管理した

入退出情報を収集・記録し集中監視するとともに、一定期間保管する。 

表 2.5.1-1 に、2020 年度までの放射線安全管理設備に関わる故障・トラブルの発生件数を示

す。また、図 2.5.1-1 に年度毎の故障・トラブル発生件数の推移をグラフに示す。ＪＡＥＡの放

射線管理設備は、2007 年度の運用開始から 13 年が経過し、徐々に経年劣化の兆候のある機器が

散見されるようになった。放射線監視設備については、伝送器の液晶ディスプレイ(LCD)故障が増

加しているが、メーカによる修理を適宜実施するとともに、交換用の予備を一定数確保して故障

発生時に備えている。入退管理設備では、物質・生命科学実験施設（ＭＬＦ）の利用運転に伴い

多数のユーザー利用があるため、ハンドフットクロスモニタや物品搬出モニタの使用頻度が増加

し、近年、遮光膜破損等の故障件数が増加していた。対策として、放射線業務従事者の教育で遮

光膜破損の原因と適切な使用方法について周知しており、2020 年度については故障件数が減少し

た。放射線集中監視システムでは、メディアコンバータ、PLC の不具合が発生したが、予備品と交

換し復旧させた。 

ＫＥＫの放射線安全管理設備の全体の傾向は、ＪＡＥＡの放射線管理設備と同様に稼働後の初

期不良期間を経て落ち着きつつあるが、稼働年数が 10 年を超え、今後は経年劣化による故障等の

増加が見込まれる。放射線監視設備では、これまで余り例の無かったデータロガーやダストモニ
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タ用流量計の故障が発生している。入退出管理設備では ID リーダの故障が多い。原因は経年劣化

によるハードディスクドライブの不良や、マザーボードの故障等で予備品との交換により復旧し

ている。この他にゲートモニタの光電センサ、液晶ディスプレイの故障等が発生した。集中監視

システムでは統括モジュールや CAMAC モジュールが故障したが、いずれも予備品との交換で復旧

した。 

（穗積 憲一） 

 
表 2.5.1-1 放射線安全管理設備に係わる故障・トラブルの発生件数 

                         （2007 年度から 2020 年度） 

 
放射線監視設備 入退出管理設備 

放射線集中監視 
システム 

ＪＡＥＡ ＫＥＫ ＪＡＥＡ ＫＥＫ ＪＡＥＡ ＫＥＫ 

2007 年度 20 － 30 － 36 － 

2008 年度 13 5 42 237 23 12 

2009 年度 9 37 17 319 9 52 

2010 年度 2 22 23 192 12 6 

2011 年度 9 11 21 144 12 5 

2012 年度 8 11 24 74 16 9 

2013 年度 7 13 54 17 23 4 

2014 年度 10 18 46 63 18 4 

2015 年度 10 8 33 35 11 9 

2016 年度 12 5 31 38 15 16 

2017 年度 8 7 39 45 10 6 

2018 年度 11 6 38 43 5 6 

2019 年度 7 1 35 29 5 5 

2020 年度 3 7 26 18 4 6 
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図 2.5.1-1 放射線安全管理設備に係わる年度毎のトラブル・故障の総発生件数の推移 
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2.5.2 放射線安全管理設備の点検・保守 
Ｊ－ＰＡＲＣにおける放射線安全管理を適切に行うにあたり、放射線安全管理設備及び放射線

管理用測定機器の点検・保守・校正は必要不可欠である。Ｊ－ＰＡＲＣでの放射線安全管理設備

及び放射線管理用測定機器の点検・保守・校正は、維持管理予算の制約から「当該設備・機器を

整備した側が担当する」という原則に基づいて、ＪＡＥＡとＫＥＫが分担して実施している。 

(1) 放射線安全管理設備 
放射線安全管理設備は、放射線監視設備、入退出管理設備、放射線集中監視システムにより構

成されている。これらの設備は、原則として連続稼働設備であるため、各機器の健全性が確保さ

れ、機能が維持されていることを毎年度 1 回の定期点検で確認している。放射線エリアモニタの

線源校正などについては、所掌区分に応じて、ＪＡＥＡ原子力科学研究所放射線管理部線量管理

課（原科研線量管理課）又はＫＥＫ放射線科学センターに依頼して実施している。また設置後 10

年を経過し経年劣化の兆候とも考えられる故障の増加がみられるため、それらの更新作業を併せ

て実施している。 

放射線監視設備、放射線集中監視システムは、加速器の運転中に稼働が必要な設備のため、加

速器が長期間停止する夏期のメンテナンス期間中に点検を実施している。 

入退出管理設備については、原則、加速器の運転に伴いトンネル等の管理区域への入退出が少

なくなる運転期間中に点検を実施している。 

2020 年度において点検・保守の対象とした放射線安全管理設備の種類及び保有台数を表 

2.5.2-1 に示す。 

(2) 放射線管理用測定機器 
サーベイメータ、放射能自動測定装置、液体シンチレーション式計数装置、ガンマ線核種分析

装置等の放射線管理用測定機器は、使用頻度に関係なく常に正常な測定が行えるよう維持する必

要がある。これらの測定機器については、日常点検を規定の頻度（サーベイメータ類で週１回、

その他の測定機器では測定又は使用のつど）で行うとともに、定期点検・校正を毎年度１回の頻

度で実施している。なお、サーベイメータの定期点検については、所掌区分に応じて、原科研線

量管理課又はＫＥＫ放射線科学センターに依頼して実施している。また、125Ｉ用サーベイメータ、

電離箱式サーベイメータ（β線用）や可搬型ガスモニタについては、原科研線量管理課又はＫＥ

Ｋ放射線科学センターにて校正設備が整っていないため、製造メーカで点検校正を実施している。

保有台数の多い警報付ポケット線量計の点検校正は、外部業者に依頼している。 

2020 年度において点検又は保守の対象とした放射線管理用測定機器の種類及び保有台数を表

2.5.2-2 に示す。 

（山崎 寛仁） 

 

  

JAEA-Review 2021-057 

- 52 - 

 

図 2.5.1-1 放射線安全管理設備に係わる年度毎のトラブル・故障の総発生件数の推移 
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表 2.5.2-1 2020 年度に点検・保守の対象とした放射線安全管理設備 

設備・装置 種類 
保有台数 

ＪＡＥＡ ＫＥＫ

放
射
線
監
視
設
備 

線量当量率モニタリング設備
中性子線用エリアモニタ 20 19 

γ線用エリアモニタ 30 19 

排気モニタリング設備 

排気ガスモニタ 7 10 

排気ダストモニタ 8 13 

トリチウム捕集装置 11 11 

室内空気モニタリング設備 室内ガスモニタ 8 11 

空気サンプリング設備 
ルーツブロア 12 0 

排気ガスサンプラ 0 10 

排気ダストサンプラ 0 3 

入
退
出
管
理

設
備 

汚染管理装置 
体表面モニタ 4 6 

搬出物品モニタ 8 11 

ハンドフットモニタ 17 12 

被ばく管理装置 
警報付ポケット線量計（APD） 290 275 

APD 自動貸出装置 5 5 

放射線集中監視システム 
サーバ計算機 2 3 

放射線管理用端末 5 4 

入退出管理用計算機 3 4 

 

表 2.5.2-2 2020 年度に点検・保守の対象とした放射線管理用測定機器 

種類 
保有台数 

ＪＡＥＡ ＫＥＫ

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ 

表面汚染検査用（α線用） 5 0 

表面汚染検査用（β線用） 46 28 

表面汚染検査用（H,C 用） 2 1 

表面汚染検査用（125I 用） 1 4 

γ・Ｘ線用 

電離箱式 20 9 

NaI(Tl)シンチレーション式 29 9 

GM 管式 11 6 

GM 管式（高線量率計） 8 3 

Si 半導体検出器式 3 0 

β線用 電離箱式 1 0 

中性子線用 比例計数管式（レムカウンタ） 15 4 

放射能自動測定装置 2 1 

液体シンチレーション式計数装置 4 1 

γ線核種分析装置 3 3 

放射能測定装置 4 0 

可般型ガスモニタ 8 2 
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2.5.3 放射線安全管理設備の増設、新規整備及び更新等 
放射線安全管理設備及び放射線管理用測定機器は、施設の運転・利用状況などに応じて改修・

増設及び新規整備を行っている。また、昨今では経年劣化による故障・トラブルが増加傾向にあ

り、適宜修理に対応するとともに、予防保全のための設備・機器更新を順次行っている。 

2020 年度において、ＪＡＥＡではリニアック施設と物質・生命科学実験棟の入退出管理設備の

うち、ターミナルコントローラと入退出管理用計算機の更新を行った。ＫＥＫでは、ID リーダの

更新を順次行っている。 

表 2.5.3-1 に 2020 年度に新たに整備した放射線安全管理設備及び放射線管理用測定機器を示

す。 

（小杉山 匡史） 

 

表 2.5.3-1 2020 年度に新たに整備した放射線安全管理設備及び放射線管理用測定機器 

 設備・機器名 型式 数量 

ＪＡＥＡ 

可搬型ガスモニタ(電離箱式) DGM-RC74 2 台 

可搬型ガスモニタ 

(プラスチックシンチレーション式) 
MGR-145BR9 1 台 

ハンドフットクロスモニタ MBR-201H 1 台 

中性子エリアモニタ検出器 

(広域エネルギー用) 
NCN20001 1 台 

警報付ポケット線量計 NRG10 20 台

表面汚染検査用サーベイメータ(β(γ)線用) TGS-1146 1 台 

表面汚染検査用サーベイメータ(α線用) TCS-232B 1 台 

電離箱式サーベイメータ AE-133V/Λ2+ 3 台 

電離箱式サーベイメータ ICS-1323 1 台 

比例計数管式サーベイメータ(レムカウンタ) TPS-1451 1 台 

GM 管式(高線量率計)サーベイメータ 6112D/H 1 台 

可搬型ダストサンプラ TH-D5136-Alter-P 1 台 

ＫＥＫ ID リーダ ES-822 9 式 
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表 2.5.2-1 2020 年度に点検・保守の対象とした放射線安全管理設備 

設備・装置 種類 
保有台数 

ＪＡＥＡ ＫＥＫ

放
射
線
監
視
設
備 

線量当量率モニタリング設備
中性子線用エリアモニタ 20 19 

γ線用エリアモニタ 30 19 

排気モニタリング設備 

排気ガスモニタ 7 10 

排気ダストモニタ 8 13 

トリチウム捕集装置 11 11 

室内空気モニタリング設備 室内ガスモニタ 8 11 

空気サンプリング設備 
ルーツブロア 12 0 

排気ガスサンプラ 0 10 

排気ダストサンプラ 0 3 

入
退
出
管
理

設
備 

汚染管理装置 
体表面モニタ 4 6 

搬出物品モニタ 8 11 

ハンドフットモニタ 17 12 

被ばく管理装置 
警報付ポケット線量計（APD） 290 275 

APD 自動貸出装置 5 5 

放射線集中監視システム 
サーバ計算機 2 3 

放射線管理用端末 5 4 

入退出管理用計算機 3 4 

 

表 2.5.2-2 2020 年度に点検・保守の対象とした放射線管理用測定機器 

種類 
保有台数 

ＪＡＥＡ ＫＥＫ

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ 

表面汚染検査用（α線用） 5 0 

表面汚染検査用（β線用） 46 28 

表面汚染検査用（H,C 用） 2 1 

表面汚染検査用（125I 用） 1 4 

γ・Ｘ線用 

電離箱式 20 9 

NaI(Tl)シンチレーション式 29 9 

GM 管式 11 6 

GM 管式（高線量率計） 8 3 

Si 半導体検出器式 3 0 

β線用 電離箱式 1 0 

中性子線用 比例計数管式（レムカウンタ） 15 4 

放射能自動測定装置 2 1 

液体シンチレーション式計数装置 4 1 

γ線核種分析装置 3 3 

放射能測定装置 4 0 

可般型ガスモニタ 8 2 
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2.6 関連業務  
関連業務には、放射性同位元素等による放射性同位元素等の規制に関する法律等に係る申請・

届出、検査対応、内部規程の改訂、放射線安全に関する委員会活動、放射線安全教育がある。放

射線障害防止法等に係る申請・届出については、2020 年度中に行った各施設の変更内容をまとめ

た。また、本件に関連した茨城県原子力安全協定に基づく新増設等計画書の提出についても記載

した。  

検査対応について、2020 年度に行われた施設検査及び定期検査・定期確認について記載した。  

内部規程等の改訂では、2020 年度中に行った「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線

障害予防規程」の改正等について記述した。  

委員会活動では、2020 年度の放射線安全委員会、放射線安全評価委員会及び作業部会の審議事

項についてまとめた。  

放射線安全教育では、管理区域入域前に行う入域前教育訓練、職員等に対して年 1 回行う再教

育訓練（本年度は e-ラーニングにより実施）についてまとめた。  

また、「英語化 ワーキンググループ」を中心に作業を実施している「国際化対応」についても

記載した。 

さらに、「放射線障害の防止に関する業務の改善」について記した。 

（春日井 好己） 
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2.6.1 放射性同位元素等規制法に係る申請 
放射性同位元素等の許可使用に係る変更の許可を申請するため、放射性同位元素等規制法に基

づき、原子力規制委員会宛てに許可使用に係る変更許可申請書を提出している。2020 年度は 1回

の申請を行い、10 月 5 日付で申請を行った（許可は次年度の 2021 年 6 月 9 日付）。各申請におけ

る主な変更の内容について、表 2.6.1-1 に示す。 

また、上記の申請内容が新増設等に該当する場合には、事前に地元自治体の了解を得るために、

茨城県原子力安全協定に基づき新増設等計画書を提出している。2020 年度は、9 月 14 日付で物

質・生命科学実験施設の新増設等計画書を提出した。 

（西藤 文博） 

 

表 2.6.1-1 各施設における主な変更の内容 

[10 月 5 日付申請] 

施設 変更の内容 

物質・生命科学 

実験施設 

・放射線発生装置使用室の変更（高速ミュオン実験装置の新設） 

・低速ミュオン実験装置の延長 

ニュートリノ 

実験施設 
・排水設備（貯留槽）の追加 

全施設 ・事業所境界の変更 
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2.6 関連業務  
関連業務には、放射性同位元素等による放射性同位元素等の規制に関する法律等に係る申請・

届出、検査対応、内部規程の改訂、放射線安全に関する委員会活動、放射線安全教育がある。放

射線障害防止法等に係る申請・届出については、2020 年度中に行った各施設の変更内容をまとめ

た。また、本件に関連した茨城県原子力安全協定に基づく新増設等計画書の提出についても記載

した。  

検査対応について、2020 年度に行われた施設検査及び定期検査・定期確認について記載した。  

内部規程等の改訂では、2020 年度中に行った「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線

障害予防規程」の改正等について記述した。  

委員会活動では、2020 年度の放射線安全委員会、放射線安全評価委員会及び作業部会の審議事

項についてまとめた。  

放射線安全教育では、管理区域入域前に行う入域前教育訓練、職員等に対して年 1 回行う再教

育訓練（本年度は e-ラーニングにより実施）についてまとめた。  

また、「英語化 ワーキンググループ」を中心に作業を実施している「国際化対応」についても

記載した。 

さらに、「放射線障害の防止に関する業務の改善」について記した。 

（春日井 好己） 
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2.6.2 定期検査・定期確認 
Ｊ－ＰＡＲＣンターでは定期検査・定期確認を 5月 20 日から実施することを計画し、4月 27 日

付で定期検査・定期確認を登録検査機関（株式会社 放射線管理研究所）に申請した。しかしなが

ら新型コロナウイルス感染症拡大により、5月 7日に茨城県から「緊急事態措置等の強化・緩和に

係る判断指標（茨城版コロナ Next）」が提示され、定期検査・定期確認の実施予定となる 5 月 20

日時点においても、首都圏との人の往来の自粛要請を継続することが確認された。4月 24 日に原

子力規制庁より「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言を踏まえた放射性同位元素等規制法の

運用について（お知らせ）」が提示され、定期検査・定期確認について、感染症対策上やむを得な

い場合、その時期又は頻度に関し合理的な範囲で弾力的に運用するという方針が示された。定期

検査・定期確認の実施のためには検査官が首都圏から来訪する必要があることから、感染対策上

やむを得ないと判断し、定期検査・定期確認の実施延期を決定した。その後、6月 22 日より定期

検査・定期確認を実施し、定期検査に関しては 2021 年 3 月 30 日付で、定期確認に関しては 2020

年 9 月 29 日付で合格となった。 

定期検査・定期確認の実施日等は表 2.6.2-1 のとおりである。 

（齋藤 究） 

 

表 2.6.2-1 定期検査・定期確認の実施日等 

日程 

検査項目 

定期検査 定期確認 

線量測定 
標識 

排気・排水設備
インターロック 書類確認 

6/22 ＨＤ ＨＤ ― 
放射線管理セク

ション分 

7/20～7/22 ― 

ＲＣＳ， 

ＭＬＦ，ＭＲ，

ＮＵ 

― 
放射線管理セク

ション分 

9/10 ― ＬＩ ― 各施設分 

9/11 ― ― 全施設 ― 

12/8 ＬＩ，ＲＣＳ，ＭＬＦ ― ― ― 

3/19 ＭＲ，ＮＵ ― ― ― 

ＬＩ：リニアック施設 

ＲＣＳ：３ＧｅＶシンクロトロン施設 

ＭＲ：５０ＧｅＶシンクロトロン施設 

ＭＬＦ：物質・生命科学実験施設 

ＨＤ：ハドロン実験施設 

ＮＵ：ニュートリノ実験施設 

  

JAEA-Review 2021-057

- 58 -



JAEA-Review 2021-057 

- 59 - 

2.6.3 施設検査 
2019 年 12 月 6 日申請、2020 年 4 月 28 日付で許可となった、ハドロン実験施設 High-p ビーム

ライン新設とそれに伴う遮へい体構造の変更他に対する施設検査を、定期検査の一部を兼ねて

2020 年 6 月 22 日に受検し、6月 24 日付で合格となった。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、施設検査を行った登録検査機関に「行動記録と健

康観察」、「来訪者体調確認表」の協力をいただいた。また、ＪＡＥＡ原子力科学研究所構内の滞

在時間を必要最小限にするため、事前の変更概要説明、インターロック及び遮へい構造の書類検

査は原子力科学研究所構外のＫＥＫ東海一号館で実施した。 

（山崎 寛仁） 
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2.6.2 定期検査・定期確認 
Ｊ－ＰＡＲＣンターでは定期検査・定期確認を 5月 20 日から実施することを計画し、4月 27 日

付で定期検査・定期確認を登録検査機関（株式会社 放射線管理研究所）に申請した。しかしなが

ら新型コロナウイルス感染症拡大により、5月 7日に茨城県から「緊急事態措置等の強化・緩和に

係る判断指標（茨城版コロナ Next）」が提示され、定期検査・定期確認の実施予定となる 5 月 20

日時点においても、首都圏との人の往来の自粛要請を継続することが確認された。4月 24 日に原

子力規制庁より「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言を踏まえた放射性同位元素等規制法の

運用について（お知らせ）」が提示され、定期検査・定期確認について、感染症対策上やむを得な

い場合、その時期又は頻度に関し合理的な範囲で弾力的に運用するという方針が示された。定期

検査・定期確認の実施のためには検査官が首都圏から来訪する必要があることから、感染対策上

やむを得ないと判断し、定期検査・定期確認の実施延期を決定した。その後、6月 22 日より定期

検査・定期確認を実施し、定期検査に関しては 2021 年 3 月 30 日付で、定期確認に関しては 2020

年 9 月 29 日付で合格となった。 

定期検査・定期確認の実施日等は表 2.6.2-1 のとおりである。 

（齋藤 究） 

 

表 2.6.2-1 定期検査・定期確認の実施日等 

日程 

検査項目 

定期検査 定期確認 

線量測定 
標識 

排気・排水設備
インターロック 書類確認 

6/22 ＨＤ ＨＤ ― 
放射線管理セク

ション分 

7/20～7/22 ― 

ＲＣＳ， 

ＭＬＦ，ＭＲ，

ＮＵ 

― 
放射線管理セク

ション分 

9/10 ― ＬＩ ― 各施設分 

9/11 ― ― 全施設 ― 

12/8 ＬＩ，ＲＣＳ，ＭＬＦ ― ― ― 

3/19 ＭＲ，ＮＵ ― ― ― 

ＬＩ：リニアック施設 

ＲＣＳ：３ＧｅＶシンクロトロン施設 

ＭＲ：５０ＧｅＶシンクロトロン施設 

ＭＬＦ：物質・生命科学実験施設 

ＨＤ：ハドロン実験施設 

ＮＵ：ニュートリノ実験施設 
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2.6.4 内部規程等の改正 
Ｊ－ＰＡＲＣの放射線安全に係る内部規程のうち、放射線管理セクションが改正案などの検討

を行っているものを以下に示す。 

① 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程 

② 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程細則 

③ 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射性物質等事業所内運搬規則 

④ 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）エックス線装置保安規則 

⑤ 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線安全評価委員会規則 

⑥ Ｊ－ＰＡＲＣセンター事故等通報規則 

これらの内部規程は、Ｊ－ＰＡＲＣの変更許可申請の状況、施設の運用状況及び法令改正等に

合わせて、適宜、見直し改正を行っている。 

2020 年度における内部規程の改正は、「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防

規程」、「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程細則」、「大強度陽子加速器

施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射性物質等事業所内運搬規則」、「Ｊ－ＰＡＲＣセンター事故等通報規則」

の 4件であった。 

主な改正点は以下のとおりである。 

「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程」については、法令改正に伴う

法律名称（放射性同位元素元素等規制法）の変更、眼の水晶体に係る被ばく限度の法令改正を見

据えた反映及び記載の適正化などを行った。 

「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程細則」については、「大強度陽子

加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程」の改正内容を反映し、関連条文の適正化及び

見直しなどを行った。 

「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射性物質等事業所内運搬規則」については、Ｊ－

ＰＡＲＣ事業所の境界の変更に伴う適正化を行った。 

「Ｊ－ＰＡＲＣセンター事故等通報規則」については、法令改正に伴う法律名称の変更を反映

するとともに、記載の適正化を行った。 

また、Ｊ－ＰＡＲＣにおける放射線作業等の実運用を行う上で必要な手続き及び様式等を纏め

た「放射線安全ガイドブック」について、効率的によりよい運用ができるよう改正し、Ｊ－ＰＡ

ＲＣ内の各種手続きに用いることができた。 

更に、Ｊ－ＰＡＲＣの放射線管理に関する実務内容を纏めた「放射線管理要領」を改正し、放

射線管理セクション員等が円滑に放射線管理業務を行うことができた。 

（佐藤 浩一） 
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2.6.5 委員会活動 
Ｊ－ＰＡＲＣは、ＪＡＥＡ・ＫＥＫの２者申請による放射線事業所である。Ｊ－ＰＡＲＣの放

射線安全に関する重要な事項を両機関で一元的に検討するために、両長の諮問会議としてＪ－Ｐ

ＡＲＣ放射線安全委員会が組織されている。またＪ－ＰＡＲＣセンター内で放射線安全に関する

事項を検討するために、放射線安全評価委員会が設置されている。 

2020 年度は、Ｊ－ＰＡＲＣ放射線安全委員会が 2回、放射線安全評価委員会が 3回開催された。

なお、新型コロナウイルスによる感染拡大防止のため、Ｊ－ＰＡＲＣ放射線安全委員会はフルリ

モートで、放射線安全評価委員会は一部リモート（東海地区勤務者以外）での開催となった。 

また、放射線安全評価委員会には、特定の技術的項目等を検討するための作業部会が設けられ

ている。2020 年度は、常設の運転手引専門部会が 1回、インターロック専門部会が 2回開催され

たほか、COMET 特別部会が 3回、「ビーム増強に伴う実験施設の放射線安全」特別部会が 3回開催

された。  

表 2.6.4-1 に、2020 年度の放射線安全に係る委員会の活動状況を示す。 

（西藤 文博） 

 

表 2.6.4-1 2020 年度 放射線安全に係る委員会の活動状況(1/2) 

回 開催日 主な内容 

Ｊ－ＰＡＲＣ放射線安全委員会 

第 35 回 2020/08/06 ・2020 年度変更申請計画の方針について 

第 36 回 2021/03/22 
・所期計画を超える出力増強等について 
・2021 年度変更許可申請計画について 

放射線安全評価委員会 

第 27 回 2020/07/29 

・変更許可申請（ニュートリノ実験施設）について 

・エックス線装置の設置について 

・放射線障害予防規程等の一部改正について 

第 28 回 2020/10/16 
・放射線障害予防規程細則の一部改正について 
・運転手引の改正方針について 

第 29 回 2021/03/12 
・変更許可申請（ニュートリノ実験施設）について 
・エックス線装置の設置について 

 

作業部会（専門部会） 

回 開催日 主な内容 

運転手引専門部会 

第 18 回 2020/09/30 ・MLF 運転手引、HD 運転手引、NU 運転手引の改訂について 

インターロック専門部会 

第 10 回 2020/06/12 ・インターロック取扱手引の改訂について 

第 11 回 2021/02/10 ・ハドロン Cライン PPS インターロックについて 
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2.6.4 内部規程等の改正 
Ｊ－ＰＡＲＣの放射線安全に係る内部規程のうち、放射線管理セクションが改正案などの検討

を行っているものを以下に示す。 

① 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程 

② 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程細則 

③ 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射性物質等事業所内運搬規則 

④ 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）エックス線装置保安規則 

⑤ 大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線安全評価委員会規則 

⑥ Ｊ－ＰＡＲＣセンター事故等通報規則 

これらの内部規程は、Ｊ－ＰＡＲＣの変更許可申請の状況、施設の運用状況及び法令改正等に

合わせて、適宜、見直し改正を行っている。 

2020 年度における内部規程の改正は、「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防

規程」、「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程細則」、「大強度陽子加速器

施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射性物質等事業所内運搬規則」、「Ｊ－ＰＡＲＣセンター事故等通報規則」

の 4件であった。 

主な改正点は以下のとおりである。 

「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程」については、法令改正に伴う

法律名称（放射性同位元素元素等規制法）の変更、眼の水晶体に係る被ばく限度の法令改正を見

据えた反映及び記載の適正化などを行った。 

「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程細則」については、「大強度陽子

加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程」の改正内容を反映し、関連条文の適正化及び

見直しなどを行った。 

「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射性物質等事業所内運搬規則」については、Ｊ－

ＰＡＲＣ事業所の境界の変更に伴う適正化を行った。 

「Ｊ－ＰＡＲＣセンター事故等通報規則」については、法令改正に伴う法律名称の変更を反映

するとともに、記載の適正化を行った。 

また、Ｊ－ＰＡＲＣにおける放射線作業等の実運用を行う上で必要な手続き及び様式等を纏め

た「放射線安全ガイドブック」について、効率的によりよい運用ができるよう改正し、Ｊ－ＰＡ

ＲＣ内の各種手続きに用いることができた。 

更に、Ｊ－ＰＡＲＣの放射線管理に関する実務内容を纏めた「放射線管理要領」を改正し、放

射線管理セクション員等が円滑に放射線管理業務を行うことができた。 

（佐藤 浩一） 
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表 2.6.4-1 2020 年度 放射線安全に係る委員会の活動状況(2/2) 

作業部会（特別部会） 

回 開催日 主な内容 

COMET 特別部会 

第 1回 2020/09/17 
・ハドロン実験施設 COMETビームラインの特性を踏まえた放射線安

全に関すること 
・COMET ビームラインの使用に伴うリスクの評価と対策に関する 
こと 

・Aライン、Bラインを含むハドロン実験施設における放射線評価・
安全システムの構築に関すること 

・その他必要な放射線安全に係わる事項 

第 2回 2020/12/03 

第 3 回 2021/02/26 

「ビーム増強に伴う実験施設の放射線安全」特別部会 

第 1回 2020/10/07 
・ニュートリノ実験施設において 750kW を超えるビームを利用す

る際の放射線安全全般について 
・その他必要な放射線安全に係わる事項 

第 2回 2020/12/21 

第 3 回 2021/03/03 
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2.6.6 放射線安全教育 
Ｊ－ＰＡＲＣの放射線業務従事者への放射線安全教育は、放射線管理セクションが実施してい

る。法令改正により、業務従事者への教育訓練は各項目の最低限な時間数として規定され、各事

業所にて、その使用形態に応じて適切な時間数を定めることが求められることになった。これを

受けて、教育の項目及び時間数について見直しを行い 1)、2019 年度から新たなカリキュラムによ

り実施している。 

 

(1) Ｊ－ＰＡＲＣ入域前教育 
「Ｊ－ＰＡＲＣ管理区域入域前教育訓練」（Ｊ－ＰＡＲＣ入域前教育）は、放射線業務従事者と

してＪ－ＰＡＲＣの管理区域に入域する者を対象とした放射線安全教育である。 

本教育では、放射線発生装置・密封放射性同位元素の安全取扱いの基礎、放射線障害の防止に

関する法令、Ｊ－ＰＡＲＣ放射線障害予防規程及び関連する内部規則、Ｊ－ＰＡＲＣの安全設備

等の項目について実施している。 

職員等及び外来業者については、原則として毎週月曜日及び水曜日に実施している。一方、ユ

ーザーについては、ユーザーの利便性を考慮し、ユーザーズオフィスに依頼して適宜実施してい

る。 

教育に用いるビデオ等の教材は放射線管理セクションで作成している。職員・外来業者とユー

ザーでは管理区域に入域する目的や場所が異なるため、職員・外来業者用とユーザー用（日本語・

英語版）をそれぞれ用意している。また本教育の受講時には、Ｊ－ＰＡＲＣで放射線作業を行う

上で必要な項目が収録されているＪ－ＰＡＲＣ放射線作業ハンドブックを配布しているが、ハン

ドブックについても職員・外来業者用とユーザー用（日本語・英語版）を用意している（図 2.6.6-

1 参照）。なお、ビデオ及びハンドブックの内容は、規程類の改正内容の反映やアンケート等で収

集した意見を参考に、毎年度更新している。  

2020 年度のＪ－ＰＡＲＣ入域前教育の受講者数は、ＪＡＥＡ・ＫＥＫ職員等が 59 名、外来業

者が 866 名、ユーザーが 382 名であった。 

 

(2) 再教育訓練 
「Ｊ－ＰＡＲＣ放射線業務従事者再教育訓練」（再教育訓練）は、既にＪ－ＰＡＲＣ放射線作業

従事者に認定されている者を対象とした放射線安全教育である。 

 ・職員等への再教育 

 ＪＡＥＡ・ＫＥＫ職員等を対象とした再教育訓練の内容は、「緊急時対応に関する教育」、「放

射線の人体への影響～X 線 CT と放射線リスク～」、「放射線管理セクションからの注意事項等」

であり、法令に定められている全ての教育訓練項目が含まれたものとなっている。2020 年度は、

新型コロナウイルス感染拡大予防のため、e-ラーニングを利用した再教育訓練を 10 月～12 月

に実施した（詳細については、5.4 を参照）。前述される e-ラーニング受講期間に受講出来な

かった対象者については、e-ラーニングコンテンツをビデオに再構成して、別途、再教育を実

施した。なお、外国人職員等を対象とした英語による再教育については 12 月 18 日にオンライ

ン会議システムを併用して実施した。 
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表 2.6.4-1 2020 年度 放射線安全に係る委員会の活動状況(2/2) 

作業部会（特別部会） 

回 開催日 主な内容 

COMET 特別部会 

第 1回 2020/09/17 
・ハドロン実験施設 COMETビームラインの特性を踏まえた放射線安

全に関すること 
・COMET ビームラインの使用に伴うリスクの評価と対策に関する 
こと 

・Aライン、Bラインを含むハドロン実験施設における放射線評価・
安全システムの構築に関すること 

・その他必要な放射線安全に係わる事項 

第 2回 2020/12/03 

第 3 回 2021/02/26 

「ビーム増強に伴う実験施設の放射線安全」特別部会 

第 1回 2020/10/07 
・ニュートリノ実験施設において 750kW を超えるビームを利用す

る際の放射線安全全般について 
・その他必要な放射線安全に係わる事項 

第 2回 2020/12/21 

第 3 回 2021/03/03 

 

  

JAEA-Review 2021-057

- 63 -



JAEA-Review 2021-057 

- 64 - 

2020 年度の再教育の受講対象者は 639 名であり、年度内に対象者全員が受講を完了した。 

・職員等以外への再教育 

法令改正を受け、2019 年度から新たに外来業者やユーザーなど職員等以外を対象とした再教

育訓練を実施している。その内容は、放射線の人体に与える影響、放射線発生装置・密封放射

性同位元素の安全取扱いの基礎、放射線障害の防止に関する法令、Ｊ－ＰＡＲＣ放射線障害予

防規程及び関連する内部規則並びにＪ－ＰＡＲＣの安全設備等と項目数は多いが、ポイントを

絞った内容とすることで受講時間は 30 分に収めている。外来業者とユーザーでは管理区域に

入域する目的や場所が異なるため、ビデオは外来業者用とユーザー用（日本語・英語版）をそ

れぞれ用意している。 

ユーザーを対象とした再教育は、Ｊ－ＰＡＲＣ入域前教育と同様にユーザーズオフィスに依

頼して適宜実施している。一方、外来業者を対象とした再教育は例年、年度初めの 4月に実施

していたが、2020 年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため、各社にＤＶＤを送付

し、再教育を実施した。 

2020 年度の外来業者の受講者数は 514 名、ユーザーの受講者数は 335 名であった。 

2020 年度の月別受講者数を表 2.6.6-1 に示し、外来業者及びユーザーの教育訓練受講総数の年

度推移を図 2.6.6-2 に示す 

 

(3) 理解度確認 
受講者が教育の内容をどの程度理解したかを把握するため、初期教育及び再教育の受講時に理

解度確認を実施している。理解度確認の内容はＪ－ＰＡＲＣ入域前教育で 10 問、職員等以外への

再教育で 5 問程度の正誤問題であり、受講者は、教育の最後に表示される解答を確認して各自で

採点を行い、提出する仕組みとなっている。2020 年度の理解度確認の正答率は、入域前教育及び

再教育訓練で 9 割以上であった。また、理解度確認に併せて、教育の内容に関する要望・意見を

受講者から募集している。理解度確認の集約結果や、受講者から頂いた要望・意見を参考にして、

受講者にとって教育の内容が、より分かりやすいものとなるように、今後も改善を図っていく予

定である。 

（加藤 小織） 
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Review 2019-043,2020, pp.128-129. 
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表 2.6.6-1 月別教育受講者数（2020 年度） 

 受講者身分 4 月 5 月 6 月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 合計

入域

前 

教育 

ＪＡＥＡ・ＫＥＫ職員等 19 9 7 2 1 6 3 3 2 2 3 2 59 

外来業者 79 23 119 206 147 91 60 39 22 35 25 20 866

ユーザー 6 3 59 3 3 6 10 19 120 30 59 64 382

再教育 

ＪＡＥＡ・ＫＥＫ職員等  639※ 639

外来業者 305 209  514

ユーザー 79 11 69 9 5 4 6 11 52 25 33 31 335

月計 488 255 254 220 156 107 79 72 196 92 120 117 2795

※JAEA・KEK 職員等の再教育者は月計に含めない 

 

図 2.6.6-1 Ｊ－ＰＡＲＣ放射線作業ハンドブック 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.6.6-2 年度別教育受講総数（外来業者・ユーザー） 
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2020 年度の再教育の受講対象者は 639 名であり、年度内に対象者全員が受講を完了した。 

・職員等以外への再教育 

法令改正を受け、2019 年度から新たに外来業者やユーザーなど職員等以外を対象とした再教

育訓練を実施している。その内容は、放射線の人体に与える影響、放射線発生装置・密封放射

性同位元素の安全取扱いの基礎、放射線障害の防止に関する法令、Ｊ－ＰＡＲＣ放射線障害予

防規程及び関連する内部規則並びにＪ－ＰＡＲＣの安全設備等と項目数は多いが、ポイントを

絞った内容とすることで受講時間は 30 分に収めている。外来業者とユーザーでは管理区域に

入域する目的や場所が異なるため、ビデオは外来業者用とユーザー用（日本語・英語版）をそ
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ユーザーを対象とした再教育は、Ｊ－ＰＡＲＣ入域前教育と同様にユーザーズオフィスに依

頼して適宜実施している。一方、外来業者を対象とした再教育は例年、年度初めの 4月に実施
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2020 年度の外来業者の受講者数は 514 名、ユーザーの受講者数は 335 名であった。 

2020 年度の月別受講者数を表 2.6.6-1 に示し、外来業者及びユーザーの教育訓練受講総数の年

度推移を図 2.6.6-2 に示す 

 

(3) 理解度確認 
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（加藤 小織） 

参考文献 

1) Ｊ－ＰＡＲＣセンター 安全ディビジョン,Ｊ－ＰＡＲＣ安全管理年報（2018 年度）, JAEA-

Review 2019-043,2020, pp.128-129. 
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2.6.7 国際化対応 
日本語を母国語としない外国人研究者に放射線安全（一般安全も含む）に関する英語対応体制

を整備するために 2014 年に安全ディビジョン内に英語化ワーキンググループが発足し、2020 年

度の主な活動は外国人研究者の再教育であった。 

再教育の内容は、「放射線の人体への影響」、「放射線管理セクションからの報告と注意事項」、

「一般安全からの注意事項」及び「理解度確認テスト」で、日本語の再教育の内容の他に、外国

人にとって有用と思われるものも別途用意した。開催の形式は、新型コロナウイルス感染症拡大

防止の観点から 2名の対面教育と同時に 11 名のオンラインによる講義形式で実施した。再教育の

実施状況を図 2.6.7-1 に示す。教育の最後に実施した理解度確認テストの中に受講者の半数以上

が間違えた問題があったが、受講者からの指摘により、英語の表現に曖昧なところがあり、答え

が一義的に決まらないためとわかった。そこで受講者に対し、再教育終了後にメールにて解説を

送る対応をとった。 

(中村 一) 

 

 
図 2.6.7-1 英語再教育の実施状況 
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2.6.8 継続的な業務改善 
2018 年に改正された「放射性同位元素等の規制に関する法律」の施行規則においては、特定許
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と、を求めている。 
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進セクションリーダーの業務としている。 

2020 年度は、新型コロナウイルスによる感染対策等を考慮し、課題抽出を目的とする調査につ

いては、安全推進セクションが作成する調査票に、主要施設の責任者が回答する形で実施した。

また、安全ディビジョンにおいて、所掌業務の実施状況に関するディビジョン内レビュー会議を

実施した。 

年間の活動の流れを表 2.6.8-1 に示す。 

各施設からの調査表及び安全ディビジョンのレビュー結果を取りまとめ、センター長レビュー

会議において評価を行った結果、非常事態総合訓練の“評価を踏まえた改善”の責任者に関する

予防規程（４８条の２）を見直すこと、応急の措置に関する共通の資機材の整備に関して検討す

ること、事故時の外部への情報提供の手引等の必要性に関する検討すること、業務改善活動の背

景・意義についての教育を行うこと、さらに各施設での議論を主体とした業務改善プロセスの検

討を行うことが必要とされ、これらについての改善計画が策定された。 

（春日井 好己） 

 

表 2.6.8-1 「放射線障害の防止に関する業務の改善」の年間の流れ 

月日 内容 

2020/05/28 放射線障害の防止に関する業務の改善に関する計画書の策定 

 

2020/08～2020/01 

 

調査票による調査 

安全ディビジョンによるレビュー 

2020/11～2020/12 調査票・レビューの取りまとめ・分析 

2020/12/16 センター長によるレビュー会議、改善計画策定の指示 

～2021/02/26 各施設改善計画の策定（以後、計画に基づき実施） 
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3. 一般安全に関わる活動 
一般安全関係の業務としては、(1)一般安全管理：一般安全検討会や各種安全専門部会等の活動、

安全審査・現場査察、規定・要領等の作成と改正検討、講習会開催 等 (2)安全衛生管理：センタ

ー安全衛生会議の開催、安全衛生に係る教育訓練、安全巡視 等 (3)危機管理：事故トラブル対応、

地震対応、連絡系統図の管理・更新、緊急時対応用品の管理・保守 等 (4)安全対策活動：安全情

報・水平展開への対応 等 を実施している。安全文化醸成に関わる活動については、4章に記載

する。 

2020 年度は、これまでの安全に関わる取り組みに加え、新型コロナウイルス感染症に対する特

別な配慮が必要となった。各現場作業では、作業前の手指や機器の消毒、作業空間の通気性の確

保、感染拡大防止器具の設置、マスクやフェイスシールドの着用、作業者同士の距離確保などの

多くの対策を行った上で作業が実施された。人が集まる打ち合わせを最小限とすることや、従来

最良と考えていた作業方法の変更が必要になる等の状況が発生する場合もあったものと考えられ

る。これらの追加措置は感染症対策としては重要で不可欠なものであるが、一方で、従来から作

業安全確保のために重要視されてきた、事前や作業中の対面での打ち合わせや、自由度の高い作

業エリアや視界の確保、熱中症対策などが行いづらい状況も一部に発生した。このような困難な

状況にもかかわらず、各グループや作業現場では工夫が重ねられ、必要な安全性と作業性を確保

した上で、感染防止にも取り組んでいる様子が多くの場面で見られた。安全ディビジョンの活動

においても、会議や安全教育、実技講習会、訓練活動、安全衛生巡視等において、最小限の人数

での実施や、リモート機器の活用、消毒の徹底などの感染症対策をとり、必要な活動を実施した。 

今後も当面の期間は、新型コロナウイルスとの共存を意識した上での業務活動が求められると

考えられるが、感染症対策を重視しすぎることで、他のより重要な安全衛生配慮が不十分となら

ないよう、良好な取り組み事例の共有や、安全上欠くことのできない特に重要な注意事項につい

ての改めての呼びかけなどに気を配っていくことが、これまで以上に重要である。 

ＪＡＥＡ原子力科学研究所及びＫＥＫ東海キャンパスとも連携し、各施設やセクション、一般

安全検討会/専門部会等と協力して、Ｊ－ＰＡＲＣの活動に適した安全活動を目指して、改善のた

めの検討を継続する。 

（別所 光太郎） 
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3.1 管理体制及び業務内容 
Ｊ－ＰＡＲＣはＪＡＥＡとＫＥＫが共同で管理・運営する施設であることから、一般安全管理

については、両機関において締結された「大強度陽子加速器施設の運営に関する基本協力協定」

及び「大強度陽子加速器施設の一般安全管理等に関する実施協定（一般安全に関する実施協定）」

に基づき、放射線安全管理を除く安全管理（一般安全管理）に関する業務と、緊急時の通報連絡

などに係る業務をＪ－ＰＡＲＣセンター 安全ディビジョン 安全推進セクションが中心となって

実施している。 

Ｊ－ＰＡＲＣセンターにおける一般安全管理に係る諸規定の整備、法令に基づく届出、緊急時

の通報連絡及び対応等については、上述の一般安全管理等に関する実施協定において以下のよう

に定められており、これらに基づき安全管理業務を遂行している。 

 

a)Ｊ－ＰＡＲＣセンター長は、Ｊ－ＰＡＲＣの労働安全衛生法、高圧ガス保安法、その他安全衛

生に関する法令に基づく一般安全管理に関し、ＪＡＥＡ／ＫＥＫ両機関の関係内部規定と整合

したＪ－ＰＡＲＣ諸規定を整備する（ただし、消防法並びに電気事業法に関するものを除く）。 

b)Ｊ－ＰＡＲＣが設置されているＪＡＥＡ原子力科学研究所の長（原子力科学研究所長）及びＫ

ＥＫ東海キャンパスの長（東海キャンパス所長）は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター長の依頼により、

a)の安全管理等に関する法令に基づく届出、申請及び報告に関する業務を行う。 

c)緊急時の通報連絡等及び地元自治体との原子力安全協定に基づく対応については、ＪＡＥＡ原

子力科学研究所の事故対策規則、地震対応要領、原子力安全協定によるものとする。 

d)Ｊ－ＰＡＲＣセンター長は、Ｊ－ＰＡＲＣにおいて災害・事故等が発生した場合の通報連絡及

び現場対応について、Ｊ－ＰＡＲＣ諸規定及び体制を整備するとともに、現場における対応を

総括する責任を有する。 

 

2020 年度における、一般安全管理体制及び一般安全に係る責任者等を表 3.1-1 及び図 3.1-1 に

示す。 

（春日井 好己） 
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表 3.1-1 一般安全に係る責任者等（2020 年度） 

責任者等名 選任条件 責任者等氏名 

安全衛生管理統括者 センター長（職位指定） 齊藤 直人 

安全衛生管理副統括者 
副センター長のうちから

センター長が指名 
石井 哲朗 

センター安全主任者 
安全ディビジョン長 

（職位指定） 
宮本 幸博 

安全衛生管理者 

センター安全主任者の意

見を聴いて、センター長

が指名 

佐藤 浩一、菅原 正克 

一般安全検討会 委員長 
安全ディビジョン長 

（職位指定） 
宮本 幸博 

専門部会 部会長 センター長指名 

高圧ガス専門部会：槙田 康博 

電気保安専門部会：岡村 勝也 

機械安全専門部会：木下 秀孝 

環境安全専門部会：別所 光太郎 

レーザー安全専門部会：武井 早憲

 

 

図 3.1-1 一般安全に係る安全管理体制図（2020 年度） 
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3.2 一般安全検討会等活動 
3.2.1 一般安全検討会 
Ｊ－ＰＡＲＣの一般安全に係る安全管理体制は、図 3.1-1 に示すとおりであり、安全衛生管理

統括者（センター長）の安全衛生に関する諮問機関として一般安全検討会を設置している。 

一般安全検討会委員は、3.2.2 に示す各専門部会の部会長のほか、Ｊ－ＰＡＲＣセンター構成員

の中からセンター長が指名した者で構成される。委員は、委員長を含め 17 名である。 

一般安全検討会では、安全衛生管理統括者の諮問に応じ、安全衛生管理上重要な設備等の安全

審査、規定類の制定・改定・廃止に係る審議と答申を行う。 

2020 年度における一般安全検討会の開催状況を表 3.2.1-1 に示す。 

（西藤 文博） 

 

表 3.2.1-1 2020 年度 一般安全検討会の開催状況 

回 開催日 主な内容 

第 33 回 

（メール審議） 
2021/03/03 

・ＪＡＥＡ原子力科学研究所地震対応要領の改定に伴う「Ｊ－

ＰＡＲＣセンター地 震対応要領」の改定（「施設点検結果

報告書」様式等の一部改定） 
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表 3.1-1 一般安全に係る責任者等（2020 年度） 

責任者等名 選任条件 責任者等氏名 

安全衛生管理統括者 センター長（職位指定） 齊藤 直人 

安全衛生管理副統括者 
副センター長のうちから

センター長が指名 
石井 哲朗 

センター安全主任者 
安全ディビジョン長 

（職位指定） 
宮本 幸博 

安全衛生管理者 

センター安全主任者の意

見を聴いて、センター長

が指名 

佐藤 浩一、菅原 正克 

一般安全検討会 委員長 
安全ディビジョン長 

（職位指定） 
宮本 幸博 

専門部会 部会長 センター長指名 

高圧ガス専門部会：槙田 康博 

電気保安専門部会：岡村 勝也 

機械安全専門部会：木下 秀孝 

環境安全専門部会：別所 光太郎 

レーザー安全専門部会：武井 早憲

 

 

図 3.1-1 一般安全に係る安全管理体制図（2020 年度） 
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3.2.2 専門部会 
専門部会は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター一般安全検討会運営要項に基づき設置されており、高圧ガ

ス、電気、機械（クレーン、運搬機器等）、環境（化学物質等）、レーザーの専門的事項の審議等を

行う。 

専門部会は、一般安全検討会委員長の諮問に応じ、それぞれに定められた安全確保のための活

動を行う。部会員の構成は、専門部会ごとにＪ－ＰＡＲＣセンター一般安全検討会専門部会運営

要項において定められている。また、同要項により、部会長はセンター長が指名することになっ

ている。 

常設の専門部会としては、以下に示す 5 つの専門部会がある。常設の各専門部会の活動につい

ては 3.2.2.1～3.2.2.5 に示す。 

・高圧ガス専門部会 

・電気保安専門部会 

・機械安全専門部会 

・環境安全専門部会 

・レーザー安全専門部会 

常設の専門部会のみでは扱いきれない特定事案等に対しては、必要に応じて特別部会を設置す

ることができる。2020 年度は、特別部会の設置はなかった。 

また専門部会ではないが、2018 年度に発生した工作機械使用中の負傷事故を受けて、センター

関連施設に設置された工作機械の設置時の安全確認、設置後の巡視、点検、情報交換等を行わせ

るため、工作機械連絡会が設置されている。これについては 3.2.2.6 に記す。 

 

（西藤 文博） 
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3.2.2.1 高圧ガス専門部会 
高圧ガス専門部会の部会員は、一般高圧ガス保安技術管理担当、冷凍高圧ガス保安技術管理担

当、Ｊ－ＰＡＲＣセンター構成員で高圧ガス製造設備又は冷凍設備の安全維持に責任を有する者、

安全推進セクションリーダー、その他、部会長の推薦に基づき安全ディビジョン長が認めた専門

的知識を有する者で構成される。2020 年度の部会員は、部会長を含め 9名である。 

高圧ガス専門部会では、一般安全検討会の委員長の諮問に応じ、高圧ガスに対する安全を確保

するための保安計画、年間計画策定等、必要な施策に関して安全衛生上重大な影響があると思わ

れる事項、高圧ガス製造装置の設置及び変更に関してセンター長が必要と認めた事項、Ｊ－ＰＡ

ＲＣセンター高圧ガス製造施設等安全管理規定及び関連規則、基準等の制定、改定及び廃止に係

る審議と答申を行う。 

高圧ガス専門部会活動を補完するため、Ｊ－ＰＡＲＣセンター高圧ガス製造施設等安全管理規

定に基づき、各製造施設の保安係員、冷凍保安責任者等による高圧ガス安全連絡会が設置されて

いる。高圧ガス安全連絡会は、四半期に 1 回を基本に開催され、各製造施設の安全及び保安に関

する報告、確認、情報交換等を行っている。 

2020 年度における高圧ガス専門部会及び高圧ガス安全連絡会の開催状況を表 3.2.2.1-1 に示

す。 

（齋木 武） 

 

 

 

 

表 3.2.2.1-1 2020 年度 高圧ガス専門部会及び高圧ガス安全連絡会の開催状況（1/2） 

回 開催日 主な内容 

第 19 回  

高圧ガス 

専門部会 

2020/10/16 

・Ｊ－ＰＡＲＣセンター高圧ガス製造施設運転要領の制定に

ついて審議（中性子源用モデレータ冷却システム及び液体

窒素貯槽（中性子源用モデレータ冷却システム）） 

第 20 回 

高圧ガス 

専門部会

(メール) 

2021/03/20 

・2020 年度のＪ－ＰＡＲＣセンター高圧ガス保安計画の実績

報告 

・高圧ガス安全連絡会議事録（4回分）の報告 

・保安パトロールの報告 

・ボンベ（可搬式高圧ガス容器）管理に関する調査結果の報告

第 1回  

高圧ガス 

安全連絡会 

(メール) 

2020/04/20 

～ 

2020/05/11 

・2020 年度年間計画表の確認 

・2020 年度高圧ガス連絡会名簿の確認 

・工事等に関する計画の進捗状況及び各施設からの報告 

・高圧ガス保安パトロールの実施場所の確認 

・高圧ガス連絡会の開催について 
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3.2.2 専門部会 
専門部会は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター一般安全検討会運営要項に基づき設置されており、高圧ガ

ス、電気、機械（クレーン、運搬機器等）、環境（化学物質等）、レーザーの専門的事項の審議等を

行う。 

専門部会は、一般安全検討会委員長の諮問に応じ、それぞれに定められた安全確保のための活

動を行う。部会員の構成は、専門部会ごとにＪ－ＰＡＲＣセンター一般安全検討会専門部会運営

要項において定められている。また、同要項により、部会長はセンター長が指名することになっ

ている。 

常設の専門部会としては、以下に示す 5 つの専門部会がある。常設の各専門部会の活動につい

ては 3.2.2.1～3.2.2.5 に示す。 

・高圧ガス専門部会 

・電気保安専門部会 

・機械安全専門部会 

・環境安全専門部会 

・レーザー安全専門部会 

常設の専門部会のみでは扱いきれない特定事案等に対しては、必要に応じて特別部会を設置す

ることができる。2020 年度は、特別部会の設置はなかった。 

また専門部会ではないが、2018 年度に発生した工作機械使用中の負傷事故を受けて、センター

関連施設に設置された工作機械の設置時の安全確認、設置後の巡視、点検、情報交換等を行わせ

るため、工作機械連絡会が設置されている。これについては 3.2.2.6 に記す。 

 

（西藤 文博） 
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表 3.2.2.1-1 2020 年度 高圧ガス専門部会及び高圧ガス安全連絡会の開催状況（2/2） 

回 開催日 主な内容 

第 2回  

高圧ガス 

安全連絡会 

2020/07/22 

・工事等に関する計画の進捗状況及び各施設からの報告 

・ボンベ（可搬式高圧ガス容器）管理に関する確認 

・保安パトロール実施 

第 3回  

高圧ガス 

安全連絡会 

2020/11/25 

・工事等に関する計画の進捗状況及び各施設からの報告 

・高圧ガストラブル事象報告（ミュオンＤライン冷凍機用高圧

フレキからのヘリウム漏れ） 

・ボンベ（可搬式高圧ガス容器）管理に関する調査結果 

・保安パトロールの実施 

第 4回  

高圧ガス 

安全連絡会 

2021/02/24 

・工事等に関する計画の進捗状況及び各施設からの報告 

・高圧ガストラブル事象報告 

・2020 年度高圧ガス専門部会開催について 

・2021 年度高圧ガス製造施設年間計画についての確認 
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3.2.2.2 電気保安専門部会 
電気保安専門部会の部会員は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター内に所掌施設を有するディビジョン又は

セクションの電気工作物管理担当者、部会長の推薦に基づき、安全ディビジョン長が認めた専門

的知識を有する者から構成される。2020 年度の部会員は、部会長を含め 12 名である。 

電気保安専門部会では、一般安全検討会委員長の諮問に応じ、電気工作物の工事、維持及び運

用に係る安全を確保するための保安計画、年間計画策定等、必要な施策に関して安全衛生上重大

な影響があると思われる事項、施設の安全確保のための安全パトロール、点検及び法令に基づく

検査等に関すること、Ｊ－ＰＡＲＣセンター電気工作物保安規定及び関連規則、基準等の制定、

改定及び廃止に係る起案、審議等に関することの実務を行う。 

2020 年度における電気保安専門部会の開催状況を表 3.2.2.2-1 に示す。また、2020 年度に実施

した安全パトロール（電気保安巡視）の実施状況を表 3.2.2.2-2 に示す。 

（金子 清二） 

  

表 3.2.2.2-1 2020 年度 電気保安専門部会の開催状況 

回 開催日 主な内容 

第 1回 2020/07/2 

・2020 年度の電気保安専門部会体制について 

・2020 年度の電気保安専門部会の活動内容について 

・副部会長及び次年度の部会長候補者の選出の検討 

・電気安全講演会の詳細について 

・電気安全 DVD の購入の検討 

・電気保安審査の情報共有について 

第 2回 2020/08/24 
・ＫＥＫつくばにおける電気事故に学ぶ 

・2020 年度第 1回電気保安巡視の詳細について 

第 3回 2020/12/21 

・2020 年度第 1回電気保安巡視結果及び対応状況 

・2020 年度第 2回電気保安巡視の詳細について 

・電気安全教育用 DVD 配備の再周知 

第 4回 2021/03/22 

・2020 年度第 1回電気保安巡視結果の対応状況の確認 

・名簿関係の変更内容の確認について 

・2020 年度の電気保安専門部会の活動結果の確認 

・2021 年度の電気保安専門部会の活動内容について 

・電気絶縁用保護具の耐電圧試験について 

・人形峠火災水平展開の指示内容に係る確認及び周知 

・電気保安専門部会長の交代について 
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表 3.2.2.1-1 2020 年度 高圧ガス専門部会及び高圧ガス安全連絡会の開催状況（2/2） 

回 開催日 主な内容 

第 2回  

高圧ガス 

安全連絡会 

2020/07/22 

・工事等に関する計画の進捗状況及び各施設からの報告 

・ボンベ（可搬式高圧ガス容器）管理に関する確認 

・保安パトロール実施 

第 3回  

高圧ガス 

安全連絡会 

2020/11/25 

・工事等に関する計画の進捗状況及び各施設からの報告 

・高圧ガストラブル事象報告（ミュオンＤライン冷凍機用高圧

フレキからのヘリウム漏れ） 

・ボンベ（可搬式高圧ガス容器）管理に関する調査結果 

・保安パトロールの実施 

第 4回  

高圧ガス 

安全連絡会 

2021/02/24 

・工事等に関する計画の進捗状況及び各施設からの報告 

・高圧ガストラブル事象報告 

・2020 年度高圧ガス専門部会開催について 

・2021 年度高圧ガス製造施設年間計画についての確認 
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表 3.2.2.2-2 2020 年度 電気保安巡視の実施状況 

回 開催日 参加人数 巡視施設・コメント等 

第 1回 2020/10/26 13 名 

・５０ＧｅＶシンクロトロン施設（第４電源棟、第

５電源棟、第１機械棟、第２機械棟、第３機械棟）

・指摘事項：制御盤前エリアの確保（措置済み） 
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3.2.2.3 機械安全専門部会 

機械安全専門部会の部会員は、所掌施設を有するディビジョン又はセクションのクレーン等管

理責任者又はクレーン等管理者、専門的知識を有する安全推進セクション員、その他、部会長の

推薦に基づき、安全ディビジョン長が認めた専門的知識を有する者で構成される。2020 年度の部

会員は、部会長を含め 11 名である。 

機械安全専門部会では、クレーン及び特殊自動車等の運搬機器等の使用に関し、災害の発生の

予防及び安全を確保するための保安計画、年間計画策定等、必要な施策における安全衛生上重大

な影響があると思われる事項、施設の安全確保のための安全パトロール、点検及び法令に基づく

検査等に関すること、Ｊ－ＰＡＲＣセンタークレーン及び特殊自動車使用規則並びに関連手引、

基準等の制定、改定及び廃止に係る審議と答申を行う。 

2020 年度の機械安全専門部会の開催状況及び点検・調査の実施状況を表 3.2.2.3-1 に示す。 

（大和田 眞清） 

  

表 3.2.2.3-1 2020 年度 機械安全専門部会の活動状況（1/2） 

種別（回） 開催日 主な内容 

第 22 回 2020/04/16 

・2020 年度の機械安全専門部会体制についての確認 

・2018 年度、2019 年度の機械安全専門部会活動状況報告 

・2020 年度クレーン運転者及び玉掛作業者・フォークリフト 

 運転者リストの確認 

・旧無線設備規則に基づくリモコン更新計画の確認 

・労基署に届出を提出する場合は部会へ報告することについて 

・クレーンの吊上げワイヤーロープの更新に係わる審議 

・クレーン検査におけるコメント等の部会共有について 

・今後の活動予定について 

・安全衛生教育状況について 

暫定的 

臨時点検 

 

2020/04/22 

～ 

2020/05/25 

＜各施設で行うクレーン月例点検について＞ 

・Ｊ－ＰＡＲＣ（ＪＡＥＡ側）で管理するクレーンの月例点検は、

通常Ｊ－ＰＡＲＣのクレーン管理者の依頼に応じＪＡＥＡ原

子力科学研究所工務技術部が実施しているが、新型コロナウイ

ルス感染症対策等の理由で依頼先から対応困難との連絡を受

けた。これを受け機械安全専門部会として以下の対応を行っ

た。 

・暫定措置としてＪ－ＰＡＲＣ施設が主体で点検を行うための

「点検要領」の制定 

・上記に基づくＪ－ＰＡＲＣ施設関係者によるクレーン月例点検

の実施 
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表 3.2.2.2-2 2020 年度 電気保安巡視の実施状況 

回 開催日 参加人数 巡視施設・コメント等 

第 1回 2020/10/26 13 名 

・５０ＧｅＶシンクロトロン施設（第４電源棟、第

５電源棟、第１機械棟、第２機械棟、第３機械棟）

・指摘事項：制御盤前エリアの確保（措置済み） 
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表 3.2.2.3-1 2020 年度 機械安全専門部会の活動状況（2/2） 

回 開催日 主な内容 

各調査 

 

通年 

 

＜安全衛生講習に係わる教育の実績調査＞ 

・クレーン運転者及び玉掛作業者に指名されている者の教育実績

について調査を実施し、指名者の適正化を図った。 

2021/02/20 

～ 

2021/02/26 

＜旧無線設備規則に基づくリモコンの更新状況調査＞ 

・各施設のリモコン更新計画に基づく更新状況及び更新計画の変

更等について、当該施設担当者に調査を実施、その結果につい

て安全ディビジョン長に報告した。 

トラブル等

調査 
 ・特になし 
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3.2.2.4 環境安全専門部会 
環境安全専門部会の部会員は、化学薬品等取扱主任者、Ｊ－ＰＡＲＣセンター一般安全検討会

専門部会運営要項で定めた各ディビジョンの保管庫等管理責任者、部会長の推薦に基づき安全デ

ィビジョン長が認めた専門的知識を有する者から構成されている。2020 年度の部会員は、部会長

を含め 13 名である。 

環境安全専門部会では、化学薬品及び化学物質の導入・取扱いについて、安全衛生上重大な影
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2020年度における環境安全専門部会の開催状況及び保管庫巡視の実施状況を表 3.2.2.4-1 に示

す。 

（田中 武志） 

 

表 3.2.2.4-1 2020 年度 環境安全専門部会の開催状況 

種別（回） 開催日 主な内容 

保管庫巡視 
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保管庫巡視 2020/12/25 
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・安全関係の書類・手続等全般についての押印・記名廃止（手

続き見直し）の検討を踏まえた、化学薬品関係の書類手続

き等の見直し方針（案）について 

・金属アーク溶接作業に関わる溶接ヒュームに関する法改

正について 
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保管庫巡視 2021/03/29 
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棟、５０ＧｅＶシンクロトロン施設第３電源棟、Ｊ－ＰＡ
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表 3.2.2.3-1 2020 年度 機械安全専門部会の活動状況（2/2） 

回 開催日 主な内容 

各調査 

 

通年 

 

＜安全衛生講習に係わる教育の実績調査＞ 

・クレーン運転者及び玉掛作業者に指名されている者の教育実績

について調査を実施し、指名者の適正化を図った。 

2021/02/20 

～ 

2021/02/26 

＜旧無線設備規則に基づくリモコンの更新状況調査＞ 

・各施設のリモコン更新計画に基づく更新状況及び更新計画の変

更等について、当該施設担当者に調査を実施、その結果につい

て安全ディビジョン長に報告した。 

トラブル等

調査 
 ・特になし 
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3.2.2.5 レーザー安全専門部会 
レーザー安全専門部会の部会員は、レーザー安全管理者、所掌施設を有するディビジョン及び

セクションのレーザー機器管理者、専門的知識を有する安全推進セクション員、低温セクション

員、その他部会長の推薦に基づき安全ディビジョン長が認めた専門知識を有する者で構成される。

2020 年度の部会員は、部会長を含め 9名である。 

レーザー安全専門部会では、Ｊ－ＰＡＲＣセンターにおいてレーザー機器を取り扱う業務に従

事する労働者の障害を防止するため、レーザー機器の設置等に係る安全審査及び安全パトロール

の実施、定期的な安全検査及び教育訓練の実施、レーザー関連規定類の制定及び改定並びに廃止

に係る起案、審議、必要に応じて一般安全検討会委員長の諮問する事項の審議と答申を行う。 

2020 年度のレーザー安全専門部会開催状況を表 3.2.2.5-1 に示す。また、2020 年度に実施した

レーザー機器設置等に係る安全審査の実施状況を表 3.2.2.5-2 に示す。 

（柴山 実） 

 

 

 

 

表 3.2.2.5-1 2020 年度 レーザー安全専門部会の開催状況 

回 開催日 主な内容 

第 1回 

2020/04/06

～

2020/04/17 

・「薄膜試料レーザー加熱装置（ＭＬＦ ＢＬ１６）」のユーザー運

用に係る審議(メール審議) 

第 2 回 2020/06/05 
・レーザー安全専門部会の活動方針やＪ－ＰＡＲＣセンター内レー

ザー機器担当者に係る審議 

第 3回 2020/09/10 

・「レーザー機器の取扱いマニュアル英語版について」及び「ＲＦＱ

－ＴＳ荷電変換用レーザー」設置前事前審査に係る審議 
・「クラス２Ｍ以下のレーザー取扱い」に係る審議 

第 4回 

2020/10/20

～

2020/10/26 

・「ＲＦＱ－ＴＳ荷電変換用レーザー（リニアック棟クライストロン

準備室）」設置申請に係る審議(メール審議) 

 

 

表 3.2.2.5-2 2020 年度 安全審査実施状況 

実施日 案件 場所 

2020/11/06 
「ＲＦＱ－ＴＳ荷電変換用レーザー」設置

申請 

Ｊ－ＰＡＲＣリニアック棟 

クライストロン準備室 
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3.2.2.6 工作機械連絡会 
工作機械連絡会は、2018 年度にＪ－ＰＡＲＣで発生した工作機械使用中の負傷事故を受け設置

された連絡会であり、工作機械を取り扱う施設において実務的に利用・管理を行っている者を中

心に構成されている。連絡会員は、世話役を含め 8名である。 

工作機械連絡会では、機械工作作業における安全上の基本事項の整理、統一指針の検討、安全

手引きや教育資料の整備、工作機械の機器状態や使用環境等の相互確認と助言を行う。 

2020 年度における工作機械連絡会の開催状況及び工作機械巡視状況を表 3.2.2.6-1 に示す。 

 

（田中 武志） 

 

表 3.2.2.6-1 工作機械連絡会の開催状況 

回 開催日 主な内容 

第 4回 2021/03/26 

・令和 3年度工作機械の巡視点検について 

・押印廃止に伴う「工作機械の設置届（案）」の検討 

・工作機械安全連絡会委員名簿 

工作機械 

巡視 
2021/03/26 Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟（SE 調整室、工作室） 
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3.3 Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議 
Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議はＪ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定に基づいて設置

され、安全衛生管理統括者、安全衛生管理副統括者、安全衛生管理者、センター安全主任者、安

全ディビジョン副ディビジョン長、ディビジョン長、セクションリーダー、セクション安全主任

者、その他安全衛生管理統括者が必要と認める者で構成される。安全衛生管理統括者（センター

長）が主宰し、メンバーは主宰を含め 54 名である。 

Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議では、安全衛生管理に係る実施計画及び実施状況、職場の

巡視・点検、職場の安全衛生教育訓練、作業基準、装置、作業及び化学物質等の危険性又は有害

性の調査及び措置、災害及び事故対策、セクション安全衛生会議の状況、その他安全衛生管理に

関し必要な事項に関することを評議する。 

原則として 3 ヵ月に 1 回以上開催している。共通的な議題としては、安全衛生実施計画の実施

状況確認、センター内で発生した事故等の報告、前回のセンター長巡視結果の対応状況報告、安

全衛生管理者巡視点検報告、教育訓練の実施報告、一般安全関連規定類の改正等がある。さらに、

ディビジョン（セクション）安全確認検討会及び各セクションのパトロールで抽出された良好事

例の紹介を継続して実施した。また、今年度は新型コロナウイルスに対する感染症対策のため、

リモート会議システムを併用して実施した。 

2020 年度の開催状況及び共通的な議題以外の議題を表 3.3-1 に示す。 

（伊藤 崇） 
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表 3.3-1 2020 年度 Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議の開催状況 

開催日 その他の議題 

2020/06/24 

・2020 年度Ｊ－ＰＡＲＣ安全活動方針（重点項目） 

・新型コロナウイルス感染症対策・対応について 

・物品の仮置きに関する運用指針（案）について 

2020/09/25 
・「安全の日」について 

・安全に関する掲示物の管理について 

2020/12/16 

・事故対策チーム員の活動について 

・事故、トラブル多発を受けての特別キャンペーン実施のアナウンス、及び

基本動作等の徹底に関するアナウンス。 

2021/03/18 

・2020 年度の安全活動方針に対する取り組み総括と 2021 年度安全方針案 

・令和 3年度の安全関係の年間計画について 

・管理区域内へのダンボール・梱包材等の持ち込みについて 

 

  

JAEA-Review 2021-057 

- 82 - 

3.3 Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議 
Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議はＪ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定に基づいて設置

され、安全衛生管理統括者、安全衛生管理副統括者、安全衛生管理者、センター安全主任者、安

全ディビジョン副ディビジョン長、ディビジョン長、セクションリーダー、セクション安全主任

者、その他安全衛生管理統括者が必要と認める者で構成される。安全衛生管理統括者（センター

長）が主宰し、メンバーは主宰を含め 54 名である。 

Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議では、安全衛生管理に係る実施計画及び実施状況、職場の

巡視・点検、職場の安全衛生教育訓練、作業基準、装置、作業及び化学物質等の危険性又は有害

性の調査及び措置、災害及び事故対策、セクション安全衛生会議の状況、その他安全衛生管理に

関し必要な事項に関することを評議する。 

原則として 3 ヵ月に 1 回以上開催している。共通的な議題としては、安全衛生実施計画の実施

状況確認、センター内で発生した事故等の報告、前回のセンター長巡視結果の対応状況報告、安

全衛生管理者巡視点検報告、教育訓練の実施報告、一般安全関連規定類の改正等がある。さらに、

ディビジョン（セクション）安全確認検討会及び各セクションのパトロールで抽出された良好事

例の紹介を継続して実施した。また、今年度は新型コロナウイルスに対する感染症対策のため、

リモート会議システムを併用して実施した。 

2020 年度の開催状況及び共通的な議題以外の議題を表 3.3-1 に示す。 

（伊藤 崇） 

  

JAEA-Review 2021-057

- 83 -



JAEA-Review 2021-057 

- 84 - 

3.4 教育・講習 
3.4.1 教育・講習 
(1) 新構成員安全衛生講習会 
Ｊ－ＰＡＲＣセンターに新たに配属となった新構成員等に対し、業務・実験作業等を安全に行

うためのルール、事故等が発生した場合の対応（避難、通報・連絡）、遵守するべき規定類、安全

に関する相談・連絡先などについて教育することを目的に、新規配属者を対象とした安全衛生講

習会を開催した。（表 3.4.1-1） 

今年度の講習会では、新型コロナウイルス感染症対策として、1回の受講者を 10 名程度に限定

し、対面での講義をやめビデオ講習とした。内容としてはセンター長挨拶、ハドロン実験施設に

おける放射性物質漏えい事故の記録映像上映、その後に安全衛生ビデオ講習を行い、終了後に理

解度確認のための小テストを実施している。受講者にはＪ－ＰＡＲＣセンター安全衛生ガイドブ

ックと安全カードを配布している。 

また、2021 年 3 月の講習会からは Zoom を利用し、リモートでの開催を実施している。 

(2) クレーン運転士安全衛生教育及び玉掛け業務従事者安全衛生教育 

Ｊ－ＰＡＲＣセンターでは、クレーン、玉掛けの免状等所持者及び関連する作業を行う者に対

し、法律で 5 年ごとの受講が推奨されている安全衛生教育の受講を義務化することにより、クレ

ーン作業における安全について再認識させることとしている。そのため、免状等取得後 5 年を経

過した者、又は安全衛生教育受講後 5 年を経過した者を対象に、クレーン運転士安全衛生教育及

び玉掛け業務従事者安全衛生教育を開催した。 

今年度は受講対象者が少ないためＪＡＥＡ原子力科学研究所（原科研）主催の教育への参加を

促した。教育・講習等の開催状況を表 3.4.1-1 に示す。 

(3) フルハーネス型墜落制止用器具の特別教育 

2019 年 2 月 1 日付の労働安全衛生法の改正により、「高さが 2 メートル以上の箇所であって作

業床を設けることが困難なところにおいて、墜落制止用器具のうちフルハーネス型を用いて行う

作業に係る業務」が、特別教育の対象業務に追加され、該当業務に従事する作業者は本特別教育

を受講することが義務化された。 

この法令改正を受けＪ－ＰＡＲＣセンターでは、該当業務に従事する作業者を対象として 2019

年度から特別教育を開催しており、2020 年度においても開催した。特別教育の開催状況を表

3.4.1-1 に示す。 

 

（菅原 正克） 
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表 3.4.1-1 2020 年度 教育・講習会の開催状況 

開催日 主な内容 

2020/06/09 新構成員安全衛生講習会① 受講者 8名 

2020/06/10 

新構成員安全衛生講習会② 受講者 8名 

新構成員安全衛生講習会③ 受講者 9名 

新構成員安全衛生講習会④ 受講者 4名 

2020/06/11 新構成員安全衛生講習会⑤ 受講者 8名 

2020/06/12 
新構成員安全衛生講習会⑥ 受講者 3名 

新構成員安全衛生講習会⑦ 受講者 2名 

2020/07/28 玉掛け業務従事者安全衛生教育 受講者 10 名（原科研主催） 

2020/07/29 新構成員安全衛生講習会⑧ 受講者 7名 

2020/07/30 新構成員安全衛生講習会⑨ 受講者 2名 

2020/08/25 クレーン運転士安全衛生教育 受講者 3名（原科研主催） 

2020/10/28 新構成員安全衛生講習会⑩ 受講者 3名 

2020/10/29 新構成員安全衛生講習会⑪ 受講者 2名 

2021/01/29 フルハーネス型墜落制止用器具の特別教育 受講者 22 名 

2021/03/02 新構成員安全衛生講習会⑫ 受講者 6名（リモート開催） 

2021/03/03 新構成員安全衛生講習会⑬ 受講者 2名（リモート開催） 
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3.4 教育・講習 
3.4.1 教育・講習 
(1) 新構成員安全衛生講習会 
Ｊ－ＰＡＲＣセンターに新たに配属となった新構成員等に対し、業務・実験作業等を安全に行

うためのルール、事故等が発生した場合の対応（避難、通報・連絡）、遵守するべき規定類、安全

に関する相談・連絡先などについて教育することを目的に、新規配属者を対象とした安全衛生講

習会を開催した。（表 3.4.1-1） 

今年度の講習会では、新型コロナウイルス感染症対策として、1回の受講者を 10 名程度に限定

し、対面での講義をやめビデオ講習とした。内容としてはセンター長挨拶、ハドロン実験施設に

おける放射性物質漏えい事故の記録映像上映、その後に安全衛生ビデオ講習を行い、終了後に理

解度確認のための小テストを実施している。受講者にはＪ－ＰＡＲＣセンター安全衛生ガイドブ

ックと安全カードを配布している。 

また、2021 年 3 月の講習会からは Zoom を利用し、リモートでの開催を実施している。 

(2) クレーン運転士安全衛生教育及び玉掛け業務従事者安全衛生教育 

Ｊ－ＰＡＲＣセンターでは、クレーン、玉掛けの免状等所持者及び関連する作業を行う者に対

し、法律で 5 年ごとの受講が推奨されている安全衛生教育の受講を義務化することにより、クレ

ーン作業における安全について再認識させることとしている。そのため、免状等取得後 5 年を経

過した者、又は安全衛生教育受講後 5 年を経過した者を対象に、クレーン運転士安全衛生教育及

び玉掛け業務従事者安全衛生教育を開催した。 

今年度は受講対象者が少ないためＪＡＥＡ原子力科学研究所（原科研）主催の教育への参加を

促した。教育・講習等の開催状況を表 3.4.1-1 に示す。 

(3) フルハーネス型墜落制止用器具の特別教育 

2019 年 2 月 1 日付の労働安全衛生法の改正により、「高さが 2 メートル以上の箇所であって作

業床を設けることが困難なところにおいて、墜落制止用器具のうちフルハーネス型を用いて行う

作業に係る業務」が、特別教育の対象業務に追加され、該当業務に従事する作業者は本特別教育

を受講することが義務化された。 

この法令改正を受けＪ－ＰＡＲＣセンターでは、該当業務に従事する作業者を対象として 2019

年度から特別教育を開催しており、2020 年度においても開催した。特別教育の開催状況を表

3.4.1-1 に示す。 

 

（菅原 正克） 
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3.4.2 教育資料 
(1) 安全衛生ガイドブック 

Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生ガイドブックは、Ｊ－ＰＡＲＣセンター構成員が行う作業の安

全を確保するため、遵守すべき項目及び手続き等をまとめたものである。 

このガイドブックは、Ｊ－ＰＡＲＣセンターの安全衛生管理体制、規定類の改定、又は手続き

等に変更があった場合、速やかに内容を改訂している。 

ガイドブックはＪ－ＰＡＲＣ安全情報サイト掲載し、いつでも見られるようになっている。ま

た、3.4.1(1)で述べた新構成員安全衛生講習会において、受講者に配布している。 

2020 年度におけるガイドブックの主な改訂状況を表 3.4.2-1 に示す。 

(2) ユーザー向け一般安全教育資料 

Ｊ－ＰＡＲＣは共同利用研究施設であることから、ユーザーに対しても、実験作業等を安全に

行うためのルール、事故等が発生した場合の対応（避難、通報・連絡）、遵守するべき規定、安全

に関する相談・連絡先などについて教育を行っている。 

教育は、ユーザーズオフィスにおいて、ユーザーを受け入れる際にＪ－ＰＡＲＣ全体及びユー

ザーが実験を行う実験施設ごとに、日本語ビデオ又は英語ビデオを用いて行っている。 

今後も適宜改訂を行い、受講者であるユーザーへの負担を減らし、また分かりやすい教育資料

とすることで、安全に実験ができるよう、教育資料の改善を図っていく。 

（菅原 正克） 

 

表 3.4.2-1 安全衛生ガイドブック改訂状況（主要改訂のみ） 

改訂年月 改訂内容 

2020/06 「作業責任者ライセンス制度」を追記、「工作機械の設置、使用等」

に事故防止対策の追記 
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3.4.3 体感型安全教育 
Ｊ－ＰＡＲＣセンター構成員全員が、危険に対する感受性の向上・安全意識の高揚を図るとと

もに、基本動作を習得することを目的として、2016 年度から体感型安全教育を実施している。 

各年度の実施回数は、2016 年度は 4 回、2017 年度は 4 回、2018 年度は 6 回、2019 年度は 6 回

であった。2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により参加人数の制限や、開催が中止さ

れる回もあったが計 5 回開催し、総勢 39 名が受講した。2016～2020 年度で延べ 437 名が体感型

安全教育を受講した。参加者からは好意的な感想が継続して寄せられており、本教育が目的を達

成するために有効であることが伺える。教育の概要を表 3.4.3-1 に、実施状況を表 3.4.3-2 に、

各教育の様子を図 3.4.3-1 から図 3.4.3-4 に示す。 

なお、本教育は 2019 年度から運用を開始したＪ－ＰＡＲＣセンターの作業責任者ライセンスの

取得要件となっている。 

（鈴木 麻純） 

表 3.4.3-1 体感型安全教育の概要 

教育時間 3 時間 

教育内容 (1) オリエンテーション  

(2) 保護具・服装点検  

(3) 爆発危険（溶剤爆発・粉塵発火）  

(4) 高速回転体、ボール盤巻込まれ  

(5) ギヤチェーン巻込まれ  

(6) 安全帯使用、高所飛来、高所落下  

(7) 指挟まれ、芯ずれ  

(8) 重量物運搬  

(9) 脚立使用  

(10) 保護具解説  

(11) 液体窒素凍傷、酸欠  

(12) カッターの正しい使用方法  

(13）感電、静電気、漏電、過電流 

 

表 3.4.3-2 2020 年度体感型安全教育の実施状況 

開催回数 開催日 実施場所 参加人数 

第 1回 2020/07/08（水） 日立化成テクノサービス株式会社 10 名 

第 2回 2020/08/19（水） 日立化成テクノサービス株式会社  9 名 

第 3回 2020/09/02（水） 日立化成テクノサービス株式会社  8 名 

第 4回 2020/10/14（水） 日立化成テクノサービス株式会社  8 名 

第 5回 2020/12/10（木） 日立化成テクノサービス株式会社  4 名 
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3.4.2 教育資料 
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  図 3.4.3-1 ボール盤巻込まれ体験       図 3.4.3-2 重量物運搬体験 

 

  

   図 3.4.3-3 脚立使用体験       図 3.4.3-4 安全帯によるぶら下がり体験 
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3.5 訓練 
Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理実施計画に基づき、万一の事故等に備え、各種訓練を実施

している。2020 年度における訓練一覧を表 3.5-1 に、訓練の様子を図 3.5-1 及び図 3.5-2 に示す。 

(伊藤 崇) 

表 3.5-1 2020 年度 訓練一覧（1/2） 

訓練名 実施日 参加人数 訓練内容 

事故対策チーム員訓練 2020/06/08 3 人

新事故対策チーム員への事故等発生

時の招集方法や事故現場指揮所にお

ける活動内容等について概要説明、及

びミニ訓練 

EMC 通報・参集訓練 2020/07/15 76 人

EMCによる通報訓練を実施 

副ディビジョン長以上は安全管理棟

（現地対策本部）への参集訓練を実

施 

ハドロン実験施設事故対応

訓練 
2020/07/30 約 30 人

ハドロン実験ホール内での火災想定

で、事故現場指揮所、現地対策本部と

の通報連絡等の対応を訓練 

５０ＧｅＶシンクロトロ

ン施設事故対応訓練 
2020/07/31 約 30 人

５０ＧｅＶシンクロトロン第１搬入

棟での火災想定で、事故現場指揮所、

現地対策本部との通報連絡等の対応

を訓練 

ハドロン実験施設事故対応

訓練 
2020/08/05 約 30 人

ハドロン第２機械棟排気スタック

からの放射性物質の異常放出のお

それがある想定で、事故現場指揮所、

現地対策本部との通報連絡等の対応

を訓練 

ハドロン実験施設事故対

応訓練 
2020/10/08 約 30 人

Ｋ１．８中間子実験エリアにおい

て、作業員2名が計画外の被ばくを

した想定で、事故現場指揮所、現地

対策本部との通報連絡等の対応を訓

練 

消火器取扱訓練 2020/10/13 31 人

ＪＡＥＡ原子力科学研究所（原科研）

自衛消防隊の講師により、ABC粉末消

火器を用いた消火の実習 

Ｊ－ＰＡＲＣ非常事態総

合訓練 
2020/10/21 344 人

非常事態総合訓練の実施 

(詳細については 4.5 節を参照) 
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表 3.5-1 2020 年度 訓練一覧（2/2） 

訓練名 実施日 参加人数 訓練内容 

自主防災訓練 2020/11/05 599 人

震度 6弱の地震が発生し、大津波警

報が発令された想定で、避難場所へ

の避難と人員掌握を訓練（原科研と

合同で開催） 

AED 取扱訓練 2020/11/24 9 人

AED メーカ講師から説明を受け、人

形を使った救命の方法を受講者が実

習 

EMC通報訓練 2021/02/23 34 人

事故対策チーム員及び安全推進セク

ション員を対象としたEMCによる通報

訓練を実施 

 

  

  

図 3.5-1 消火器取扱訓練（2020/10/13） 図 3.5-2 Ｊ－ＰＡＲＣ非常事態総合訓練

（2020/10/21）事故現場指揮所 
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3.6 安全巡視 
Ｊ－ＰＡＲＣセンターの安全衛生を確保するため、Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定に

基づき、センター長、安全衛生管理者、各セクションリーダーがそれぞれの立場で巡視及び点検

を行っている。 

センター長は、Ｊ－ＰＡＲＣセンターの所掌する施設・作業環境等について年 4回以上巡視し、

その結果をＪＡＥＡ原子力科学研究所保安管理部長及びＫＥＫ東海キャンパス安全衛生推進室長

に通知している。安全衛生管理者は、Ｊ－ＰＡＲＣセンターの所掌する施設・作業環境等につい

て月 1回以上巡視し、その結果をセンター安全主任者（安全ディビジョン長）に報告している。 

センター長巡視及び安全衛生管理者巡視の実施状況について 3.6.1 項、3.6.2 項に示す。 

（西藤 文博） 
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3.6.1 センター長巡視 
Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定に基づき、センター長巡視を四半期に 1 回実施してい

る。2020 年度は新型コロナウイルス感染症対策として、これまで同行頂いていた労働安全衛生コ

ンサルタント及び常駐請負業者の安全担当者には同行を控えて頂くとともに、巡視する班の数を

2 班体制から 4 班体制とし、1 班あたりの参加人数を減らした。また班の数が増えたことにより、

巡視時間がこれまでの 2時間程度から 1時間程度と短い時間で計画することができた。 

巡視の結果については、巡視後のＪ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議で報告し、良好事例も併

せ情報共有をしている。また、指摘・注意事項については、対象施設･建家を所掌するセクション

リーダー又はセクション安全衛生管理担当者に措置を依頼している。 

2020 年度のセンター長巡視の実施状況を表 3.6.1-1 に示す。 

（菅原 正克） 

 

表 3.6.1-1 2020 年度 センター長巡視の実施状況 

実施日 実施場所 

2020/06/16 ・Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟 1 階～3階、新型炉実験棟、加速機器調整建家、リニア

ック建家、 陽子加速器開発棟、原子力コード特研、ＩＱＢＲＣ(ユーザーズ

オフィス、Ｃ－１０９他) 

2020/09/15 ・５０ＧｅＶシンクロトロン施設第４、５電源棟、精密機器一時保管用テント

倉庫、５ＧｅＶ機器保管テント倉庫、５０ＧｅＶトンネル、ニュートリノビ

ームライントンネル、３ＧｅＶシンクロトロン施設主トンネル、３ＧｅＶシ

ンクロトロン建家周り、クライストロンギャラリ、リニアック加速器トンネ

ル 

2020/12/15 ・物質・生命科学実験施設(ＭＬＦ)第１実験ホール（長尺ビームライン、革新

型蓄電池実験棟含む）、ＭＬＦ第２実験ホール（第１実験準備室、第２実験

準備室、第３実験準備室含む）、ＭＬＦ2階 汚染検査室、放射線管理測定室、

3 階 機器調整室、大型機器取扱室、1 階 機器搬出入エリア、第１マニピュ

レータ操作室、気体廃棄物処理設備室、カードル置場、第１ヘリウム圧縮機

室、２次冷却系ポンプ室、2階 監視室、計算機室、会議室、データ処理室、

会議室、3階 制御室、休憩室、喫煙所 

2021/03/03 ・ニュートリノ実験準備棟、ニュートリノモニター棟、ニュートリノモニター

設備棟、放射線測定棟、ニュートリノターゲットステーション棟、ニュート

リノ第２設備棟、ニュートリノ第３設備棟、ハドロン実験準備棟、Ｋ１．８

測定棟、Ｋ１．８測定機械棟、ＫＬ測定棟、ハドロン入室管理棟、ハドロン

南実験棟、ハドロン放射化物保管棟 
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3.6.2 安全衛生管理者巡視 
安全衛生管理者は、センター長がセンター安全主任者（安全ディビジョン長）の意見を聴いて、

衛生管理者の免状を有するＪＡＥＡ職員とＫＥＫ職員からそれぞれ 1名ずつ指名している。 

安全衛生管理者は、センター構成員の安全及び衛生に関する技術的事項を管理するため、毎月

1 回以上、センターが所掌する施設、作業場所の巡視を行っており、2020 年度の重点確認項目と

して、冷蔵庫の管理状況、コンセントの使用状況、仮置き期限の確認とし、冷蔵庫の使用状況で

は、賞味期限切れの調味料が多く見受けられたことから廃棄するよう促している。コンセントの

使用状況では、コンセントとプラグの間に隙間があるところがあり、コンセントキャップを配布

して対応していただいている。仮置き期限の確認では、期限切れの物品について注意を促し、「Ｊ

－ＰＡＲＣセンター物品の仮置きに関する運用指針」や仮置きの様式について周知し、置き場所

の区画や整理を依頼している。また、所属するそれぞれの事業場の産業医、衛生管理者巡視にも

同行し、新型コロナウイルス感染症対策の喚起、消毒、密状態になっていないことの確認や、メ

ンテナンスで掲示されている危険予知やツールボックスミーティングの書類を確認し、聞き取り

やアドバイスを行っている。 

巡視で確認された指摘、注意、依頼事項などについては、セクションリーダー及びセクション

安全主任者に対応を依頼し、回答をいただいている。 

巡視結果及びその措置内容については、センター安全主任者へ報告するとともに、センター安

全衛生会議で報告し、情報共有を図っている。 

2020 年度における安全衛生管理者巡視の実績を表 3.6.2-1 に示す。安全衛生管理者の巡視回数

は 34 回であった。 

（小杉山 匡史） 
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3.6.1 センター長巡視 
Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定に基づき、センター長巡視を四半期に 1 回実施してい

る。2020 年度は新型コロナウイルス感染症対策として、これまで同行頂いていた労働安全衛生コ

ンサルタント及び常駐請負業者の安全担当者には同行を控えて頂くとともに、巡視する班の数を

2 班体制から 4 班体制とし、1 班あたりの参加人数を減らした。また班の数が増えたことにより、

巡視時間がこれまでの 2時間程度から 1時間程度と短い時間で計画することができた。 

巡視の結果については、巡視後のＪ－ＰＡＲＣセンター安全衛生会議で報告し、良好事例も併

せ情報共有をしている。また、指摘・注意事項については、対象施設･建家を所掌するセクション

リーダー又はセクション安全衛生管理担当者に措置を依頼している。 

2020 年度のセンター長巡視の実施状況を表 3.6.1-1 に示す。 

（菅原 正克） 

 

表 3.6.1-1 2020 年度 センター長巡視の実施状況 

実施日 実施場所 

2020/06/16 ・Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟 1 階～3階、新型炉実験棟、加速機器調整建家、リニア

ック建家、 陽子加速器開発棟、原子力コード特研、ＩＱＢＲＣ(ユーザーズ

オフィス、Ｃ－１０９他) 

2020/09/15 ・５０ＧｅＶシンクロトロン施設第４、５電源棟、精密機器一時保管用テント

倉庫、５ＧｅＶ機器保管テント倉庫、５０ＧｅＶトンネル、ニュートリノビ

ームライントンネル、３ＧｅＶシンクロトロン施設主トンネル、３ＧｅＶシ

ンクロトロン建家周り、クライストロンギャラリ、リニアック加速器トンネ

ル 

2020/12/15 ・物質・生命科学実験施設(ＭＬＦ)第１実験ホール（長尺ビームライン、革新

型蓄電池実験棟含む）、ＭＬＦ第２実験ホール（第１実験準備室、第２実験

準備室、第３実験準備室含む）、ＭＬＦ2階 汚染検査室、放射線管理測定室、

3 階 機器調整室、大型機器取扱室、1 階 機器搬出入エリア、第１マニピュ

レータ操作室、気体廃棄物処理設備室、カードル置場、第１ヘリウム圧縮機

室、２次冷却系ポンプ室、2階 監視室、計算機室、会議室、データ処理室、

会議室、3階 制御室、休憩室、喫煙所 

2021/03/03 ・ニュートリノ実験準備棟、ニュートリノモニター棟、ニュートリノモニター

設備棟、放射線測定棟、ニュートリノターゲットステーション棟、ニュート

リノ第２設備棟、ニュートリノ第３設備棟、ハドロン実験準備棟、Ｋ１．８

測定棟、Ｋ１．８測定機械棟、ＫＬ測定棟、ハドロン入室管理棟、ハドロン

南実験棟、ハドロン放射化物保管棟 
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表 3.6.2-1 2020 年度 安全衛生管理者巡視実績 

実施月 巡視場所 回数 

2020/04 放射線測定棟、中央制御棟、新型炉実験棟 2 

2020/05 
３ＧｅＶシンクロトロン棟、３－ＮＢＴ棟、加速器運転準備棟、 

中央制御棟 
3 

2020/06 
ＲＡＭ棟、Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、新型炉実験棟、加速器調整棟、 

リニアック棟、陽子加速器開発棟、原子力コード特研、ＩＱＢＲＣ 
2 

2020/07 リニアック棟、Ｌ３ＢＴ棟、ＲＡＭ棟 4 

2020/08 

Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、中央制御棟、原子力コード特研、情報システムセン

ター、旧リニアック棟、陽子加速器開発棟、Ｊ－ＰＡＲＣリニアック棟、

Ｌ３ＢＴ棟 

3 

2020/09 

物質・生命科学実験棟、５０ＧｅＶシンクロトロン施設(ＭＲ）第４電源

棟、ＭＲ第５電源棟、精密機器一時保管用テント倉庫、５０ＧｅＶ機器保

管テント倉庫、５０ＧｅＶトンネル、ニュートリノ１次ビームライント

ンネル、３ＧｅＶシンクロトロン施設主トンネル、３ＧｅＶシンクロト

ロン棟、リニアッククライストロンギャラリ、リニアック加速器トンネ

ル、旧リニアック棟、陽子加速器開発棟、ＨＥＮＤＥＬ棟 

5 

2020/10 ハドロン実験施設、Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、レストハウス 2 

2020/11 

ニュートリノターゲットステーション（ＴＳ）棟、ニュートリノ第３設備

棟、原子力コード特研、情報システムセンター、Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、レ

ストハウス 

3 

2020/12 
ＭＲ第１電源棟、ＭＲ第２電源棟、ＭＲ第１搬入棟、ＭＲ第２搬入棟、物

質・生命科学実験棟 
2 

2021/01 
３ＧｅＶシンクロトロン棟(屋外モニタのみ)、５０ＧｅＶシンクロトロ

ン棟(屋外モニタのみ)、ＩＱＢＲＣ 
2 

2021/02 
Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、中央制御棟、原子力コード特研、情報システムセン

ター、高温工学特研 
2 

2021/03 

５０ＧｅＶシンクロトロン施設、放射線測定棟、ニュートリノ実験準備

棟、ニュートリノモニター棟、ニュートリノモニター設備棟、ニュートリ

ノＴＳ棟、ニュートリノ第２設備棟、ニュートリノ第３設備棟、ハドロン

実験準備棟、Ｋ１．８測定棟、Ｋ１．８測定機械棟、ＫＬ測定棟、ハドロ

ン入室管理棟、ハドロン南実験棟、ハドロン放射化物保管棟、ＨＥＮＤＥ

Ｌ棟、新型炉実験棟、新型炉実験棟管理室、高温工学特研、３ＧｅＶシン

クロトロン棟、３－ＮＢＴ棟 

4 
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3.7 規定類の制定及び改正 
Ｊ－ＰＡＲＣでの安全を確保するため、大強度陽子加速器施設の一般安全管理等に関する実施

協定に基づき一般安全に関する各種規定類を定めている。これらの規定類は、Ｊ－ＰＡＲＣセン

ターでの安全衛生に関する決定事項、組織の改編等を反映するため、適宜制定及び改正を実施し

常に最新のルールとして活用できるように維持している。また、規定類の制定及び改正等の際に

は、一般安全検討会等においてその妥当性について審議を行っている。 

2020年度におけるＪ－ＰＡＲＣセンターで定める一般安全に関する規定類一覧を表 3.7-1に示

す。また、2020 年度の規定類の改正の実施状況を表 3.7-2 に示す。 

（金子 清二） 

 

表 3.7-1 Ｊ－ＰＡＲＣセンターで定める一般安全に関する規定類一覧 

分  類 規定類名称 

安全衛生管理に関すること 安全衛生管理規定 

一般安全検討会運営要項、専門部会運営要項 

労働災害等報告マニュアル 

作業標準実施要領 

作業責任者ライセンスの要件に関する通達 

作業責任者ライセンス制度運用マニュアル 

騒音レベル管理要領 

リスクアセスメント実施要領、KY-TBM 実施要領 

新型インフルエンザ対策行動計画 

安全に関する水平展開実施マニュアル 

機械の管理に関すること クレーン及び特殊自動車使用規則 

クレーン運転手引、特殊自動車取扱手引 

工作機械の設置運用指針 

高圧ガス設備の管理に関すること 高圧ガス製造施設等安全管理規定 

高圧ガス製造施設手続きマニュアル 

レーザーの管理に関すること レーザー機器の取扱いマニュアル 

化学物質の管理に関すること 化学安全管理規定 

化学物質等リスクアセスメント実施要領 

電気保安に関すること 電気工作物保安規定 

危機管理に関すること 事故対策活動要領、計画外停電対応要領 

地震対応要領、風水害対応マニュアル 

防火・防災に関すること 防火・防災管理要領 
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表 3.6.2-1 2020 年度 安全衛生管理者巡視実績 

実施月 巡視場所 回数 

2020/04 放射線測定棟、中央制御棟、新型炉実験棟 2 

2020/05 
３ＧｅＶシンクロトロン棟、３－ＮＢＴ棟、加速器運転準備棟、 

中央制御棟 
3 

2020/06 
ＲＡＭ棟、Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、新型炉実験棟、加速器調整棟、 

リニアック棟、陽子加速器開発棟、原子力コード特研、ＩＱＢＲＣ 
2 

2020/07 リニアック棟、Ｌ３ＢＴ棟、ＲＡＭ棟 4 

2020/08 

Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、中央制御棟、原子力コード特研、情報システムセン

ター、旧リニアック棟、陽子加速器開発棟、Ｊ－ＰＡＲＣリニアック棟、

Ｌ３ＢＴ棟 

3 

2020/09 

物質・生命科学実験棟、５０ＧｅＶシンクロトロン施設(ＭＲ）第４電源

棟、ＭＲ第５電源棟、精密機器一時保管用テント倉庫、５０ＧｅＶ機器保

管テント倉庫、５０ＧｅＶトンネル、ニュートリノ１次ビームライント

ンネル、３ＧｅＶシンクロトロン施設主トンネル、３ＧｅＶシンクロト

ロン棟、リニアッククライストロンギャラリ、リニアック加速器トンネ

ル、旧リニアック棟、陽子加速器開発棟、ＨＥＮＤＥＬ棟 

5 

2020/10 ハドロン実験施設、Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、レストハウス 2 

2020/11 

ニュートリノターゲットステーション（ＴＳ）棟、ニュートリノ第３設備

棟、原子力コード特研、情報システムセンター、Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、レ

ストハウス 

3 

2020/12 
ＭＲ第１電源棟、ＭＲ第２電源棟、ＭＲ第１搬入棟、ＭＲ第２搬入棟、物

質・生命科学実験棟 
2 

2021/01 
３ＧｅＶシンクロトロン棟(屋外モニタのみ)、５０ＧｅＶシンクロトロ

ン棟(屋外モニタのみ)、ＩＱＢＲＣ 
2 

2021/02 
Ｊ－ＰＡＲＣ研究棟、中央制御棟、原子力コード特研、情報システムセン

ター、高温工学特研 
2 

2021/03 

５０ＧｅＶシンクロトロン施設、放射線測定棟、ニュートリノ実験準備

棟、ニュートリノモニター棟、ニュートリノモニター設備棟、ニュートリ

ノＴＳ棟、ニュートリノ第２設備棟、ニュートリノ第３設備棟、ハドロン

実験準備棟、Ｋ１．８測定棟、Ｋ１．８測定機械棟、ＫＬ測定棟、ハドロ

ン入室管理棟、ハドロン南実験棟、ハドロン放射化物保管棟、ＨＥＮＤＥ

Ｌ棟、新型炉実験棟、新型炉実験棟管理室、高温工学特研、３ＧｅＶシン

クロトロン棟、３－ＮＢＴ棟 

4 
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表 3.7-2 2020 年度の規定類改正の実施状況 

施行日 規定類名称 主な制定及び改正理由 

2020/04/01 地震対応要領（参考資料） 管理建家（第２研究棟（102 号室、346～348

号室））の追加に伴う記載の追記 

2020/05/26 防火・防災管理要領（参考資料） 物質・生命科学実験棟の危険物取扱所（一般

取扱所）の追加に伴う記載の追記 

2020/12/15 防火・防災管理要領（参考資料） ５０ＧｅＶ変電所屋外ヤードの危険物貯蔵

所（屋外所蔵所）の追加に伴う記載の追記 

2021/02/09 風水害対応マニュアル 原子力科学研究所「竜巻発生に備えた車両の

移動等対応マニュアル」の廃止に伴う関係記

述の削除 

2021/03/15 地震対応要領 原子力科学研究所「地震対応要領」の改正に

伴う様式（施設点検結果報告書）の見直し 
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3.8 リスクアセスメント活動 
Ｊ－ＰＡＲＣセンターでは、労働災害や施設の事故・トラブルを防止･低減することを目的にリ

スクアセスメントを実施し、作業時の効果的なリスク（危険性・有害性）の低減対策（安全衛生

対策、施設安全対策）につなげている。 

リスクアセスメントを必要とする作業は、労働災害の発生の可能性が高い作業、放射性物質、

危険物及び化学物質等を取り扱う作業、火災・爆発の発生またはその他の要因による施設・設備

への被害等により、当該作業者のほか、センター関係者及び一般公衆並びに環境に影響を与える

可能性のある作業を対象として、セクションリーダーが判断している。ただし、化学物質等を取

り扱う作業者の危険又は健康障害を防止するものについては、「Ｊ－ＰＡＲＣセンター化学物質等

リスクアセスメント実施要領」に基づいて実施している。 

リスクアセスメントを必要とする作業件数は夏期停止期間中が多く、運転期間中は少ない傾向

にある。センター全体において 2020 年度にリスクアセスメントを実施した全作業件数（ワークシ

ートを起案した件数）は 403 件であった。また、リスクレベルの評価件数は 3692 件であり、前年

度の 2121 件から大幅に増加した。 

 

（西藤 文博） 
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表 3.7-2 2020 年度の規定類改正の実施状況 

施行日 規定類名称 主な制定及び改正理由 

2020/04/01 地震対応要領（参考資料） 管理建家（第２研究棟（102 号室、346～348

号室））の追加に伴う記載の追記 

2020/05/26 防火・防災管理要領（参考資料） 物質・生命科学実験棟の危険物取扱所（一般

取扱所）の追加に伴う記載の追記 

2020/12/15 防火・防災管理要領（参考資料） ５０ＧｅＶ変電所屋外ヤードの危険物貯蔵

所（屋外所蔵所）の追加に伴う記載の追記 

2021/02/09 風水害対応マニュアル 原子力科学研究所「竜巻発生に備えた車両の

移動等対応マニュアル」の廃止に伴う関係記

述の削除 

2021/03/15 地震対応要領 原子力科学研究所「地震対応要領」の改正に

伴う様式（施設点検結果報告書）の見直し 
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4. 安全文化醸成に関わる活動  
 

Ｊ－ＰＡＲＣにおいては、2013 年に発生したハドロン実験施設の事故などを通じ、「施設の安全

は、関係者一人一人の努力によって達成されるものである」ことを再認識し、各人の安全意識・

安全スキルの向上を目指して、安全文化醸成活動に積極的に取組んでいる。  

Ｊ－ＰＡＲＣの安全文化醸成活動としては、安全情報の共有に係る取組み、安全意識の高揚に

係る取組み、教育訓練などがあり、各活動について、新たな取組みを、順次、導入している。ま

た、これらの活動に対し、内部レビュー及び外部有識者によるレビューを実施することで継続的

な改善に努めている。  

2020 年度においては、新型コロナウイルスの世界的な感染を受け、「新しい生活様式を取り入れ

た作業安全を構築する」という安全方針のもと、熱中症対策、火災対策、放射線防護等に関して

これまで取り組んできた安全対策に加え、新たに必要となった感染症対策を実効的かつ柔軟に融

合させることを目指した。感染症対策に過剰になり、逆に熱中症、火災、転落・転倒、等のリスク

を増加させないようにするため、これまで行ってきた安全活動（良好事例の積極的な抽出・紹介・

表彰や体感型安全教育、e-ラーニング、放射線測定実務認定教育、映像資料を含む安全情報の共

有等）を着実に実施するとともに、新たに KY トレーニングを導入することにより、現場側の主体

的、創造的な取組みの推進と関係者の技量向上を目指した。例年実施している「安全の日」の行

事において、「産業安全行動分析学への招待」として行動分析学に基づいた安全管理について講演

をいただくことで、改めてＪ－ＰＡＲＣの安全について関係者各々が考える機会とした。  

また、Ｊ－ＰＡＲＣ非常事態総合訓練においては、ハドロン実験施設における被ばく事故を想

定し、異常発生時の初期対応（連絡、事故現場指揮所の立ち上げ等）、被ばく状況に係る情報収集、

被ばく量の推定の準備、被ばく者の搬送（養生等の準備作業を含む）、プレス発表などを模擬する

ことで、事故対応の課題等を抽出した。  

さらに、本年度より作業責任者ライセンス制度の実運用を開始するなど、新しい施策をおこな

いつつ、より実効的な安全対策を模索している。  

（春日井 好己）  
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4.1 Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイト 
Ｊ－ＰＡＲＣセンターでは、業務・研究活動における安全に関わる各種情報の提供・共有、安

全意識の共有を目的に、職員やユーザー向けの「Ｊ－ＰＡＲＣ 安全情報」サイトを 2013 年 12 月

から運用している。本稿では、2020 年度における同サイトの状況等について紹介する。 

 

 (1) 2020 年度におけるサイト整備の状況 
2020 年度は掲載情報をより伝わりやすくすることを目的とし、インデックスの追加や、各種情

報ページの整理等の改訂に注力した。更に規程類の改正情報、法改正の案内、各種手続きや安全

教育・訓練等の情報周知、教育資料や講演資料の掲載、各ページの情報整理等については継続的

に実施し、ヒヤリハット情報の収集と共有について、写真やイラストを用いてより分かりやすい

情報発信に努めている。 

また、2020 年 2 月以降継続して、新型コロナウイルス感染症に関わる情報（内閣官房、厚生労

働省、茨城県、各種の感染対策ガイド等）のまとめページ、同年 3 月 4 日に制定された「Ｊ－Ｐ

ＡＲＣセンター新型コロナウイルス感染症対策」をはじめとする感染予防に関わるＪ－ＰＡＲＣ

センターからのアナウンス・取り決め事項等を随時掲載し、Ｊ－ＰＡＲＣ関係者への情報共有を

図っている。上記に加え、2020 年度は日本渡航医学会や日本産業衛生学会、及び東北医科薬科大

学病院の関連 HP のリンク掲載等も行っている。 

 

(2) 利用状況と今後の課題 
「Ｊ－ＰＡＲＣ 安全情報」サイト・トップページへの月間アクセス数の推移を図 4.1-1(a)に示

す。毎年、年度始めにあたる 4 月は年間を通してアクセス数が多い月となるが、2020 年 4 月は

3000 件を超えるアクセス数を記録した。これは新型コロナウイルス感染症に関わる情報の追加及

び 2020 年 4 月から変更された管理区域内作業計画書の手続きに関するバナーの追加による影響

と推測される。 

図 4.1-1(b)に、各年度における月平均アクセス数の推移を示す。アクセス統計を取り始めた

2015 年度は平均 900 件/月であったが、利便性を高めるためのページ改修や機能追加、掲載コン

テンツの追加・整理等を進めてきた結果、2017 年度には約 1800 件/月程度のアクセス数となり、

2020 年度は 2000 件/月に迫っている。 

今後も、より多くのＪ－ＰＡＲＣ関係者に有益な情報サイトとして認識してもらえるよう、コ

ンテンツの充実を中心に整備・改善を継続する。特に、教育や手引き類等の利用頻度の高いコン

テンツの充実と、ヒヤリハットや気がかり等に関わる継続的な情報収集と効果的な共有により安

全意識の向上を目指す活動が重要であり、本サイトの整備にとどまらず、これらの活動を強化し

ていくことが大きな課題である。 

（鈴木 麻純） 
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4. 安全文化醸成に関わる活動  
 

Ｊ－ＰＡＲＣにおいては、2013 年に発生したハドロン実験施設の事故などを通じ、「施設の安全

は、関係者一人一人の努力によって達成されるものである」ことを再認識し、各人の安全意識・

安全スキルの向上を目指して、安全文化醸成活動に積極的に取組んでいる。  

Ｊ－ＰＡＲＣの安全文化醸成活動としては、安全情報の共有に係る取組み、安全意識の高揚に

係る取組み、教育訓練などがあり、各活動について、新たな取組みを、順次、導入している。ま

た、これらの活動に対し、内部レビュー及び外部有識者によるレビューを実施することで継続的

な改善に努めている。  

2020 年度においては、新型コロナウイルスの世界的な感染を受け、「新しい生活様式を取り入れ

た作業安全を構築する」という安全方針のもと、熱中症対策、火災対策、放射線防護等に関して

これまで取り組んできた安全対策に加え、新たに必要となった感染症対策を実効的かつ柔軟に融

合させることを目指した。感染症対策に過剰になり、逆に熱中症、火災、転落・転倒、等のリスク

を増加させないようにするため、これまで行ってきた安全活動（良好事例の積極的な抽出・紹介・

表彰や体感型安全教育、e-ラーニング、放射線測定実務認定教育、映像資料を含む安全情報の共

有等）を着実に実施するとともに、新たに KY トレーニングを導入することにより、現場側の主体

的、創造的な取組みの推進と関係者の技量向上を目指した。例年実施している「安全の日」の行

事において、「産業安全行動分析学への招待」として行動分析学に基づいた安全管理について講演

をいただくことで、改めてＪ－ＰＡＲＣの安全について関係者各々が考える機会とした。  

また、Ｊ－ＰＡＲＣ非常事態総合訓練においては、ハドロン実験施設における被ばく事故を想

定し、異常発生時の初期対応（連絡、事故現場指揮所の立ち上げ等）、被ばく状況に係る情報収集、

被ばく量の推定の準備、被ばく者の搬送（養生等の準備作業を含む）、プレス発表などを模擬する

ことで、事故対応の課題等を抽出した。  

さらに、本年度より作業責任者ライセンス制度の実運用を開始するなど、新しい施策をおこな

いつつ、より実効的な安全対策を模索している。  

（春日井 好己）  
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図 4.1-1 「Ｊ－ＰＡＲＣ 安全情報」サイト・トップページへのアクセス数 

(a)月別推移 (b)年度別推移 
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4.2 良好事例の抽出・ヒヤリハット活動 
(1) 良好事例の抽出 

Ｊ－ＰＡＲＣセンターにおける安全活動を、明るく、楽しく、自主的・主体的に推進していく

ためには、良いところを褒め、工夫したところを積極的に紹介し、前向きな活動を推進していく

ことが重要であると考え、Ｊ－ＰＡＲＣセンターでは、2016 年度から、センター長巡視、セクシ

ョン安全パトロール、Ｊ－ＰＡＲＣ安全衛生管理者巡視において、安全上良好と思われる事例を

積極的に抽出するとともに、センター安全衛生会議などの場で報告し、Ｊ－ＰＡＲＣセンター全

体で共有する活動を推進している。 

2019 年度における表彰は、2020 年 9 月のＪ－ＰＡＲＣ「安全の日」において行った注 5)。抽出

された良好事例は全部で 60 件あり、その内訳は、セクションパトロールで抽出されたものが 11

件、センター長巡視において抽出されたものが 31 件、Ｊ－ＰＡＲＣ安全衛生管理者巡視において

抽出されたものが 18 件であった。その中で、他のセクションの模範となるような創意工夫がみら

れる良好な事例として 3 件（中性子基盤セクション、ターゲット技術開発セクション／施設利用

開発セクション、加速器第二セクション）が表彰された。加えて、新型コロナウイルス感染症対

策を行い、感染予防に取り組んでいる、Ｊ－ＰＡＲＣで働く全ての方々に対し、衛生配慮賞が授

与された。表彰状を図 4.2.1-1 に示す。 

2020 年度における良好事例としては、各セクションで実施したパトロールにおいて抽出された

良好事例が 16 件、センター長巡視において抽出されたものが 53 件、Ｊ－ＰＡＲＣ安全衛生管理

者巡視において抽出されたものが 13 件、合計で 82 件の良好事例が抽出された。その中で他のセ

クションの模範となるような安全配慮賞として加速器第二セクションが、創意工夫賞として施設

工務セクション及び総合科学研究機構 中性子科学センターが、2021 年 5 月のＪ－ＰＡＲＣ「安

全の日」において表彰された。 

（菅原 正克） 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図 4.2.1-1 衛生配慮賞 

                                                  
注 5) 良好事例の表彰は「安全の日」（通常は 5月下旬に開催）に行うのが通例である。しかしながら、

新型コロナウイルス感染症の影響により 2020 年度の「安全の日」は 9月に延期となり、J－ＰＡＲＣ

安全管理年報（2019 年度）執筆の時点で表彰対象が決まっていなかったことから、2019 年度の良好

事例の表彰についても本安全管理年報に記すこととする。 
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(2) ヒヤリハット活動 
ハインリッヒの法則によると、1件の重大事故の背後には 29 件の軽微な事故が存在し、さらに

その背後には 300 件のヒヤリハットがあると言われている。そのため、「ヒヤリハット事例」の情

報を共有・周知することで、同様の事故やトラブルが起こらないよう意識する「ヒヤリハット活

動」は、安全活動上の有効な手法の一つである。 

安全推進セクションでは、従来から、報告書様式を利用して各セクションからヒヤリハット情

報を報告していただく情報収集と、Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイトを活用したヒヤリハット情報の

情報収集を行っている注6)。 

報告されたヒヤリハット情報は、トラブル等の情報とともに、Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイト上

に「最近のトラブル・ヒヤリハット」という資料にまとめて掲示している。2021 年 3 月末現在、

17 件の情報が寄せられ、統計開始から 258 件となっている。トラブル、ヒヤリハットの報告件数

の推移を図 4.2.2-1 に示す。 

（菅原 正克） 

 

図 4.2.2-1 年度別トラブル・ヒヤリハットの報告件数の推移 

 

 

 

 

 

                                                  
注 6)  Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイトを活用したヒヤリハット情報の共有を 2014 年度から開始し、2015

年 7 月からは、より気軽に個人単位でも軽微な事象も含めて情報を提供してもらえるよう、電子メー

ルで簡易にヒヤリハット情報を提出できるコーナーを設けている。 
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4.3 安全の日 
2017年度から、Ｊ－ＰＡＲＣセンター全体で安全関係のプログラムを最優先とする日として「安

全の日」を設けている。例年は 5 月下旬に「安全の日」を開催しているが、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響により、2020 年度は 9月 9日に開催した。また、感染拡大防止の観点からリモ

ートライブ配信での開催とし、合計 249 名が聴講した。 

まず 2019 年度の良好事例について、提出件数が多かった中性子基盤セクション・加速器第一セ

クションに「最多賞」が、安全に配慮した事例を提出した中性子基盤セクションに「安全配慮賞」

が授与された。また、創意工夫に優れた事例を提出したターゲット技術開発セクション・施設利

用開発セクションと加速器第二セクションには「創意工夫賞」が授与された。さらに、新型コロ

ナウイルス感染予防対策に貢献したとしてＪ－ＰＡＲＣで働く全ての皆様に「衛生配慮賞」が授

与された（図 4.3-1）。 

続いて外部からの講演者として、独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 

機械システム安全研究グループ 上席研究員 北條理恵子 先生をお招きし、「産業安全行動分析学

への招待」をテーマに、労働者の安全と健康を守ることを目的とした、行動学的安全管理の方法

について講演を頂いた。講演の様子を図 4.3-2 に示す。 

その後、ハドロン実験施設の放射性物質漏えい事故（2013 年 5 月）に関する記録映像を上映し

た。本記録映像は、従来の記録映像（本事故に関する人的・組織的側面に対する再発防止に係る

対応を中心に、時系列的にまとめたもの）とは別に、事故発生原因の科学的側面を主題にした記

録映像として、2019 年度末～2020 年度初めにかけて新たに製作したものである。 

最後に閉会の挨拶として、石井副センター長より締めくくりのことばが述べられた。 

皆様から頂いたアンケートでは、概ね好意的な感想が多く、今後も継続していきたい。 

（鈴木 麻純） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4.3-1 「衛生配慮賞」表彰の様子 

リモート画面を通してセンター長

よりセンター員全員に授与された。

図 4.3-2 北條理恵子 先生による講

演会の様子 
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(2) ヒヤリハット活動 
ハインリッヒの法則によると、1件の重大事故の背後には 29 件の軽微な事故が存在し、さらに

その背後には 300 件のヒヤリハットがあると言われている。そのため、「ヒヤリハット事例」の情

報を共有・周知することで、同様の事故やトラブルが起こらないよう意識する「ヒヤリハット活

動」は、安全活動上の有効な手法の一つである。 

安全推進セクションでは、従来から、報告書様式を利用して各セクションからヒヤリハット情

報を報告していただく情報収集と、Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイトを活用したヒヤリハット情報の

情報収集を行っている注6)。 

報告されたヒヤリハット情報は、トラブル等の情報とともに、Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイト上

に「最近のトラブル・ヒヤリハット」という資料にまとめて掲示している。2021 年 3 月末現在、

17 件の情報が寄せられ、統計開始から 258 件となっている。トラブル、ヒヤリハットの報告件数

の推移を図 4.2.2-1 に示す。 

（菅原 正克） 

 

図 4.2.2-1 年度別トラブル・ヒヤリハットの報告件数の推移 

 

 

 

 

 

                                                  
注 6)  Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイトを活用したヒヤリハット情報の共有を 2014 年度から開始し、2015

年 7 月からは、より気軽に個人単位でも軽微な事象も含めて情報を提供してもらえるよう、電子メー

ルで簡易にヒヤリハット情報を提出できるコーナーを設けている。 
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4.4 請負業者等安全衛生連絡会 
Ｊ－ＰＡＲＣで作業を行う年間常駐業者、年間契約請負業者、工事・作業が発生する契約を有

する事業者の方々と、安全意識の共有、作業時の安全に関する情報共有などを行い、事故の軽減

に役立てていただくことを目的として、「Ｊ－ＰＡＲＣ請負業者等安全衛生連絡会」を 2015 年度

から開催している。 

第 6 回となる 2020 年度の請負業者等安全衛生連絡会は 6 月 30 日に開催され、46 社 46 名の業

者と 16 名のＪ－ＰＡＲＣ関係者が参加した。なお、本年は新型コロナウイルスによる感染拡大防

止のためリモートライブ配信により実施した。 

はじめに、石井副センター長より、「Ｊ－ＰＡＲＣの近況と安全の取り組み」と題して、Ｊ－Ｐ

ＡＲＣの近況と今後の増強計画、トラブル事例、安全方針、安全の日について説明がなされた。 
Ｊ－ＰＡＲＣの近況と今後の増強計画では、物質・生命科学実験施設や、ニュートリノ実験施

設での実験成果、ハドロン実験施設の紹介と、ビーム出力の安定供給と１ＭＷに向けた取り組み、

ハドロン実験施設の新ビームライン、５０ＧｅＶシンクロトロン施設の電磁石電源増強等が紹介

された。 

新型コロナウイルス感染症対策と作業の安全性では、夏期作業時の注意点として、熱中症対策

との両立のためには、必ずしもマスク着用にこだわり過ぎないようにすることも重要で、代替手

段としてフェイスシールドの使用、対面で会話をしない、インカム等の使用などが紹介された。

また、新型コロナウイルス感染症対策に気を取られ過ぎて作業安全を忘れることのないようにと

説明された。 

トラブル・ヒヤリハット事例と良好事例では、作業時のリスクの軽減等に役立て頂くために、

Ｊ－ＰＡＲＣで想定される高所作業、高電圧、被ばく、重量物運搬等、いくつかのトラブル事例

と良好事例が紹介された。 

放射線管理上の留意点については、放射線安全教育における新型コロナウイルス感染症対策、

管理区域退出時の汚染検査、管理区域入退出時の着替え等の手順等が紹介された。 

参加された業者へのアンケートでは、参加者から「役立つ：69％」「どちらかと言えば役立つ：

31％」との回答をいただき、安全意識の高揚に役立つ機会となったものと思われる。 

継続的な安全意識の共有のため、安全推進セクションから連絡会登録業者の皆様にＪ－ＰＡＲ

Ｃの近況を伝える「Ｊ－ＰＡＲＣニュース」に、安全に関する話題を添えて月 1 回の頻度でメー

ルを配信しており、このような取り組みを継続することにより、Ｊ－ＰＡＲＣの作業に関わる業

者の方々とＪ－ＰＡＲＣ関係者が一体感を持って、安全な作業環境を構築することに役立ててい

る。                     

             （田中 武志） 
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4.5 Ｊ－ＰＡＲＣ非常事態総合訓練 
Ｊ－ＰＡＲＣでは、Ｊ－ＰＡＲＣ放射線障害予防規程第 48 条の 2第 1項に基づき、毎年度、非
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行うことが定められている。 

2020 年度はＪ－ＰＡＲＣハドロン実験施設を発災施設として訓練が実施された。訓練の概要を
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場をハドロン施設関係者が対応を行った。事故現場指揮所における訓練の様子を図 4.5-1 に示す。 
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ニタするといったものである。モニタ会場はＪ－ＰＡＲＣ研究棟の会議室に設置され、センター
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す。 
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練に参加した第三者モニタのコメントや反省会等の議論を参考に、評価結果をまとめた。評価の
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被ばくした可能性のある作業者に対しては、緊急被ばく医療処置の必要性について、聞き

取り等により適切・迅速に判断する必要がある。今回はシナリオに基づき聞き取りを行った

が、実際の事故に備え、あらかじめ聞き取りに必要な情報等を整理しておくよう努めるべき

である。 

 プレス文に記載する被ばく量について 

プレス文に被ばく線量として推定値を記載し報告したが、十分な精度のない推定値を発表

し、後に確定値で値を変更することは誤解を招きかねず、プレス発表の難易度も高い。対外

的に公表する被ばく線量値は、十分に吟味した値のみとすべきである。 

 プレス対応の事前準備について 

事故発生時に作成される想定質問及び回答集に関しプレス発表に間に合わないことが多く、

今回はプレス対応者に対しプレス文のみを渡して対応したが、少なくとも「運転手引」に記

載される想定事象に関し、想定質問等の準備を検討することが望ましい。 

これらの評価結果をもとに改善または来年度へ向けた改善計画の策定を行った。 

（金子 清二） 
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4.4 請負業者等安全衛生連絡会 
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Ｃの近況を伝える「Ｊ－ＰＡＲＣニュース」に、安全に関する話題を添えて月 1 回の頻度でメー
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表 4.5-1 非常事態総合訓練の流れ 

初動 

1 
中間子実験エリアにおいて、作業員 2名が当該実験エリア内にいる状態でビー

ム運転が実施される事象が発生 

2 
作業者はエリア内に設置された非常停止ボタンを押し自らエリア外に退避し、

シフトリーダーに連絡 

3 
シフトリーダーは、作業者が大量被ばくを受けた可能性があると判断し、ＪＡ

ＥＡ原子力科学研究所緊急電話(6222)他に連絡し、関係者を招集 

4 
事故現場統括責任者が事故現場指揮所を開設し、作業者の状況確認と搬送準備

を指示 

対応・状況推

移 

5 作業者の搬送準備のため管理区域出入口等の養生を実施 

6 

作業者の健康状態及び被ばく時の状況を聞きとるとともに、個人線量計の測

定、身体汚染の測定及び内部被ばくに関する検査を実施 

・作業者の身体汚染及び内部被ばくはなし、負傷及び体調等の異常もなし 

・作業員は各々1mSv 程度の外部被ばくを受けたものと推定 

事象の収束 

7 ホールボディーカウンタによる詳細測定のため作業者を搬送 

8 模擬プレスの実施 

9 事故体制の解除 

 

 

 

   

図 4.5-1 訓練の様子（事故現場指揮所）    図 4.5-2 遠隔による訓練モニタの様子 
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4.6 放射線測定実務認定制度 
Ｊ－ＰＡＲＣでは、加速された陽子ビームと、分岐点や入射部、コリメータなどとの相互作用

により二次粒子が生成される。生成された二次粒子との核反応により、加速器のビームライン機

器、空気、コンクリートなどが放射化され、生成した放射性物質が物品や身体の表面に付着する

ことで表面汚染が発生する可能性がある。このような場合には放射線管理セクション員（常駐請

負業者を含む）による測定で表面汚染の程度を判定している。測定者の力量に依らず適切な測定

を行うため、放射線管理セクションでは 2017 年度より、測定器の特性、使用法、測定した値の評

価方法など、放射線測定の能力の向上を図ることを目的とした放射線測定実務認定制度を導入し

ている。 

放射線管理セクション員及び放射線管理セクション常駐請負業者を対象として開始された本制

度は、2018 年度から同様の講義内容で、センター構成員やセンター常駐請負業者まで対象範囲を

拡大して実施されている。2020 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため少人数での開

催となり、2020 年 6 月及び 2021 年 3 月の 2回講習を行った。 

本制度は、各測定実務に関する講習を受講し、筆記試験・実技試験に合格することで安全ディ

ビジョン長より認定を受けることができる制度である。講習は講義編と実習編で構成されており、

講義編では、ＧＭ管式表面汚染検査計の概要や測定原理、測定で得られた値の評価方法などに関

する講義を 80 分行った後、筆記試験を実施した。筆記試験では、選択問題や計算問題を出題し、

100 点満点中 71 点以上で合格とした。実習編ではランタン用マントルを使用した模擬汚染盤(図

4.6-1)を作成し、汚染箇所の特定や表面密度の計算方法等を学習した。また、黄色実験衣にラン

タン用マントルを隠し、汚染箇所を発見する実習を行った。実習の様子を図 4.6-2 に示す。実技

試験では、模擬汚染盤で使用したランタン用マントルを 2 種類の物品(ヘルメット、半面マスク)

に外部から分からない位置に隠し入れ、実際に受講者がサーベイメータで汚染箇所の特定を行い、

表面密度を正しく評価できるかを、項目毎にチェックリスト形式で採点し、合否の判定を行った。

2020 年度は、のべ 4名が受講し、2名が合格して認定を受けることができた。 

本制度は今後も継続して実施していく予定であり、本講習を通じて放射線防護・放射線測定に

関するスキルアップに活用していきたい。 

 

                                    （高橋 一智） 
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図 4.6-1 実習で使用する模擬汚染盤 

 

 

図 4.6-2 実習の様子 
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4.7 危険予知トレーニング 
Ｊ－ＰＡＲＣセンター構成員の、危険に対する感受性を高め、今後の作業安全に役立てていた

だくことを目的として、2020 年度から危険予知トレーニング（KYT）の実施を開始した。危険予知

トレーニングとは、作業の状況を描いたイラストシートを使って、考えられる危険の内容とその

対策について、話し合い、考え合い、分かり合って、最後に行動目標を指差呼称で確認する訓練

である。初年度となる 2020 年度は 2021 年 1 月 27 日に実施し、計 12 名が受講した。さらに自由

な意見交換の場も設けられ、参加者から各セクションにおける実際の KY の取り組みについて紹介

し合う等、情報交換も行った。教育の概要を表 4.7-1 に、実施状況を表 4.7-2 に、トレーニング

の様子を図 4.7-1 及び図 4.7-2 に示す。 

（鈴木 麻純） 

表 4.7-1 危険予知トレーニングの概要 

内容 時間配分 

KYT に関する説明、イラストシートの配布と確認 10 分 

KYT の実施 20 分 

発表・意見交換・講評 班毎に発表 3分、意見交換 5分、講評 2分 

自由な意見・情報交換 10 分 

 

表 4.7-2 危険予知トレーニングの実施状況 

開催回数 開催日 参加人数 

第 1回 2021/01/27（水） 12 名 

 

    

    図 4.7-1 受講の様子(1)           図 4.7-2 受講の様子(2) 
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4.8 安全主任者連絡会議 
セクション安全主任者は、安全衛生管理について十分な知見・能力を有するセンター構成員の

中から、セクションリーダーの意見を聴いて、センター長が指名した者であり、セクションリー

ダーはセクション安全主任者の助言を尊重しなければならないことが規定されている。 

安全主任者連絡会議は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定に基づき、センター安全主任

者（安全ディビジョン長：職位指定）が必要と判断した場合に開催することができる。2020 年度

は、新型コロナウイルス感染症対策のため年度前半は開催を見合わせ、12 月、3 月のセンター安

全衛生会議後に開催された安全主任者連絡会議では、センター安全主任者からの安全に関する情

報発信や各セクションが抱える安全衛生に係る問題や課題に対する忌憚のない意見交換が行われ

る等、有用な情報共有が図られている。 

2020 年度の安全主任者連絡会議で議論・意見交換した内容を表 4.8-1 に示す。 

 

（小杉山 匡史） 

 

表 4.8-1 2020 年度 安全主任者連絡会議の内容 

開催日 主な議題 

2020/12/16 スプレー缶の徹底研究 ～その構造・特性と危険性～ 

2021/03/18 「火災」について理解を深めよう ～その定義・扱い・過去事例 など～ 
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4.9 作業責任者ライセンス制度 
作業責任者ライセンス制度（以下「ライセンス制度」という。）は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター（以

下「センター」という。）における作業の安全確保及び作業管理の強化を目的として、2019 年度か

ら導入している。 

ライセンス制度の詳細は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定及び関係規定類で規定され
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を行った。ライセンス制度に関する専用ページを図 4.9-1 に示す。 

今後、本制度が形骸化することのないよう、ライセンス保有者に対し定期に再教育訓練を重ね

る等、センターの安全確保、作業管理の強化に向け、取り組みを継続していく。 

（金子 清二） 

 

表 4.9-1 作業責任者ライセンスの発行申請数及び発行数の推移 

区 分 

年 度 
ライセンス発行数 発行ライセンスナンバー 

2019 年度 330 0001 ～ 0330 

2020 年度 72 0331 ～ 0402 

合 計 402 ― 
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4.8 安全主任者連絡会議 
セクション安全主任者は、安全衛生管理について十分な知見・能力を有するセンター構成員の

中から、セクションリーダーの意見を聴いて、センター長が指名した者であり、セクションリー

ダーはセクション安全主任者の助言を尊重しなければならないことが規定されている。 

安全主任者連絡会議は、Ｊ－ＰＡＲＣセンター安全衛生管理規定に基づき、センター安全主任

者（安全ディビジョン長：職位指定）が必要と判断した場合に開催することができる。2020 年度

は、新型コロナウイルス感染症対策のため年度前半は開催を見合わせ、12 月、3 月のセンター安

全衛生会議後に開催された安全主任者連絡会議では、センター安全主任者からの安全に関する情

報発信や各セクションが抱える安全衛生に係る問題や課題に対する忌憚のない意見交換が行われ

る等、有用な情報共有が図られている。 

2020 年度の安全主任者連絡会議で議論・意見交換した内容を表 4.8-1 に示す。 

 

（小杉山 匡史） 

 

表 4.8-1 2020 年度 安全主任者連絡会議の内容 

開催日 主な議題 

2020/12/16 スプレー缶の徹底研究 ～その構造・特性と危険性～ 

2021/03/18 「火災」について理解を深めよう ～その定義・扱い・過去事例 など～ 
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図 4.9-1 「作業責任者ライセンス制度」専用ページ（Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイト） 

 

  

「申請書」アイコ

ンのクリックで申

請書のダウンロー

ドが可能 

作業責任者ライセ

ンス発行までのフ

ローを図示化 

関係する資料を集約

（各種資料へのジャ

ンプボタンの配置） 
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4.10 その他の活動 
(1) Ｊ－ＰＡＲＣ安全監査 
Ｊ－ＰＡＲＣセンターでは、Ｊ－ＰＡＲＣ運営会議の諮問に基づく外部有識者による安全監査

を毎年実施している。2020 年度の監査は、2020 年 12 月 7 日に監査員 2名（1名は 2019 年度より

継続、1名は新任）を招いて実施した。 

監査は、関係者からの聞き取り及び作業の実施状況に関する現場視察により実施した。項目は

以下のとおりである：1)安全管理の組織体制について、2)作業における安全管理について、3)緊

急時の対応について、4)安全教育及び安全文化の育成・維持について。 

監査員からは、安全に関する法令上の責任者に関する課題、50 歳以上のスタッフが比較的多い

Ｊ－ＰＡＲＣの現状を考慮した技術伝承に関すること、トリチウム取扱いに関する技術開発に関

すること、管理区域内への可燃物の持込に関すること、計画線量に対する実効線量の差異分析に

関すること、新型コロナウイルス感染症対策に関すること等の提言をいただくとともに、より安

全・安定な施設運営を目指すことに加えて､施設の大規模改修工事において重大なトラブル・事故・

コンプライアンス違反を発生させない環境を創り上げられるよう常に原理原則に立ち戻って安全

管理の向上と安全文化の醸成に引き続き取り組むことを期待する、との所見をいただいた。 

 

(2) Ｊ－ＰＡＲＣ計画国際諮問委員会(ＩＡＣ) 
ハドロン実験施設における放射性物質漏えい事故以後、Ｊ－ＰＡＲＣの安全について、毎年Ｉ

ＡＣに報告している。2020 年度ＩＡＣ（2021 年 3 月 4 日、5日）はオンラインで実施され、新型

コロナウイルス感染症対策と放射線安全・一般安全対策との両立、作業責任者ライセンス制度の

導入、安全文化醸成活動、安全評価等について説明を行った。  

最終報告書中では、安全に関する懸念事項についてトップマネジメント層の直接的関与を引き

続き推進・強化すること、さらに安全に関する組織的かつ定期的な教育訓練を引き続き実施する

ことについてＩＡＣとして推奨するとの提言をいただいた。 

（春日井 好己） 
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図 4.9-1 「作業責任者ライセンス制度」専用ページ（Ｊ－ＰＡＲＣ安全情報サイト） 
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5. 技術開発・研究及び特記すべき管理事例 
 

技術開発及び研究としては、Ｊ－ＰＡＲＣのビーム増強及び保守作業の安全性向上に向けた各

種データの取得・蓄積及び解析、Ｊ－ＰＡＲＣセンターの安全システム強化に向けた設備・機器・

ソフトウェア等の整備、増強、改善に取り組んでいる。2020 年度においては、電源確保が困難な

屋外等の場所においても、空気モニタリング測定に必要な電力を供給する車両の整備といった取

組みも実施している。また、特記すべき管理事例としては、職員等を対象とした放射線業務従事

者再教育訓練について、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、従来の大講堂や会議室

に参集する開催方式から e-ラーニング方式で実施したことが挙げられる。e-ラーニング方式は、

コンテンツの作成において非常に多くの手間を要するが、受講者の利便性が良いことから、今後

の教育方式として検討していく。 

本年報では、保守管理及び廃止措置において有用なデータの取得、高レベル放射化物の取扱作

業で得られた知見、緊急時対応機器の整備、教育訓練など、多岐にわたった内容について記述し

ている。これらは、各ディビジョン員が「Ｊ－ＰＡＲＣの安全」という目標に向け、様々な角度

からアプローチした成果であり、国内外の加速器施設にとっても参考となるものと自負している。 

  （中根 佳弘） 
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5.1 リニアック施設・３ＧｅＶシンクロトロン施設の両加速器トンネル

における熱中性子プロファイル測定に向けた取り組み 
 

ビームロスで生成した二次中性子は、主にコンクリート壁中で散乱・減速され、その一部は熱

中性子として再びトンネル室内に反射される。熱中性子はコンクリート壁中に、メンテナンス時

の被ばく主要因である 24Na・56Mn や、将来の廃止措置で問題となる長半減期核種（152Eu、60Co 等）

を生成させる。ビームロスによる熱中性子分布の実態解明は、大強度化に向けた放射線安全対策

と将来の廃止措置計画の合理化を図る上で重要となる。 

これまでの試みの中で、大型トンネル室全域に適用できる熱中性子プロファイル測定手法を周

長 1.6 km の５０ＧｅＶシンクロトロン施設に対して確立し、熱中性子による放射化が問題となる

エリアとそうでないエリアの切り分けに成功した 1)。この手法は金箔放射化法とイメージングプ

レート法によるものであり、100 点以上の測定点の熱中性子束を同時かつ広ダイナミックレンジ

で取得可能である。 

2020年度は５０ＧｅＶシンクロトロン施設で確立した手法を上流側加速器のリニアック施設及

び３ＧｅＶシンクロトロン施設（ＲＣＳ）、そしてビームトランスポートライン (ＢＴ) にも適用

すべく、測定点の選定と現場へのマーキング、放射能測定機器の準備を行った（図 5.1-1）。準備

の一例として、図 5.1-1 に３ＧｅＶシンクロトロン施設の測定点を示す。リニアック施設とＢＴ

についても測定点選定と現場へのマーキングが完了している。熱中性子分布の一斉測定は 2021 年

度に実施予定である。 

(大山 隆弘) 

 

 

図 5.1-1 ＲＣＳトンネル内で選定した金箔による熱中性子束測定点 

参考文献 

1) Oyama, T. et al., Thermal neutron profile inside J-PARC main ring tunnel, Nucl. 

Instrum. Methods Phys. Res. A, 937, 2019, pp.98-106. 
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5.2 水銀ターゲット容器交換作業時の放射線管理 
物質・生命科学実験施設では、中性子源として水銀ターゲットを使用している。ターゲットと

なる水銀は、ターゲット容器と水銀循環設備を循環する構造となっている。ターゲット容器はビ

ーム運転に伴い損傷を受けるため、定期的又は不具合が発生した際に交換が必要であり、2011 年

度から 2019 年度までに計 7回の交換作業が行われ、2020 年度においてもターゲット容器 11 号機

から同 13 号機への交換作業が計画された。また、交換作業前にはターゲット容器の損傷状態を確

認するため、先端部を試験片として切り出す作業（試験片切出作業）も行われている。これらの

作業は、ホットセル（以後、セルという。）の外から遠隔操作によって行われる難易度の高い作業

であることから、安全かつ可能な限り速やかに作業が行えるよう、事前の作業手順や手法の検討

を十分に行うとともに、作業時には気体廃棄物処理設備により系統内に残留する放射性ガス（主

に 3H）を引き込む気流制御を併用しながら行うなど、排気筒からの放出を極力低減する措置を行

っている。 

試験片切出作業及び交換作業の事前準備として、水銀循環系統（以後、系統という。）内の水銀

をドレンタンクに移送した後、系統内の放射性ガス濃度を下げるために、ヘリウムガス等を用い

たフラッシングを 10 回程度実施した。その後、ターゲット容器表面の線量当量及び表面の放射能

密度を測定した結果、線量当量率は最大で約 800Sv/h、表面密度は最大で 260 Bq/cm2以上（主な

核種:7Be、22Na、46Sc、48V、51Cr、54Mn、56Co、57Co、58Co、60Co 等）であった。 

試験片切出作業では、切出装置先端のホールソーにより試験片が切り出される。その際、ター

ゲット容器との接触摩擦により刃こぼれを生じるため、ホールソーを数回交換するなど、時間と

手間を要する。2020 年度の作業では、刃こぼれを極力抑える方法として刃にコーティングを施す

とともに固体潤滑剤を使用し、また回転数制御プログラム等の改修を行った結果、刃こぼれを著

しく軽減することができた。更に、2014 年時には 8時間かかっていた所要時間は 4時間と大幅に

短縮することができ、排気筒からの 3H 放出も確認されなかった。 

ターゲット交換作業では、ターゲット容器をターゲット台車から切り離すことにより系統が一

時的にセル内で開放され、系統内の放射性ガスがセルの排気系を経由して排気筒から放出される。

開放した部分には素早く閉止蓋を設置することにより、開放時間を短時間に抑えるとともに、気

流制御を併用することで、排気筒からの放出を極力低減する措置を行っている。 

11 号機から 13 号機への交換作業中におけるセル内の空気モニタリングは、インセルフィルタ

付近と系統開放面付近の 2 か所で行った。系統開放面付近でモニタリングすることでセル内に拡

散した放射性ガスを早期に検知することを可能としており、その結果、本作業のホールドポイン

トとして設定されていたインセルフィルタ付近の空気中放射能濃度（200Bq/cm3）を十分に低く担

保（作業中最大約 3.0 Bq/cm3（3H 換算））しながら作業を進めることができた。 

本作業において、13 号機側の冷却水配管の接続部に不具合が生じた。そのため 13 号機への交

換作業が完遂できず、予備機の 10 号機への再交換作業を行うこととなった。13 号機から 10 号機

への再交換作業においてもホールドポイントとして設定されていたインセルフィルタ付近の空気

中放射能濃度（200Bq/cm3）を十分に低く担保（作業中最大約 4.0 Bq/cm3（3H 換算））しながら作

業を進めたが、排気筒からの放出量は 13 号機の交換作業よりも多い結果となった。これは、冷却
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水配管の交換と接続の調整により作業時間が増え、開放時間が長かったことによる。 

使用済みの 11 号機は、保管容器に収納された後に放射化物保管設備に保管された。保管容器表

面の線量率は、最大で 7.0 Sv/h であった。 

ビーム出力の上昇に伴い、ターゲット容器表面の線量当量率や系統内に蓄積される放射性ガス

の濃度が年々上昇していることから、試験片切出作業並びに交換作業における放射性ガスの放出

量を低減する手法を模索しながら作業を実施している。今後、現在の 600kW 運転から更に 1MW 運

転へとビーム出力の上昇を目指しているため、3H 放出の更なる低減化に向けた検討を行う必要が

ある。 

2011 年度から 2020 年度の交換作業等において排気筒から放出した 3H の放出量を図 5.2-1 に示

す。 

（飛田 暢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 5.2-1 
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試験片切出作業では、切出装置先端のホールソーにより試験片が切り出される。その際、ター
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時的にセル内で開放され、系統内の放射性ガスがセルの排気系を経由して排気筒から放出される。
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保（作業中最大約 3.0 Bq/cm3（3H 換算））しながら作業を進めることができた。 

本作業において、13 号機側の冷却水配管の接続部に不具合が生じた。そのため 13 号機への交

換作業が完遂できず、予備機の 10 号機への再交換作業を行うこととなった。13 号機から 10 号機

への再交換作業においてもホールドポイントとして設定されていたインセルフィルタ付近の空気

中放射能濃度（200Bq/cm3）を十分に低く担保（作業中最大約 4.0 Bq/cm3（3H 換算））しながら作

業を進めたが、排気筒からの放出量は 13 号機の交換作業よりも多い結果となった。これは、冷却
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5.3 緊急時用車両の導入 
Ｊ－ＰＡＲＣでは、大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）放射線障害予防規程等に基づく応

急の措置を講じるため、電源を確保することが困難な屋外等において緊急時のモニタリングに必

要な電源供給を行える、蓄電池が搭載された市販車両（プラグインハイブリッド車）を導入し整

備した。車内には AC100V で最大 1500W の電力が供給できるコンセントが備え付けられており、こ

の電力を利用して必要な箇所で空気モニタリングを行うことが可能である。 

空気モニタリングは、ポンプが搭載されたサンプリングラックを使用する。サンプリングラッ

クにはセルロース・ガラス系ろ紙（HE-40TA）と活性炭カートリッジ（CHC-50）が装着できるよう

になっており、空気中の粒子状及び揮発性核種の捕集が可能となっている。また、それらで捕集

できないガス状核種については、それらフィルタを通した空気を可搬型のガスモニタ及びデータ

ロガーを使用することで連続通気測定を行うことが可能である。また、他の空気モニタリングと

して卓上型冷却トラップ装置を使用することにより空気中水分の冷却凝縮捕集を行うことが可能

であり、空気中に含まれる 3H（HTO）の放射能濃度の測定を行うことができる。車両に積載した空

気モニタリング機器類を図 5.3-1 に示す。 

今後、モニタリング試験を実施し、2021 年度内に運用を開始する予定である。 

（荒川 侑人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3-1 車両に積載したモニタリング機器類 

サンプリングラック 

可搬型ガスモニタ 

データロガー
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5.4 e-ラーニングを用いた放射線業務従事者の再教育訓練 

Ｊ－ＰＡＲＣ放射線業務従事者のうち、ＪＡＥＡ・ＫＥＫ職員等を対象とした放射線業務従事

者の再教育訓練（以下、再教育）は、毎年、ＪＡＥＡ原子力科学研究所（原科研）の大講堂で 2回、

ＫＥＫつくばキャンパスで 2 回、計 4 回（全 4 日程）で実施している。原科研の大講堂で行われ

る初回の教育訓練には、300 人程度が参加する。 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、大講堂に人を集めての再教育を

実施することが難しいため、e-ラーニングシステムを利用することにした。再教育の受講対象者

は 639 名である。 

なお、外国人職員等を対象とした英語の再教育は、希望者数が少人数であることから、オンラ

イン会議システムを利用し、対面 2名、リモートで 11 名に講義形式で実施した。 

 (1) e-ラーニングの実施期間 
 e-ラーニングの実施は、e-ラーニングシステムサーバの負荷、受講者管理等を考慮して、6グ

ループ（1グーループ約 100 名）に分け、1グループの受講期間が約 2週間で実施した。全体の

実施期間は、10 月 20 日～12 月 28 日であった。 

 (2) e-ラーニングの基本構成 
 再教育は、受講時間の均一化及び受講者への配慮から、ビデオコンテンツを中心とした教材

を作成し実施時間を 90 分とした。 

 ビデオコンテンツの作成は、ナレーション録音から編集までを放射線管理セクションの放射

線業務従事者管理ＳＧが行った。 

 また、e-ラーニングのプログラムを 3 部構成（1 部の所要時間は約 30 分）とし、1 ページ当

たり３～５分のビデオに細分化して、受講の便宜を図った。 

 (3) e-ラーニングの内容 
 第 1 部は、2019 年度の「継続的な業務改善」における評価の結果、非常事態に備えた対応体

制に関する規則体系の教育の必要性が指摘されたことを踏まえ、「緊急時対応に関する教育」と

して、「Ｊ－ＰＡＲＣの事故関連規則について（図 5.4-1）」と「事故・緊急時における情報伝達

のポイント（図 5.4-2）」の 2章構成とした。 

 第 2 部は、講演会をイメージした「放射線の人体への影響～X線 CT と放射線リスク～」であ

る。（図 5.4-3） 

 第 3 部は、毎年実施している「放射線管理セクションからの注意事項」である。（図 5.4-4） 

 (4) e-ラーニングの受講率と受講者のコメント 
 e-ラーニングでの受講率は、約 94％であった。第 1部及び第 3部の受講終了後に理解度確認

テストを実施し、正答率は 9割以上であった。 

アンケートには、「受講時間の融通が利くので自分ペースに合わせて受講できた」「動画が細

かく分かれているので、操作が煩雑」などのコメントがあった。 

 (5) まとめ 
 e-ラーニングでの実施は、コンテンツの作成に時間と手間を要するが、受講状況の把握並び

に受講者の利便性が良いため、未受講者へのフォローアップが容易になった。 

（照沼 康弘）
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図 5.3-1 車両に積載したモニタリング機器類 
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図 5.4-1 第 1 部 Ｊ－ＰＡＲＣの事故関連規則について 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4-2 第 1 部 事故・緊急時における情報伝達のポイント 

  

図 5.4-3 第 2 部 放射線の人体への影響～X線 CT と放射線リスク～ 

  

図 5.4-4 第 3 部 放射線管理セクションからの注意事項 
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編集後記 
本報告書は、Ｊ－ＰＡＲＣセンターにおける放射線安全管理と一般安全管理に関わる活動をま

とめた「Ｊ－ＰＡＲＣ安全管理年報」として 2014 年度から毎年発行しているものです。定常的な

各種の放射線安全・一般安全管理業務・安全文化醸成活動の状況に加え、新たな取り組みや改善

事項、業務の質を高めるための技術開発や検討事項について記載しています。 

2020 年度は、新型コロナウイルスの感染拡大により施設運転や業務の進め方が多くの影響を受

けました。各作業現場においても、作業方法の変更が必要になったり、自由度の高い作業エリア

や視界の確保、熱中症対策などが行いづらい状況も発生したものと思います。このような困難な

状況にもかかわらず、各作業現場では工夫が重ねられ、安全性や作業性を確保した上で感染防止

にも取り組む様子が多く見られました。今後も、新型コロナウイルスとの共存を意識した上で、

感染症対策以外の安全衛生配慮が不十分とならないよう、最適な業務の進め方を一人ひとりが考

えることも重要です。引き続き、皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

2013 年の放射性物質漏えい事故から 8年が経過し、安全確保に関わる意識や緊張感も当時に比

べてやや薄れている面もあるかもしれません。安全カードのスローガン「安全無くして研究成果

なし」の気持ちを各自が決して忘れることなく日々の研究・業務に取り組み、Ｊ－ＰＡＲＣセン

ターがさらに安全な職場として成長していく中で、本報告書の内容が一助となれば幸いです。 

（別所 光太郎） 
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付録 1 発表リスト 
 

【講演・発表】（2020.4.1～2021.3.31） 
 
1. 川端康夫, 松田浩朗, 松元和伸, 田頭茂明, 石井恒次, 山本昇, 別所光太郎, 吉岡正和, J-

PARC MR における専用ネットワーク装置とモバイルアプリによる防災システムの構築, 第
17 回日本加速器学会年会, オンライン, 2020 年 9 月 2 - 4 日. 
 

2. 別所光太郎，Ｊ-ＰＡＲＣにおける安全の取り組み, 低温工学・超電導学会 冷凍部会例会/環
境・安全委員会合同ワーキング「研究現場と安全」，オンライン, 2020 年 12 月 22 日. 

 
3. Bessho, K., Miyamoto, Y., Nakane, Y., Kasugai, Y., Ishii, T., Activities for Fostering Safety 

Culture in J-PARC, 15th International Congress of the International Radiation Protection 
Association (IRPA-15), On-line, January 18 - February 5, 2021. 

 
4. 西川功一, 大山隆弘, 齋藤究, 白形政司, 関本俊, 中村一, 萩原雅之, 別所光太郎, 三浦太一, 

八島浩, 山崎寛仁, J-PARC 加速器の運転モードの違いによるコンクリート中の核種生成量の

比較, 第 22 回「環境放射能」研究会, オンライン, 2021 年 3 月 10 - 12 日. 
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付録 2 安全ディビジョン員が保有する主な資格 

 

資格の種類 保有人数

技術士（総合技術監理部門） 1

技術士（原子力・放射線部門） 3

技術士補（原子力・放射線部門） 1

第１種放射線取扱主任者 21

第２種放射線取扱主任者 4

核燃料取扱主任者 3

衛生工学衛生管理者 7

第一種衛生管理者 16

作業環境測定士 12

エックス線作業主任者 10

ガンマ線透過写真撮影作業主任者 4

クレーン運転士 4

床上操作式クレーン運転技能講習修了 8

クレーン運転特別教育修了 2

小型移動式クレーン運転技能講習修了 1

玉掛技能者 15

フォークリフト運転技能講習修了 6

高圧・特別高圧電気取扱特別教育修了 3

低圧電気取扱特別教育修了 2

電気工事士（第２種） 3

高圧ガス製造保安責任者（乙種化学） 0

高圧ガス製造保安責任者（乙種機械） 1

高圧ガス製造保安責任者（丙種化学特別） 3

第２種冷凍機械責任者 4

第３種冷凍機械責任者 3

第一種圧力容器取扱作業主任者 1

二級ボイラー技士 1

ガス溶接作業主任者 1

ガス溶接技能者 1

アーク溶接技能者 1

足場の組立て等作業主任者 1

甲種危険物取扱者 3

乙種危険物取扱者（第１～第６類） 14

有機溶剤作業主任者 8

特定化学物質取扱作業主任者 6

酸素欠乏危険作業主任者 8

甲種防火管理者 3

消防設備士 1

普通救命講習修了 13

技能士（機械保全） 1

内部監査員（ISO9001） 4

内部監査員（ISO14001） 1
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付録 3 略語 
 
【施設に関するもの】 

 
【設備に関するもの】 

略称 英語名 解説 

PPS Personnel Protection System 
人員安全保護システム：人間の出入り管

理、非常停止スイッチ、扉センサなど

（PPS 発報時はビームが停止される） 

AA Authorized Access 通常入域（ビーム停止中） 

CA Controlled Access 
立入制限。入域許可が必要、制御室に連

絡 

NA No Access 立入禁止（ビーム運転、待機状態） 

MPS Machine Protection System 
機器保護システム：機器が損傷しないよ

う異常が生じた場合ビームを停止させ

る。 

  

略称 英語名 解説 

LI Linac 
リニアック（直線加速装置）施設：負水

素イオンビームを 400MeV まで加速 

RCS 3GeV Rapid Cycling Synchrotron 
３ＧｅＶシンクロトロン施設：H+に変換

して 3GeV まで加速 

MLF 
Materials and Life Science 
Experimental Facility 

物質・生命科学実験施設：H+ビームによ

って生成した中性子やミュオンを用い

た研究 

MR 50GeV Main Ring 
５０ＧｅＶシンクロトロン施設：H+ビー

ムを最大 50GeV まで加速 

HD Hadron Experimental Facility 
ハドロン実験施設：MR からのビームで生

成される中間子の研究 

NU Neutrino Experimental Facility 
ニュートリノ実験施設：MR からのビーム

で生成されるニュートリノの研究 
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付録 4 放射線安全関連「英語用語集」 
【役職に関するもの】 

Ｊ－ＰＡＲＣセンター長 Director of J-PARC Center 
副センター長 Deputy director
安全担当副センター長 Deputy director for safety 
ディビジョン長 Division head
セクションリーダー Section leader
放射線取扱主任者 Radiation protection supervisor 

 
【組織に関するもの】 
放射線安全委員会 Radiation safety committee 
放射線安全評価委員会 Radiation safety review committee 
安全ディビジョン Safety division
加速器ディビジョン Accelerator division
物質・生命科学ディビジョン Materials and life science division 
素粒子原子核ディビジョン Particle and nuclear physics division 
核変換ディビジョン Nuclear transmutation division 
業務ディビジョン Administration division
原子力科学研究所 Nuclear Science Research Institute (NSRI)

 
【場所に関するもの】 
放射線管理区域 Radiation controlled area / Controlled area
第１種管理区域 1st class controlled area
第２種管理区域 2nd class controlled area
立入禁止区域 Off-limit controlled area 
立入制限区域 Restricted controlled area 
インターロック区域 Interlocked area
表面汚染低減区域 Low surface contamination area 
警戒区域 Warning controlled area
発生装置使用室 Accelerator room
RI 使用施設 Radioisotope handling facility 
廃棄施設 Waste management facilities 
貯蔵施設 Storage facility
保管廃棄設備 Waste storage facility
排水設備 Drainage facility
排気設備 Exhaust facility

放射化物保管設備 
Storage facility for induced radioactive 
material 
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【Ｊ－ＰＡＲＣ施設に関するもの】 

物質・生命科学実験施設 
Materials and life science experimental 
facility 

ハドロン実験施設 Hadron experimental facility 
ニュートリノ実験施設 Neutrino experimental facility 
中央制御室 Central control room

中央制御棟 
Main control building / Central control 
building 

放射線監視室 Radiation monitoring room 
放射線測定棟 Radiation measurement building 

 
【放射線管理上の担当者及び従事者等に関するもの】 
施設管理責任者 Facility manager
放射線発生装置責任者 Radiation generator manager 
建築物管理責任者 Building manager
設備管理責任者 Utility manager
放射線担当者（施設） Radiation safety liaison
管理区域責任者（放射線安全） Radiation controlled area manager 

総括管理区域責任者 
General manager of radiation controlled 
areas 

ビームライン担当者（施設） Beam line liaison / Beam line representative
放射線作業責任者 Radiation work manager 
放射線作業従事者 Radiation worker
特例立入者 Exceptional worker
一時立入者 Non-radiation worker
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【放射線管理に関する用語】 
放射線障害予防規程 Local radiation protection rule 
放射線障害予防規程（細則） Detailed rule of local radiation protection

［加速器、MLF、HD、NU］運転手引 
Operational rule for [Accelerators, MLF, HD, 
NU] 

エックス線保安規則 Safety rule for X-ray generators 

放射性物質等事業所内運搬規則（運搬規則） 
Transportation rule for radioactive 
materials in J-PARC site 

事故等通報規則 Rule for report of the incident, etc. 

放射性同位元素等の規制に関する法律 
Act on Prevention of Radiation Hazards due 
to Radioisotopes, etc. 

放射性同位元素等の規制に関する法律施行令 
Cabinet Order for Enforcement of the Act on 
Prevention of Radiation Hazards due to 
Radioisotopes, etc. 

放射性同位元素等の規制に関する法律施行規

則 

Ordinance for Enforcement of the Act on 
Prevention of Radiation Hazards due to 
Radioisotopes, etc. 

放射線を放出する同位元素の数量等を定める

件（告示） 

Specifying Standards for the Quantities, 
etc. of Radiation-Emitting Isotopes 

放射線安全委員会 Radiation safety committee 
放射線安全評価委員会 Radiation safety review committee 
被ばく管理目標値 Administrative dose control 
RI の譲渡・譲受 Transfer and receipt of radioactive isotopes
黄色実験着 Yellow coat
防護着 Protective suit
表示付認証機器 Approved devices with certification labels

 
【放射線管理設備に関するもの】 
個人線量計 Personal dose meter
APD Alarm pocket dose meter 
ハンドフットクロスモニタ Hand foot clothes monitor 
体表面モニタ Body surface contamination monitor 
物品モニタ Article contamination monitor 

 
【放射能及び放射線量に関するもの】 
線量当量率 Radiation dose rate
表面密度 Concentration of surface contamination
空気中濃度限度 Derived air concentration 
実効線量 Effective dose
等価線量 Equivalent dose
1 cm線量当量 1 centimeter dose equivalent 
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【健康及び放射線影響に関するもの】 
健康診断 Health surveillance
血液検査 Blood test
皮膚検査 Dermatology examination 
眼（水晶体）検査 Ophthalmology examination 
身体的影響 Somatic effects
遺伝的影響 Genetic effects
確定的影響 Deterministic effects
確率的影響 Stochastic effects
急性影響 Acute effects
晩発影響 Late effects

 
【緊急時対応関係】 
非常事態総合訓練 Emergency drill
Ｊ－ＰＡＲＣ事故対策活動要領 Accident Countermeasure Guidelines of J-

PARC 
原子力科学研究所事故対策規則 Accident Countermeasure Regulations of 

NSRI 
（Ｊ－ＰＡＲＣ）基本体制、注意体制、事故体

制 

Normal, Alert and Emergency statuses in J-
PARC 

（ＪＡＥＡ原子力科学研究所）警戒体制、非常

体制 

Precaution and Emergency statuses in 
NSRI 

事故現場指揮所 On-site Command Office (in an accidental 
site) 

現地対策本部 NSRI Accident Measures Headquarter 
原子力規制委員会 Nuclear Regulation Authority 
事故等通報規則 Rule for Report of the Incident, etc. 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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乗数 名称 名称記号 記号乗数



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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